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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ただいま……」

　というミノルの声は、音圧がいつもより二割ほど低かった。

　しかしそれを帳消しにしてお釣つりが来るほど元気な挨あい拶さつが二つ、即そく座ざに響ひびいた。

「お邪じや魔まします！」

「お邪じや魔ましまーす！」

　ミノルに続いて玄げん関かんホールに入ってきたのは、黒っぽいブレザーの制服にキャメルカラーのダッフルコートを重ねた女子高校生と、同じ色のブレザーの上にグレーのマウンテンパーカーを羽織った男子高校生。姿勢を正して深々と一礼する二人を横から眺ながめながら、ミノルは「この人たち普ふ段だんと違ちがいすぎるでしょ……」と思ったがもちろん声には出せない。

　上あがり框がまちで三人を出で迎むかえた義ぎ姉しの由よし水みず典のり江えは、一いつ瞬しゆん両目を丸くしてから、にっこりと微笑ほほえんだ。

「いらっしゃい。みーくん……じゃなくてミノルの姉の典江です。はじめまして」

　典江が会え釈しやくすると、すかさず二人も名乗る。

「はじめまして、私は都立光こう彩さい高校一年生、安あ須ずユミコです。今日はお招き頂き、ありがとうございます」

「はじめまして、同じく光彩高校二年、斉さい藤とうオリヴィエです。これ、お口に合うかわかりませんが、よかったら」

　オリヴィエが両手で差し出した洋よう菓が子し店てんの紙かみ袋ぶくろを、典江は心の底から申し訳なさそうな顔で「ごめんなさいね、気を遣つかわせちゃって」と謝あやまりながら受け取った。

「さ、上がってちょうだい。上着はそこに掛かけるといいわ」

「はい！」「ありがとうございます！」

　はきはき答えると、二人は素す早ばやくコートを脱ぬぐ。ミノルがそれを受け取り、自分のコートと一いつ緒しよに土間の隅すみのポールハンガーに掛かける。

　典江に続いて廊ろう下かを歩き、リビングダイニングに入ると、クリームシチューの香かおりが空っぽの胃を刺し激げきした。オリヴィエが両手で腹部を押おさえて何か言おうとしたが、すかさずユミコが肘ひじ打うちで黙だまらせる。幸い典江は《加速者アクセラレータ》の高速アクションに気付かなかったようで、椅い子すの背に掛かけてあったエプロンをかぶりながら言う。

「もうすぐお昼ご飯の用意できるから、三人でテレビでも見ててね」

　お土産みやげの紙かみ袋ぶくろを持ってキッチンに向かおうとする典江に、ユミコが申し出た。

「私、お手伝いします」

　そう言われては、男二人でぼーっと待っているわけにもいかない。

「典のり江えさん、僕ぼくも手伝うよ」

「あ、お、オレも手伝います」

　ミノルとオリヴィエも名乗り出たが、典江はくすっと笑って両手を持ち上げた。

「うちのキッチンに四人も入れないわよ。男の子たちには後片付けを手伝ってもらうから、いまはおとなしく待ってて」

　司令官の指示には従わざるを得ず、オリヴィエと一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから、リビングに移動。並んでソファーに座すわると、《分断者デイバイダ》はふうっと息を吐はき、いつもの口調に戻もどって囁ささやく。

「ミッくんちってゲーム機ねーの？」

「は……はい、残念ながら最新型は……。二世代前のハードならありますけど、あんまり使ってないですね……」

「遊べるの、いまのうちだけだぞー。二年になったらあっつう間に受験だからな」

　などと宣のたまうオリヴィエ自身がいま高二、三ヶ月後には高三になるはずだ。日にち仏ふつハーフの端たん整せいな横顔を見やりながら、小声で訊たずねる。

「オリビーさんは進学するんですか？」

「んー、考え中」

「か、考え中って……もうすぐ三年じゃないですか」

「だってさぁ……」

　青いポリアミドフレームのメガネをちらりとキッチンに向けてから、オリヴィエはいっそう声を低めて答えた。

「オレやミッくんに寄生してる黒いタマッコロは、宇宙生物なんだぜ。だったら他にも、宇う宙ちゆう怪かい獣じゆうだの何たら星人だのがウジャウジャいてもおかしくねーだろ。そいつらが大挙攻せめてきて地球が地球が大ピンチみてーなことになったら、マジメに勉強して大学受かってもまるっきり無む駄だじゃん？」

「…………なんで『地球が』を二回言ったんですか」

　どこまで本気で言っているのか不明なのでとりあえずそう訊きいたが、オリヴィエは大げさな仕草で肩かたをすくめるだけで答えようとしない。やむなく質問を変える。

「えーと……その考え方でいくと、僕ぼくらの任務もまるっきり無む駄だってことになりませんか？　どれだけルビーアイを無力化しても、何とか星人の何とか光線で地球が爆ばく発はつしたら何の意味もなくなるわけですし」

「いやいや、んなことねーよ」

　そう言い切ると、オリヴィエはミノルに素す早ばやくウインクしてみせた。

「ミッくんも先月分のギャラもらったんだろ？　少なくともその金で地球滅めつ亡ぼうまでにあれこれできるじゃん。ベッドに万札撒まいて、その上で転げ回ったりとか」

「……同じこと、教授も言ってましたよ」

　ため息を吞のみ込こみ、もう一度オリヴィエの横顔を盗ぬすみ見みる。露ろ悪あく的てきな言い回しは、もちろん本心ではあるまい。《分断者デイバイダ》がお金のためではなく、何か個人的な──しかも二日前に捕ほ獲かくされた《凝結者トランサー》こと三み川かわ霤りゆうに深く関わる目的を抱いだいて戦っていることを、ミノルは知っている。

　トランサーはいま、特課本部にほど近い《国立高こう度ど医い療りよう研究センター病院》通つう称しようＮＣＡＭの十一階に収容されている。赤色サードアイ保持者ルビーアイの対処ポリシーに従えば、彼かれは《発火者イグナイター》と同じくすみやかにサードアイを摘てき出しゆつされ、関連する記き憶おくを消去されるはずなのだが、一月五日の午後十二時現在ではまだ未み実じつ施しらしい。

　オリヴィエはトランサーの処置への立ち会いを伊イ佐サ理リ々リ教授に強く要望していて、本心ではずっと特課本部で待機していたいのではないかと思われるのだが、ユミコに引っ張り出されて今日の空うつ木ぎ家けでの《作戦》に付き合ってくれている。ＮＣＡＭから連れん絡らくが来たらユミコが即そく座ざにバイクで送り届けると約束した上での同行だが、せめて食事のあいだくらいはリラックスしてくれれば……とミノルが考えていると。

「お待たせ、用意できたわよ」

　という典のり江えの声が聞こえ、オリヴィエが待ってましたとばかりに立ち上がった。

　ダイニングテーブルには典江の得意料理であるクリームシチューとベビーリーフのサラダが並び、その傍かたわらでユミコが右手にブレッドナイフ、左手にしゃもじを持って立っている。

「オリ……斉さい藤とうくんと空木くんは、バゲットとご飯どっちがいい？」

「斉藤くんと来たか……」

　小声でそう呟つぶやいたオリヴィエが、「ご飯がいいです！」と答えたので、ミノルも気き兼がねなく「僕ぼくもご飯で」と言うことができた。頷うなずいたユミコが、キッチンの典江に声を掛かける。

「お姉様、三人ともご飯でお願いします」

　お姉様と来たか……と言いたいが我が慢まんする。キッチンで典江が「はーい」と答え、炊すい飯はん器きの蓋ふたが開く音が続く。

　ユミコもキッチンに戻もどると、すぐに角かく盆ぼんを持って出てきた。その上では、笠かさ間ま焼やきの平皿によそわれた炊たきたてご飯がほかほかと湯気を立てている。よく見れば、シチューには同じ笠かさ間ま焼やきの深皿、サラダにはウッドボウルが使われていて、典江は最初から高校生たちがパンではなく米をチョイスするだろうと読んでいたらしい。

　皿さら盛もりのご飯は二つが大盛りで、ユミコはそれをオリヴィエとミノルの前に並べたが、彼かの女じよもサードアイ保持者なので燃費の悪さは同じだ。「ユミコさんも大盛りにすればいいのに」と言いかけて思いとどまる。恐おそらく、今日の《作戦》を完かん遂すいするために我が慢まんしたのだろう。

　三人が席につくと、エプロンを脱ぬいだ典江もユミコの隣となりに座すわる。この四人掛がけダイニングテーブルが満席になるのは、典江の父でありミノルの大おお叔お父じにあたる由よし水みず弘こう平へい氏が存命だった頃ころ以来だ。

「さ、どうぞ」

　典のり江えに促うながされ、三人は「いただきます！」と唱和するや、木製のスプーンを手に取った。

　由よし水みず家けのクリームシチューは、一いつ般ぱん的な鶏とり肉にくではなく豚ぶたもも肉を使うのが伝統だ。大ぶりな肉は一見硬かたそうなのだが、弱火でじっくり煮に込こまれていてスプーンで押おし切きれるほど柔やわらかい。野菜類もジャガイモやニンジン、マッシュルームといった定番の具に加えて旬しゆんの芽キャベツやブロッコリー、アスパラ、カブと色々入っている。見た目は完全に洋風なのだが、ほんのり和の風味が漂ただよい、ご飯にもこの上なく合う。

　男子二人が猛もう然ぜんとスプーンを動かすいっぽう、ユミコは上品に味わってから、典江に訊たずねた。

「お姉様、隠かくし味あじは何を使ってるんですか？」

　すると典江は少し悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、言った。

「三種類使ってるんだけど、うちに代々伝わる秘伝だから、お嫁よめさんにしか教えられないのよねえ」

　それを聞いた途と端たんミノルはむせそうになったが、どうにか堪こらえる。しかし典江の言葉はまだ終わらない。

「ユミコちゃんがお嫁よめに来てくれれば喜んで教えるけど、このあいだいらした小こ村むらさんとか、あとみーくんと同じ学校の箕みの輪わさんて子とか、他にもお嫁よめさん候補が……」

「の、典江さん！」

　堪たまらずミノルが叫さけぶと、隣となりでオリヴィエがぷひゅっと噴ふき出だした。しかしユミコは恐おそるべき胆たん力りよくを示し、澄すまし顔がおで答えた。

「あらお姉様、うちのサークルには他にもミノルくんと仲がいい子がいるんですよ。まだ小学生なんですけどね」

「まあ……！」

　目を丸くする典江を見やりながら、これもう完全に作戦失敗でしょ！　と胸中で呻うめくしかないミノルだった。




　その後はいちおう平へい穏おんに食事が進行し、オリヴィエが持参した──と言っても、行きがけに特課本部の近くにあるパティスリーで仕入れたのだが──プリンとコーヒーで締しめると、男子二人で食器を片付けた。横並びで典江にごちそうさまを言ってから、二階のミノルの部屋に移動する。

　ドアが閉まった途と端たん、オリヴィエが左ひだり腕うでをミノルの首に回し、右手で側頭部をぐりぐりしてきた。

「いやぁー、ミッくん先生も隅すみに置けませんなぁー」

「お、置いといていいです！　あとそれ意外と痛いです！」

「いやいやいや、これはコムショーにも注進しておかないとですなぁー」

　コムショーというのは、《屈折者リフラクター》小こ村むら雛スウの実じつ兄けいである《観察者スペクテイター》小村菖シヨウのニックネームだ。彼かれの視し聴ちよう覚かく端たん末まつである美少女フィギュアが、ミノルの家の前にある電柱の端たん子し函かんにも一体置かれているので、実際にいまオリヴィエが窓から何かを叫さけべばそれは小村兄にもばっちり届いてしまう。

「や、やめて下さい！　僕ぼく、スウさんとはまったく何もないですから！」

「そうよね。きみが《防ぼう御ぎよ殻かく》に取とり込こめるのは小村さんだけだってこと以外には、特に何もないわよね」

　本ほん棚だなを眺ながめていたユミコまでそんなことを言うので、ミノルはこれ以上この話題を続けるのは危険だと判断し、いささか強ごう引いんな切きり換かえを試みた。

「そ……そんなことより、お二人とも冬休みの宿題、まだ終わってないんですよね。いちおう今日はそれが本題なんですから、ささっとやっつけちゃいましょうよ」

　オリヴィエの腕うでから抜ぬけ出だし、部屋の真ん中に置いてあるローテーブルの周囲にクッションを並べる。同じ高校に通う二人は揃そろって渋しぶい顔になったが、おとなしく座すわるとバッグから問題集らしき冊子を取り出す。

「これ、教授だったら一冊五分で終わるんだろーなぁ……」

　などと呟つぶやきながら英語の問題集を開くオリヴィエに、ユミコがストレートすぎる問いを投なげ掛かける。

「あんた、ハーフなのに英語できないの？」

「あ、そういう決めつけ良くないよユッコちゃん。オレは日本とフランスのハーフなんだからさぁ」

「だったらフランス語喋しやべれるわけ？」

「いいや、まったく」

「あんたって本当に無む駄だのカタマリね」

　容よう赦しやなく斬きり捨すてると、ユミコも数学の問題集を開いた。二秒眺ながめてから顔を上げ、ミノルを見る。

「空うつ木ぎくん、これの解き方教えて」

「あ……う、うん」

　身を乗り出すミノルの右側で、オリヴィエが「ユッコちゃんだって似たようなモンじゃねーか……」と呟つぶやいたが、一ひと睨にらみされるや即そく座ざに口を閉じる。

　ミノルが通う埼さい玉たま県立吉よし城き高校は県内トップクラスの進学校だが、ユミコとオリヴィエが通う都立光こう彩さい高校も偏へん差さ値ち七十の名門だ。ユミコが指さしているのは案の定ややこしい高次方程式だったが、知識とインスピレーションを総動員して答える。

「えーっと、これはまず組立除法を使って左辺をｘ－１で割ってみて……」

「ふむふむ」

　ユミコがシャープペンシルで几き帳ちよう面めんな形の数字を書かき込こんでいくのを眺ながめていると、隣となりからオリヴィエの救きゆう援えん要よう請せいが飛んでくる。

「なあミッくん、この『ボブとは青い月に一度会います』ってどういう意味だ？」

「え？　……ああ、ワンス・イン・ア・ブルー・ムーンは『ごくたまに』とか『めったにない』って意味の慣用句ですよ」

「ほうほう」

　オリヴィエが訳文を書き始めると、今度はユミコが袖そでを引っ張る。

「ねえ、組立除法、こんな感じになったけど」

「えっと、余りはゼロになりましたよね？　あとはこの式を因数分解すれば……」

「あ、それで解が出るのか。なるほどね……」

　基き礎そ的てきな計算力はしっかり身についているらしく、すらすらと式を展開していく。オリヴィエもようやく集中し始めたようなので、ミノルは少し後ろに下がり、ベッドの側面に寄より掛かかってこっそり息を吐はいた。

　加速者と分断者がミノルの家を訪おとずれたのは実際に宿題を片付けるためで、典のり江えにもそう説明してあるのだが、その裏にはひとつの特とく殊しゆ作戦が隠かくされている。と言ってもその対象はルビーアイではなくミノルだ。ここ一ヶ月、外出や夜の帰宅が急激に増えた理由を、可能な限り噓うそをつくことなく典江に説明するための作戦なのだ。

　食事の席でユミコとオリヴィエは、自分たちは学生主体の社しや会かい貢こう献けんサークルのメンバーだと典江に語った。ミノルとは秋あきヶが瀬せ公こう園えんの清せい掃そう活動中に知り合い、サークルに勧かん誘ゆうしたのだ、と。ルビーアイとの戦いに社しや会かい貢こう献けん的てきな意味合いがあるのは確かだし、ユミコと初めて遭そう遇ぐうしたのが秋あきヶが瀬せ公こう園えんなのも事実なので丸っきりの大おお噓うそではないのだが、しかし結局のところ欺ぎ瞞まん工作であることは否いなめない。なぜなら最も肝かん心じんな、ミノルが命を懸かけて戦っているという事実については、匂におわすことさえできないのだから。

　ミノルは特課に加入する際、記き憶おくを操作する能力を持つ氷ひ見み課長に、ルビーアイとの戦いが終わったらミノルを知る全ての人から自分に関する記き憶おくを消してもらうという条件を提示し、受け入れられた。《全ての人》にはもちろん典江も含ふくまれる。日本からルビーアイが一人残らず消え去り、その時点でミノルが生きていれば、条件は履り行こうされ──典江は八年間一いつ緒しよに暮らした義ぎ弟ていのことを完全に忘れる。

　そのほうがいいのだ。今年で三十二歳さいになるはずの典江がずっと独身でいるのは、保護者としての義務を優先しようとしているからだろうし、経済的な負担も消える。典江はようやく、自分自身の幸せのために生きることができる。今日また新しい噓うそをついてしまったことも、ミノルの存在ごと帳消しになる……。

「また後ろ向きなこと考えてるでしょ」

　突とつ然ぜんそんな声が聞こえ、伏ふせていた視線を持ち上げると、ユミコが真正面からミノルの顔を覗のぞき込こんでいた。反射的にかぶりを振ふりながら言う。

「か……考えてないですよ、別に……」

「空うつ木ぎくんて、考え事するとき指先こするクセがあるよね。こんなふうに」

　そう言ったユミコが、右手の親指と中指をこすり合わせる。まったく自覚のないミノルは、「えー、してないですよそんなこと……」と反論しながら手すさびを真似まねしてみたが、動きがやけに手に馴な染じむ。

　黙だまり込こむミノルを見てほんの一いつ瞬しゆんだけ口くち許もとを緩ゆるめると、ユミコは言った。

「どうせ、お姉さんに噓うそをついちゃったことを気にしてるんだろうけど、いつか謝あやまれる日が来る……かもしれないんだから、いまは良しとしておきなさい」

「いつかって……いつです？」

「ルビーアイが一人残らず処理されたらよ」

「…………」

　同じことを数十秒前に考えたばかりだが、着地点は異なる。ミノルは典のり江えの記き憶おくが消えたらどうなるのかを想像していたのに、ユミコは全てを打ち明けて謝あやまれと言っているのだ。どちらが人として正しいのかは明らかだが、いまさら軌き道どう修正などできない。誰だれも自分のことを知らない、絶対なる孤こ独どくの世界に行くために、ミノルはジェットアイとして戦っているのだから。

　その望みはユミコも知っているはずだが、いままでのように突つっかかろうとはせず、上体を引くと続けて言った。

「……ま、こうも次々と新手のルビーアイが出てくる状じよう況きようじゃ、そんな日は当分来ないでしょうけどね」

　話題が変わったことに内心でほっとしながら、ミノルは訊たずねた。

「あいつの……《刺撃者ステインガー》の行方ゆくえはまだ解わからないんですか？」

　途と端たん、再び睨にらまれてしまう。

「あのねえ、もう特課じゃ私と空木くんのＳＣは同じなのよ。きみが知らないことを私が知ってるわけないでしょ」

　ＳＣとはセキュリティ・クリアランスの略で、情報取とり扱あつかい資格のことだ。特課は少人数の家族的組織だが、政府の管理下にある以上いちおうその手の規則が定められていて、３Ｅサードアイ事案の全情報にアクセスできるＳＣ１資格を持っているのは氷ひ見み課長だけで、指揮官のイサリリ教授がＳＣ２、そしてミノルたち戦せん闘とう・工作要員がＳＣ３ということになる。

「それはそうかもですけど……ユミコさんは僕ぼくより長く本部にいるんですから、何か噂うわさレベルでも聞いてないかなって……」

「きみも光こう彩さいに転校して引ひっ越こせば、一日じゅう本部にいられるわよ」

　ちくりと皮肉を言ってから、ユミコは表情を改めた。

「──私が聞いてる限りじゃ、情報はまったくのゼロね。ＤＤの匂においセンサーにも引っかからないし、公安もまったく尻尾しつぽを摑つかめてないって」

「そうですか……」

　ミノルが、いや特課がこれまで遭そう遇ぐうした中で最も謎なぞめいたルビーアイ、スティンガーが逃とう走そうしてからすでに二日が経過している。品しな川がわ区くの大おお井い埠ふ頭とうでミノル、ユミコ、トランサー、更さらに既き知ちのルビーアイでは最強と目されているリキダイザーの四人と同時に戦い、トランサーにほぼ致ち命めい傷しよう、リキダイザーにも重傷を負わせたスティンガーは、ミノルの捨すて身みの必ひつ殺さつ技わざである《防ぼう御ぎよ殻かくバースト》で右みぎ脚あしを膝ひざ下したから切断されながらも見事に逃にげおおせたのだ。自力で空を飛ぶという、人にん間げん離ばなれした手段によって。

　さすがに片足を切断されればそう簡単には活動を再開できないだろうが、スティンガーが操あやつる超小型虫型爆弾スパインバグで危あやうく頸けい動どう脈みやくを吹ふき飛とばされかけたミノルとしては、いささかも楽観する気にはなれない。

「……あいつが残していった足からは、何か解わかったんでしょうか……」

　ミノルの呟つぶやきに、ユミコは軽く肩かたをすくめた。

「ＮＣＡＭで詳くわしく分ぶん析せきしてるみたいだけど、丸二日経って何も情報が出てこないんじゃ望のぞみ薄うすでしょうね」

「なあ、ミッくん」

　不意に名前を呼ばれ、ミノルは右側を見た。オリヴィエは指先で器用にシャーペンを回しながら、難しい顔で続けた。

「スティンガーのヤツ、逃にげる前に言い残してったんだよな？　脚あしを取とり戻もどすとかなんとか」

「はい……正確には、『すぐに、取り返しにいくよ』でしたけど」

「ってことは、もう一度ＮＣＡＭを襲しゆう撃げきする可能性もあるんじゃねーのか？」

「…………」

　思わずユミコと顔を見合わせる。

　確かに、スティンガーが宣言どおり自分の右みぎ脚あしを取り返すつもりなら、ＮＣＡＭに乗のり込こむしかない。しかし脚あしの分ぶん析せきが行われているＮＣＡＭ十一階は、捕ほ獲かくしたサードアイを収容するためにほとんど要よう塞さい化かされているのだ。ミノルが教えてもらっただけでも機き関かん銃じゆうや高圧電流、無力化ガスで何重にも防ぼう御ぎよされていて、正面から突とつ入にゆうするのはリキダイザーでも不可能らしい。ミノルの右手を治ち療りようしてくれた二に田た水みず聡さとる博士は、にこにこしながら「ここの防衛システムに対たい抗こうできるのは空うつ木ぎ少年だけだと思うよ」と言ったものだ。

「……確かにスティンガーは、九ミリ拳けん銃じゆう弾だんにも、トランサーの氷こおり爆ばく弾だんやリキダイザーの液化にも耐たえましたけど……攻こう撃げき力りよくはあくまで対人レベルのはずです。ＮＣＡＭの扉とびらや壁かべをぶち抜ぬくような真似まねは、さすがにできないんじゃないでしょうか」

　ミノルがそう答えると、オリヴィエは右手で回していたシャーペンをぴたりと静止させ、言った。

「まあ、さすがに正しよう面めん突とつ破ぱは無理だろうな。でも……」

　再びくるっと一回転したシャーペンが、煙けむりのように消きえ失うせる。ぱちくりと瞬まばたきするミノルに空の両手を開いてみせながら、分断者は真顔で言葉を続けた。

「ルビーアイには手品みたいな真似まねができる連中が山ほどいるんだ。リキダイザー女史なんて分子間力を自由自在に操あやつるんだからな、分厚いコンクリートの壁かべをすり抜ぬけるヤツが出てきてもオレは驚おどろかないぜ。そいつがスティンガーに協力することだって、なくはないだろ？」

「そ……それはそうかもですが……。──ていうか、その前に、シャーペンはどこに行ったんです？」

　気になって仕方ないのでストレートに問いかけると、オリヴィエは澄すまし顔がおで右手を伸のばし、ミノルが着ているパーカーのフードに突つっ込こんだ。引ひき抜ぬかれた指先には、メガネと同じ色のシャーペンが摘つままれている。再び両目を瞬しばたたかせるミノルの隣となりで、ユミコが聞こえよがしのため息をつく。

「そのペンを服の袖そで口ぐちに隠かくすやつ、オリビーにできる唯ゆい一いつの手品だからね。素す直なおに感心してるとこれからウンザリするくらい見せられるわよ」

「あっ、ひっどいなぁユッコちゃん。言っとくけどいま新しん技わざを開発中なんだかんね」

「はいはい、楽しみにしとくわ。ともかく……サードアイ保持者の能力が千せん差さ万ばん別べつなのは確かだけど、想定を広げすぎても仕方ないわよ。それを始めたら、最後には一いち撃げきで地球を破は壊かいできる能力者の心配までする羽目になるわ。私たちにできるのは……いえ、私たちがすべきなのは識別済みルビーアイの追つい跡せきと捕ほ獲かくよ。あれこれ推測するのはエラい人たちの仕事」

　そう言い切ったものの、ユミコはすぐに小さくため息をついた。

「……まあ、そのエラい人たち……政府内の《３サンＥイー会議》も、どこまで信しん頼らいできるのか解わからないけどね」

　３Ｅ会議という名めい称しようはこれまで何度か耳にしたものの、いまだ実態をよく知らないミノルは、この機にと思って訊たずねた。

「その会議って、具体的にはどんな人たちが参加してるんですか？」

　するとユミコはオリヴィエと顔を見合わせてから、揃そろって肩かたをすくめた。

「会議の構成メンバーはイサリリ教授も知らないのよ。ＳＣ１資格を持ってる氷ひ見み課長だって、全ぜん貌ぼうは把は握あくできてないと思うわ」

「え……それって、ＳＣ１より上のクリアランスがあるってことですか？」

「ルール化はされてないでしょうけど、多分ね。このサードアイ事案には、政財界の魑ち魅み魍もう魎りようがうじゃうじゃまとわりついて、化かし合いだの足の引っ張り合いだのをしてるの。いまだにルビーの存在が公表されないのはそのせいよ。隠かくすのもいいかげん限界だと思うけどね……。──この部屋、テレビないの？」

　いきなり訊きかれ、首を左右に振ふる。

「ないんです……あんまり見ないもんで」

「まあ私も見ないけど、ニュースくらいはチェックしておいたほうがいいわよ」

　そう言うと、ユミコはポケットからスマホを取り出し、画面を何度かタップしてから卓たく上じようのペンケースに立たて掛かけた。民放局のニュース動画だろう、無残に崩ほう壊かいした建物の映像を背景に、女性アナウンサーの落ち着いた声が流れる。

『大おお晦日みそかの夜に行われた警視庁特とく殊しゆ部隊による大おお田た区く京けい浜ひん島じまの民間倉庫への突とつ入にゆう作戦に関して、松まつ久く保ぼ官かん房ぼう長ちよう官かんは四日の記者会見で、倉庫内部からロケット弾だん発はつ射しや器きを含ふくむ複数の大型火器が発見されたことを明らかにしました。官かん房ぼう長ちよう官かんはまた、問題の倉庫が過激派組織の拠きよ点てんとなっており、羽はね田だ空港を離り発はつ着ちやくする航空機への攻こう撃げきが計画されていた可能性が高いと述べ、警視庁の作戦は適切なものだったという認にん識しきを示しました。いっぽうで、人的被ひ害がいの有う無むについては、安全保障上の機き密みつ事じ項こうに当たるとして本日の会見でも公表を控ひかえました』

「……警視庁？」

　呟つぶやいてから、ミノルはユミコを見た。

「あの、京けい浜ひん島じまの倉庫に突とつ入にゆうしたのは、自衛隊の《別ベツ隊タイ》ですよね？　なんで……」

「情報操作ってヤツさ」

　オリヴィエが、ほんの少しの嫌けん悪お感かんを滲にじませながら答える。

「自衛隊ってのは原則として、なんかと戦うためには総理大臣が防衛出動か治安出動の命令を出して、国会に承しよう認にんされる必要があるんだ。相手がテロリストだろうと、宇う宙ちゆう怪かい獣じゆうだろうとな。でも自衛隊ができてからいままで、防衛出動も治安出動も実際に発令されたことはただの一回もないんだぜ。総理の公式命令なしに自衛隊の特とく殊しゆ部隊が都内でドンパチしたなんて発表したら、世論も国会もひっくり返って内閣総辞職コースだよ」

「……つまり、自衛隊が出動したとは言えないから警視庁の特とく殊しゆ部隊ってことにしたわけですか……。ロケット弾だんが見つかったっていうのは……」

「それもでっち上げでしょうね。私が聞いてる範はん囲いじゃ、あの倉庫にあったのは什じゆう器き類るいのほかには何台かのノートＰＣくらいだって」

　ユミコの言葉に、オリヴィエが大きく両手を広げる。

「当ったり前だよな、メガノクじゃあんめーし、日本でロケランなんかホイホイ手に入んねーよなぁ」

「…………」

　言葉の中に一つ耳慣れない単語があったが、ゲームか何かの名前だろうと見当をつけ、ミノルは本題を続けた。

「でも、突とつ入にゆうした《別隊》のチームは、六人全員がスティンガーに殺されてしまったんですよ。彼かれらにも家族がいたはずです……作戦そのものをなかったことにするなんて、いくらなんでも……」

「なかったことにするつもりでしょうね。多分何日か経たったら、自衛隊で訓練中の墜つい落らく事故が起きて六人が犠ぎ牲せいになった、みたいな発表があると思うわ。……ムチャクチャよね、警視庁のＳＡＴが使ってるヘリはベル４１２ＥＰで、大おお晦日みそかの作戦に投入された陸自のブラックホークとは全然形が違ちがうのに」

「…………そんな……」

　呟つぶやき、卓たく上じようの一点を見つめる。

　ミノルは一昨日、イサリリ教授に頼たのんで、スティンガーの毒どく牙がにかかってしまった六人の名前を教えてもらった。リーダーが中なか岡おか二に等とう陸りく尉い、チームメンバーが矢や来らい陸りく曹そう長ちよう、富とみ田た陸りく曹そう長ちよう、尾お見み二に等とう陸りく曹そう、野の島じま二に等とう陸りく曹そう、牧まき三さん等とう陸りく曹そう。全員がレンジャー部隊や特とく殊しゆ部隊出身の精せい鋭えいだったらしいが、彼かれらはミノルたちのような黒色サードアイ保持者ジエツトアイではない。高価な戦せん闘とう用ようスーツを着ていたとしてもあくまで普ふ通つうの人間である彼かれらが、無む辜この市民を守るためにルビーアイと……しかも現時点で最強の能力者であるスティンガーと戦い、命を落とした。正確には、戦せん闘とうになる前にスティンガーが生み出す暗殺虫《スパインバグ》の餌え食じきになってしまったのだ。

　そんな彼かれらの最さい期ごが、肉親にすらも正確に伝えられないなどということがあっていいのか。本当に国民の安全を最優先するなら、もっと早く……遅おそくとも特課が発ほつ足そくした去年の十月中にはサードアイに関連する全情報を公開しておくべきだったのではないか。もちろん市民生活や経済活動は少なからず混乱しただろうが、ルビーアイを見分ける方法も、そして《治ち療りよう法ほう》も存在するのだ。広く注ちゆう意い喚かん起きがなされていたら、犠ぎ牲せい者しやの数はずっと少なかったはずだ。なのに、省庁間の主導権争いなどという本質を外れた理由で情報を伏ふせ続けている３Ｅ会議に、舵かじ取とりを任せっぱなしにしていいのか──。

「……《別ベツ隊タイ》だけじゃないわ」

　ミノルの思し考こうを読み取ったかのように、ユミコがそう言った。

「だけじゃない……って、何がです？」

「私たち特課も、扱あつかいは同じよ。もし私や空うつ木ぎくんがルビーとの戦せん闘とうで死んでも、私の家族や典のり江えさんに真実が伝えられることはない……少なくとも公式にはね。間ま違ちがってると思うけど、いまは従うしかないわ。３Ｅ会議には、ルビーだけじゃなくジェットアイも危険視する勢力がいるの。私たちがコントロールを外れるような行動を起こせば、ジェットにも《摘てき出しゆつ処理》を行うべきだって意見が必ず出てくる」

「そんな……そしたら、誰だれがルビーと戦うんですか」

「そのための《別隊》スペシャルチームだったんでしょうね。どうやらあそこには最初から、私たちが東とう京きよう湾わん原発で会った錦にしき田ださんとか柿かき成なりさんみたいなジェットアイの他に、非サードアイ保持者……普ふ通つうの人間の隊員も配属されてたみたいなの」

　ユミコの説明を二秒ほどかけて咀そ嚼しやくし、呟つぶやく。

「つまり……《別隊》はそもそも、サードアイの力に頼たよらずにルビーアイに対処するための部隊だった、ってことですか？」

「そう考えるべきでしょうね……。──年明けからしばらく、教授が凹へこんでたでしょ？」

「え？　そ……そうですか？」

　思わぬ問いに、ぱちくりと瞬まばたきしてから思い出す。一昨日特課に行った時、教授はミノルにコタツを組み立てさせてから、なぜか隣となりに座すわったのだ。確かにあの日は、いつになく彼かの女じよのスキンシップが多めだと思ったが、それは落おち込こんでいることの現れだったのだろうか。しかしなぜ。

　ミノルが視線を向けると、ユミコは長くてまっすぐな髪かみの毛け先さきを指先にくるくる巻き付けながら言った。

「これはあくまで推測だけど、もしかしたら教授も、《別ベツ隊タイ》が京けい浜ひん島じまの倉庫にジェットアイじゃなく人間のチームを送おくり込こむことまでは知らなかったんじゃないかしら。あの日教授は、空うつ木ぎくんと小こ村むらさんが南みなみ青あお山やまの《組織》のアジトで入手したデータを《別隊》に渡わたし、彼かれらはその情報を元に、高機能戦せん闘とうスーツを装備したチームで倉庫を襲しゆう撃げきした。けれど潜せん伏ぷくしていたスティンガーのスパインバグがスーツの換かん気きスリットから潜もぐり込こんで、全員を殺してしまった……」

「で……でもそれは、教授の責任じゃないでしょう？」

「もちろんそうよ。でも教授は、別隊の……いえ、別隊を動かしてる人間の意図に気付くべきだったと悔くやんでるんだと思う。その人間は、大おお晦日みそかの強きよう襲しゆう作戦でジェットアイがいなくてもルビーアイに対処できることを示して、特課不要論に弾はずみを付けるつもりだった。けれどその勇み足が裏目に出て、陸自の精せい鋭えいが六人も殺されるっていう最悪の結果を招いた……。教授は、データさえ揃そろっていれば必ず答えに辿たどり着つけるっていう能力を持ってるでしょう？　だから、自分がもう少し考えを巡めぐらせれば、悲劇を防げたかもしれないって思ってるんだわ、きっと」

「そんな……どうしてそこまで……」

　絶句してしまったミノルに代わって、しばらく沈ちん黙もくしていたオリヴィエがぽつりと言葉を発した。

「何でもかんでも一人で抱かかえ込こもうとしすぎなんだよ、あのちびっ子は」

　両手を頭の後ろで組み、窓まど越ごしの冬空を見上げる。メガネのレンズに仄ほの白じろい陽光が反射し、表情を覆おおい隠かくす。

「……確かに教授の思し索さく力りよくはすげーよ、くせ者揃ぞろいの特課ウチをまとめられんのはあの子だけだろ。でも、教授の役割は現場の作戦をその都つ度ど指揮することで、サードアイ事件全体をどうこうしようなんてのはそれこそ３Ｅ会議の仕事なんだ。連中がくだらねぇ権力争いなんかしてっから、教授が背負わなくていいことまで背負っちまうんだ」

　口調も声こわ音ねも静かだったが、それでもミノルは分断者の言葉の奥おく底そこに、抑おさえがたい苛いら立だちのようなものを感じた。そんなオリヴィエに向けて、ユミコが雑まぜっ返かえすような言葉を投なげ掛かける。

「あんたもたまにはいいこと言うわね」

「おいおい、オレは基本いいことしか言わないんだぜ。だよなぁミッくん？」

「ぼ、僕ぼくに同意を求められても……」

　回答を拒きよ否ひしようとして、ミノルはふと思い出した。

「あ、でも、あれは名言だなって思いましたよ。確か……『なんで魔ま王おうはセーブできないんだ』ってやつ」

　オリヴィエの口からその言葉を聞いたのは、《組織》アジトへの潜せん入にゆう作戦の前日だったはずだから、十二月三十日だ。特課本部の大型テレビで一昔前のロールプレイングゲームを遊んでいたオリヴィエは、操作ミスで全ぜん滅めつしてしまうとすぐに電源を切り、言ったのだ。主人公の勇者は何度死んでもセーブポイントからやり直せるのに、魔ま王おうにそれができないのはフェアじゃない。だからオレは、一度全ぜん滅めつしたＲＰＧは二度と遊ばないんだ、と。

　自分の《名言》を聞かされたオリヴィエは、少々面おも映はゆそうに苦く笑しようした。

「あー、まぁ、そんなことも言ったけどさ……オレとしちゃ、その後に言ったやつを憶おぼえてて欲ほしかったなぁ」

「憶おぼえてますよ。ええと……」

　六日前の記き憶おくを辿たどり、オリヴィエの言葉をほぼそのまま繰くり返かえす。

「──マックスまでレベルを上げて、万ばん全ぜんの準備をしたつもりでも、ボーっとしてればアッという間に全ぜん滅めつすることもある。取り返しのつかないことは常に、容易たやすく起こり得る……でしたよね」

　それを聞いたオリヴィエは、何度か瞬まばたきを繰くり返かえしてからニヤッと笑った。

「すげー記き憶おく力りよくだな、ミッくん。さすが、トーダイを目指してる男は違ちがうね」

「め、目指してませんよ別に……」

　本当は進学しないで就職したいくらいなんです、とまでは言えずに目を逸そらすと、少し首を傾かしげているユミコと視線がぶつかった。思わず上体を引いてから、恐おそる恐おそる訊たずねる。

「な、何です？」

「……空うつ木ぎくん、きみ、昔からそんなに……」

　しかし言葉はそこで途と切ぎれた。ユミコは軽く肩かたをすくめ、口調を切きり換かえて言った。

「いえ、何でもないわ。お喋しやべりはこれくらいにして手を動かさないと、宿題終わらないわよ、オリビー」

「雑談始めたのユッコちゃんだったじゃん……」

　ぶつぶつ言いながらも、オリヴィエは再び英語のワークブックを開いた。ユミコも卓たく上じようのスマホをポケットに戻もどし、新たな方程式に挑いどみ始める。

　すでに宿題を全て終わらせているミノルは、二人の邪じや魔まをすまいと静かに後退し、ベッドに寄より掛かかると窓の外を見た。

　今日は少し風が強いがいい天気で、薄うす青あおい空に羽う毛もうのような筋雲がたなびいている。荒あら川かわの土手に行けば、子供が凧たこを揚あげているだろう。今年はついにオリンピックイヤーの二〇二〇年だが、少なくとも埼さい玉たまのこの辺りは例年とまったく変わらない正月だ。

　あの空の下のどこかでは、いまだ全ぜん貌ぼうを摑つかめないルビーアイの《組織》が策動を続けている。大おお井い埠ふ頭とうから逃とう走そうしたスティンガーは《組織》とも敵対しているようだが、傷が癒いえたら必ずまた現れるはずだ。

　そっと右手を持ち上げ、首筋をなぞる。スティンガーのスパインバグにつけられた傷はもう塞ふさがったが、筋肉が少しだけ引ひき攣つれるような感覚が残る。ミノルが殺されずに済んだのは、本来スティンガーが狙ねらう耳の穴が偶ぐう然ぜんイヤホンで塞ふさがっていたからだ。しかし《別ベツ隊タイ》の猛も者さ六人は、最さい新しん鋭えいの戦せん闘とうスーツで武装していたのに、ヘルメットの換かん気きスリットというよもやの弱点を衝つかれてしまった。スリット経由で耳に侵しん入にゆうしたスパインバグが鼓こ膜まくを突つき破やぶり、爆ばく発はつするまでの数秒間に、彼かれらが感じた恐きよう怖ふや無念さはいかほどのものだっただろうか。

　六人を殺したのはスティンガーだ。しかし彼かれらの死には、無む為いな勢力争いを繰くり広ひろげている３Ｅ会議も少なからず責任があるだろう。もし突とつ入にゆうチームに一人でもジェットアイが……特課のメンバーでなくとも柿かき成なり隊員か錦にしき田だ隊員が加わっていたら、匂においでスパインバグの接近に気付けたかもしれないのだ。

「……ユミコさん」

　方程式を解き終わったタイミングを見計らって、ミノルは声を掛かけた。

「なあに？」

「あの……ユミコさんに解わかる範はん囲いでいいので、３Ｅ会議のメンバーの名前を教えてもらえませんか」

　それを聞いた加速者は、二回瞬まばたきをしてから軽く肩かたをすくめた。

「さっきも言ったけど、確定情報は教授も持ってないわ。でも……推測でよければ、いくつかの名前を挙げることはできる」

「それで構いません」

　思わず身を乗り出すと、ユミコは右手を持ち上げ、人差し指でミノルの左ひだり肩かたをつついて押おし戻もどした。

「ここだけの話だからね。あとで書きとめるとかもナシ、いいわね」

「は……はい」

「まず、会議のトップはたぶん相あい崎ざき首しゆ相しよう。高い確率で加わってると思われるのが、防衛大臣と警察庁長官、官かん房ぼう長ちよう官かん、外務大臣、財務大臣、経済産業大臣、それに特課ウチの親玉の厚こう生せい労ろう働どう大だい臣じん。民間からは五いつ岐き重工、久ひさ川かわ重工、敷しき島しま電機あたりの軍ぐん需じゆ企き業ぎようのトップと、オブザーバーとして学者が何人か、かしらね」

　すらすらと列挙された名前を、ミノルは頭の中に焼き付けた。

　いや、正確には、役職ではなく個人名が出たのはたった一人だ。第九十九代内閣総理大臣、相あい崎ざき格いたる──。まだ四十代の後半で、戦後最年少総理の記録を更こう新しんした俊しゆん英えいである。就任から二年近く経たつ現在でも支持率は六十パーセント近くを維い持じしていて、政治には高一男子の平均程度にしか興味のないミノルでも、相崎首しゆ相しようのいかにも育ちの良さそうなおっとりした笑え顔がおをすぐに思い出せる。

「首しゆ相しようが、３Ｅ会議の舵かじ取とりをしてるんですか？　マスコミには傀かい儡らい政権とか据すえ物もの総理とか言われてるみたいですけど……」

　ミノルが呟つぶやくと、ユミコではなくオリヴィエが反応した。

「あのおぼっちゃん総理がトップだから会議の腰こしが定まらない、って見方もできるぜ。実質的に会議を引っ張ってんのは防衛大臣と、タナボタで特課を抱かかえ込こんだ厚こう労ろう大だい臣じんなんじゃねーのかな……」

「どうして特課がタナボタなんです？」

「そりゃもちろん、もともと厚こう労ろう省しようの役人だった氷ひ見みのオッサンがジェットアイになったからさ。別隊の二人を除けば、いまんとこオッサンが現げん役えき公務員で唯ゆい一いつのジェットだろ。もしオッサンが厚こう労ろう省しようじゃなくて農水省やらスポーツ庁の役人だったら、そこに特課ができてたんじゃねーの？」

「オッサン、てほどの歳としじゃないと思いますけど……」

　氷見課長の、武人めいた鋭するどい容よう貌ぼうを思おもい浮うかべながらミノルが言うと、オリヴィエはにやっと笑った。

「氷見のオッサンは見た目じゃなくて精神がオッサンなんだよ。なんつっても、子供の頃ころからテレビゲームと名の付くものはいっこもやったことねーってんだぜ。まさか三十代でドラクレもファスファンも未体験な日本男児がいるとはなあ」

「いくらでもいるでしょ、そんな人。あんたを基準に語らないでよね」

　呆あきれ顔がおで突つっ込こんだユミコが、視線をミノルに向けた。

「空うつ木ぎくん、スティンガーの犠ぎ牲せい者しやを気に掛かけるのは大いに結構だけど、あんまり思おもい詰つめないようにね。私たちは、自分の手が届く範はん囲いで頑がん張ばるしかないんだから」

「…………はい」

　ミノルは深く頷うなずいた。しかし同時に、せめてその手をできるだけ遠くまで伸のばしたいと思わずにはいられなかった。




　ユミコとオリヴィエは、時々ミノルの助言を求めつつも数学と英語の宿題を全て終わらせ、晩ご飯を食べてから帰っていった。結局ＮＣＡＭからの連れん絡らくはなかったので、トランサーのサードアイ摘てき出しゆつ処置は今日も行われないらしい。

　後片付けを手伝ってから部屋に戻もどったミノルは、三学期の予習をするべく数学の教科書を開いた。いつもならすぐに集中できるのに、今日は数式がなかなか頭に入はいり込こんでこない。それはもしかしたら、部屋の空気にごくかすかに残留している甘あまい香かおりのせいかもしれなかった。サードアイによって鋭えい敏びん化かされた感覚は、二時間前までここにいた安あ須ずユミコに由来する香かおりだと伝えてくる。特課メンバーはフレグランスの類は使用していないはずなので、シャンプーの残のこり香がか何かだろうが、妙みように気持ちがざわめいてしまう。

　立ち上がり、ベランダに面する窓をいっぱいに開ける。切れるように冷たい一月の夜風が、部屋の空気をあっという間に更こう新しんしていく。

「……手が届く範はん囲いで頑がん張ばる、か……」

　ユミコの言葉を繰くり返かえし、ミノルはそっと右手を持ち上げた。頭上で瞬またたく無数の星に向けて限界まで伸のばしてみるが、自分の矮わい小しようさを実感させられるだけだ。

　子供の頃ころに、姉のワカバと一いつ緒しよに観みたアニメのヒーローたちは、世界を……それこそ地球や宇宙全体を守るために戦っていた。サードアイ保持者となってからも、自分をヒーロー視したことはないが、ルビーたちと戦えば戦うほど無力感が大きくなっていくように思えてならない。

　──結局、僕ぼくは、誰だれかがゲーム盤ばんで動かしてるコマの一つでしかないんだろうか。

　そんなことを考えながら、下ろした右手で窓を閉める。

　ため息をつくために吸すい込こんだ空気には、もう甘あまい香かおりは残っていなかった。








２






　明くる二〇二〇年一月六日、月曜日。

　埼さい玉たま県立吉よし城き高校の冬休みは全国平均よりも少し短めで、三学期はこの日から開始となる。典のり江えの仕事始めも同日だったので、日課の早朝ランニングのあとに朝食の支し度たくを手伝い、食後の片付けも済ませてから家を出た。

　昨日に引き続きいい天気だが、荒あら川かわ河か川せん敷じきから届いてくる北風はさすがに冷たい。マフラーをきっちり巻き直し、愛用の自転車にまたがる。学校までの六キロ弱を走って登校するという考えはまだ捨てたわけではないが、陸上部員でもないミノルがそんな真似まねをしたら悪目立ちしてしまう……と思うとなかなか踏ふん切ぎりがつかない。

　踏ふん切ぎりと言えば、自室の机の引き出しにしまい込こんだままの分厚い封ふう筒とうをどうするのかもいいかげん決めなくてはならない。

　封ふう筒とうの中身は、一万円札が二百三十三枚と千円札が四枚、百円玉が二個。すなわち、日本円で二百三十三万四千二百円。もちろん偽にせ札さつでも犯罪で手に入れた金でもなく、特課からミノルに支給された十二月分の報ほう酬しゆうだ。特課メンバーとしての基本手当てと、ルビーアイ《咀嚼者バイター》、《発火者イグナイター》の無力化や、《組織》アジトの強行偵てい察さつ作戦に対する報ほう奨しよう金きんに加えて、東とう京きよう湾わん原発一号機の炉ろ心しんから自律探査ロボット《ミューザー》を回収した時の慰い労ろう金きんも含ふくまれているので今月からは封ふう筒とうがぐっと薄うすくなるらしいが、十二月分だけでも高校一年生のミノルには大いに持て余す金額だ。

　自室に置いておくのは不安で仕方がないので、一日でも早く銀行口座に入れてしまいたいが、通帳を典のり江えが見たら心配するどころではないだろうし、そもそも高校生が二百何十万円という大金を銀行に持もち込こんだら警察を呼ばれてしまうかもしれない。一月末には報ほう酬しゆう振ふり込こみ用の秘ひ匿とく口座を作ってもらえると教授が言っていたが、それをのんびり待てる気もしない。

「だからって、遣つかっちゃうわけにもなあ……」

　北風に逆らってペダルを踏ふみながら、小声で呟つぶやく。

　特課本部への移動用にオートバイを買え、などという無茶な提案をしてきたのはユミコだ。実際、ミノルが住むさいたま市の桜さくら区くから特課本部がある新しん宿じゆく区く戸と山やままでは、電車を乗のり継つぐより高速道路を飛ばしたほうが早いのだが、目立つことは何であれ避さけると決めている自分がバイクを乗り回すところなど想像もできない。地元を走っている時に偶ぐう然ぜん同級生に出くわしてしまったりしたらどうすればいいのか。

　──あんたねぇ、何のためにフルフェイスのヘルメットがあると思ってるのよ。

　というユミコの呆あきれ声ごえが脳のう裏りに響ひびき、ミノルはぶるぶる頭を振ふった。事故に遭あった時の安全のためで顔を隠かくすためじゃないよ、と幻まぼろしの声に反論し、自転車のスピードを上げる。

　国道十七号線を渡わたり、大型ショッピングモールを左手に見ながら東に進んで新しん都と心しんエリアへ。このあたりは車道の左ひだり端はしに自転車専用レーンが整備されているので走りやすい。やがて前方に、かつてバイターと死し闘とうを繰くり広ひろげたさいたまスーパーアリーナの傾けい斜しや屋根が見えてきた、その時。

「あっ、空うつ木ぎくん！」

　左側の歩道から名前を呼ばれ、ミノルは反射的にブレーキを握にぎりそうになった。後ろに他の自転車がいないことを確かく認にんしてから、減速して歩道に乗り上げる。

　軽快な足音を響ひびかせて駆かけ寄よってきたのは、ジャージの上に黄緑色のウインドブレーカーを着てデイパックを背負った女子生徒だった。

「おはよ！」

　笑え顔がおで手を振ふる相手に、ミノルも小さく手を挙げて応えた。

「おはよう、箕みの輪わさん」

　吉よし城き高校一年八組の箕輪朋とも美みとは、最近ようやく平常心で話せるようになってきたものの、それでもこうして向かい合うとかすかな罪悪感に苛さいなまれてしまう。ちょうど一ヶ月前、朋美はバイターに襲おそわれ、ミノルに救出されたのだが、いまの朋美はその時のことを──いや、後日病院でミノルと会話したことさえも憶おぼえていない。氷ひ見み課長の能力で、バイターにまつわる記き憶おくの全てを封ふう鎖さされてしまったからだ。

　封ふう鎖さ処置を受ける直前に、朋とも美みはミノルに言った。また荒あら川かわの土手で出で遭あったら、もう一度話しかけてほしいと。土手ではなく学校のグラウンドだったが、ミノルはその約束を守った。以来朋美とは、ランニング友達と言っていい関係を続けている。しかし一ヶ月が経たついまでも、朋美はミノルと一いつ緒しよにいると、ごくたまにだが苦しそうな顔をするのだ。まるで、どうしても思い出せないことを懸けん命めいに思い出そうとするかのように。

　恐おそらく、その《後こう遺い症しよう》もいつかは消えるのだろう。だが、もしも３Ｅ会議がサードアイ事案をずるずると隠いん蔽ぺいし続けてさえいなければ、そもそも朋美の記き憶おく封ふう鎖さ処置は必要なかった。バイターに襲おそわれた時の恐きよう怖ふを乗のり越こえる強さも、朋美ならきっと持っているはずなのに。

　刹せつ那なのあいだにそんな思し考こうを巡めぐらせながら、ミノルは続けて言った。

「この前は、お餅もちをたくさんありがとう。すごく美味おいしかったよ」

「ほんと？　よかったらまた食べに来てよ」

　にっこり破顔した朋美だったが、すぐに申し訳なさそうな顔になり、両手を合わせた。

「それより、ごめんね空うつ木ぎくん。一昨日も昨日も、今朝も一いつ緒しよに走れなくて」

「え……いや、謝あやまることないよ全然、別に約束してるわけじゃないし……」

　慌あわててミノルが手を振ふると、朋美はなぜか少し不満そうに「それはそうだけどさー」などと呟つぶやく。

　しばらく前から、ミノルは朋美と「朝、タイミングが合った時は一いつ緒しよに荒あら川かわ土手を走る」という申し合わせをしている。早朝ランはなかなか決まった時間に家を出られないので──痺しびれるほど寒い真冬の朝は特に──約束というほど厳密なものではないし、実際一いつ緒しよに走れるのは三日か四日に一度くらいだ。前回、朋とも美みと荒あら川かわを走ったのは一月三日で、今日は六日。だから、謝あやまられるほどあいだが空いたわけではまったくない、のだが。

　朋美はめったに見せない憂うれい顔のまま、「ちょっとだけ、歩きながら話していい？」と訊きいてきた。「いいよ、もちろん」とミノルが答えると、一いつ瞬しゆんだけ笑えみを浮うかべ、歩道の右みぎ端はしを歩き始める。ミノルも自転車を押おしながら、隣となりに並ぶ。

　しかしそれから三十秒以上も、朋美は口をつぐみ続けた。こちらから促うながしたほうがいいのか、それとも話し始めるのを待つべきなのかとミノルは葛かつ藤とうしたが、圧あつ倒とう的てきな経験値の不足により答えを出せない。こんな時、教授と同じ力があれば経験がなくても最適な行動を選せん択たくできるのか……それとも《思し索さく》はそんな都合のいい力ではないのか。

　そんなことを考えた時、ようやく左側から呟つぶやくような声が聞こえた。

「あのね……あたし、最近、なんだかヘンなんだ」

「…………変？」

　ミノルが繰くり返かえすと、朋美は短い髪かみを揺ゆらして頷うなずく。

「うん……。走るの、大好きなはずなのに……走りたくならないの」

「え……？」

　思わず隣となりを見てしまうが、朋美の横顔は前まえ髪がみとジャージの襟えりに隠かくされて表情が読み取れない。視線を前方に戻もどし、訊たずねる。

「でも、三日に一いつ緒しよに走った時はぜんぜんそんなふうに見えなかったよ。すごく気持ちよさそうに走ってたと思うけど……」

「えっとね……、頑がん張ばって一キロか二キロくらい走ってると、だんだん気分が晴れていくの。あの日もそんな感じだったんだ」

　そう答えた声は、いくらか明るさを取とり戻もどしたように聞こえたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。深いため息に、低く掠かすれた声が続く。

「……でも、走り始めるのがすごく大変で……着き替がえる前とか、シューズを履はく前とか、家を出る時とかに、ものすごく気分が重くなって、今日は休もうかなって考えちゃうの。一昨日も昨日も、実際にそれで朝のランニングさぼっちゃったし……空うつ木ぎくんと会えた日も、玄げん関かんに座すわったまま何分もくよくよしてて、それで出るのが遅おそくなっちゃったの」

「……そうだったんだ……」

　呟つぶやきながら、考えを巡めぐらせる。

　部活ではなく単なる習慣で走っているミノルだって、早朝ランに出発する時はいささか決意を必要とする。多分、運動をする人なら誰だれだってそうなのではないか。運動は辛つらいものだし、辛つらいことをしたくないと思うのは本能的な反応だ。

　しかし、朋とも美みほどのアスリートが、嫌いやだと思うだけでなく実際に走るのを中止してしまうというのはただ事ではないような気もする。普ふ通つうは、嫌いやだ、面めん倒どうだという感情を自制心や義務感、何より走ることの気持ちよさが上回るものだし、いままでは朋美だってそうだったはずなのだ。

「あの……体に異常はないの？　どこか痛いとか……」

　最初に思いついたことを訊きいてみたが、朋美はさっとかぶりを振ふった。

「ううん、体はぜんぜん平気……。走り始めてしばらくすれば、いままでみたいに気持ちよく走れるの。痛む場所もないし、タイムも別に落ちてないし……」

「じゃあ……大会のプレッシャーを感じてるとか……」

「んん……それもないと思う。うちの部は駅伝やってないから、次の大会は四月だし……それにあたしもともと、走る時は大会のこととか考えないし」

「……そっか……」

　ならば他に、どんな理由が有り得るだろうかとミノルは懸けん命めいに考えた。しかし次の推論を口にするより早く、朋美が自転車のハンドルを握にぎるミノルの左手を軽く叩たたいた。

「ごめんね空うつ木ぎくん、変なこと相談しちゃって。たぶん軽めのスランプみたいなものだと思うから、心配しないで」

「う、うん……僕ぼくでよければ、いつでも話聞くから。時間とか気にしないで連れん絡らくしてよ」

　どうにかそんな言葉を返すと、朋美はにっこり笑って頷うなずいた。

「ありがと！　明日の朝は大だい丈じよう夫ぶだと思うから、一いつ緒しよに走ろうね。ていうか……学校まで走ろっか。空木くん、自転車乗っていいよ」

「えっと……」

　一いつ瞬しゆん迷うが、朋美のスピードに自転車を押おしながら付いていくのは容易ではない。やむなくサドルにまたがり、隣となりに視線を送る。笑え顔がおのまま走り始める朋美を、右後方から追いかける。自転車で歩道を走るのは法律違い反はんだが、もし逮たい捕ほされたらその時は３Ｅ会議になんとかしてもらおう。

　頭の片かた隅すみでそんなことを考えながらも、朋美のランニングフォームを注視する。体の運びにぎこちないところはないし、ソールが舗ほ装そうを叩たたく音も以前と同様に軽快だ。本人が言うように、問題があるとすればフィジカル面ではなくメンタル面ということになるのだろうが、そこまでは見ただけでは解わからない。

　もっとちゃんと話を聞くべきなのか。しかし、これ以上朋美との距きよ離りを縮めることにはどうしても躊躇ためらいを覚えてしまう。いつか自分のことを忘れる、いや忘れさせられてしまう相手と友情を深めるのはどう考えても不誠実な気がするからだ。

　冷たい空気を深々と吸すい込こんで答えの出ない迷いを押おしやり、ミノルは前方を見た。真冬の透とう明めいな朝日がスーパーアリーナの銀屋根に反射し、きらりと光った。




　朋とも美みとは校門に入ったところで別れ、自転車置き場に寄ってから一年一組の教室に入ると、すでに二十人ほどの同級生が登校していた。数人ずつ集まって談だん笑しようしている生徒よりも、自分の机で単語帳やワークブックをめくっている生徒のほうが多い。

　吉よし城き高校に入学して驚おどろいたことの一つが、学期の初日にもしっかり授業があるということだ。一時間目は始業式とホームルームなのだが、二時間目、三時間目は普ふ段だんどおりに授業を行い、昼に放課となる。もちろん明日からは、五時間目まで通常運行だ。

　一年生のミノルたちにはまだ受験は先の話だが、来週センター試験に臨のぞむ三年生の緊きん張ちよう感かんが伝わってくるのか、教室の空気も少々ぴりっとしているようだ。もとよりミノルも入学以来《朝は一人で単語帳》派なので、窓側中ほどの自分の席に座すわると、すぐに暗記仕事を開始する。ところが、ランダムにめくったカードに書かれていたイディオムが【once in a blue moon】だったので、否いや応おうなく昨日の勉強会を思い出してしまう。

　高次方程式には苦戦していたユミコだが、英語はかなり得意らしく、ミノルの手作り単語帳をぱらぱらめくるや『あんたねぇ、こんなもんで暗記するより洋ようドラを英語字幕で見るとか、あっちの人とナマで話すほうがよっぽど身につくわよ』と言い放ったものだ。

　──そう言われても、身の回りにあっちの人なんかいないし。

　内心で反論し、単語帳をめくる。

　しかし、新たな声がまたしても集中を妨さまたげた。今度は記き憶おくから再生された声ではなく、実際の肉声だ。

「空うつ木ぎクンて、キミ？」

「……？」

　顔を上げると、右の通路に一人の男子生徒が立っていた。背はミノルより少し高いだろうか。シュッとした涼すずしげな顔立ちで、やや長めの髪かみをセンター分けにして大きく額を出している。顔に見覚えは──あるような、ないような。クラスにはまったく溶とけ込こんでいないミノルだが、さすがに三学期ともなれば全員の顔と名前くらいはかろうじて一いつ致ちしているので、恐おそらく他のクラスの生徒だろう。

「……そうだけど……」

　怪け訝げんな顔で頷うなずくと、男子生徒はハンサムな顔を右に傾かたむけ、両手をズボンのポケットに突つっ込こんで、

「ふーん」

　とだけ言った。

　いったい何がふーんなのか。他のクラスの男子生徒でミノルに話しかけてくるのは陸上部の尾お久ぐ昇しよう也やくらいのはずだが、ミノルの何がこの生徒の注意を引きつけたのか──。

　とそこまで考えてから、ミノルは目を見開き、鼻からそっと空気を吸すい込こんだ。

　教室特有の、ワックスと埃ほこり臭くささが混じった匂におい。女子生徒が漂ただよわせるフレグランスの匂におい。近くの生徒が飲んでいるパックジュースの匂におい。

　それだけだ。野生の獣けものを思わせるあの匂においはしない。つまり、眼前の生徒はルビーアイではない。《赤》の匂においは能力発動時に最も強く放散されるが、この近きん距きよ離りなら力を使っていなくてもかすかに感じられるはずだ。

　警けい戒かいを解いたミノルは、詰つめていた息をゆっくり吐はいた。するとセンター分け男子は、ミノルの反応を違ちがう意味に解かい釈しやくしたらしく、薄うすい笑えみを浮うかべた。

「ちょっと顔を見ておこうと思っただけさ。お勉強の邪じや魔まして悪かったね、それじゃ」

　ポケットから出した右手の指を二本、顔の横でピッと振ふってから身を翻ひるがえす。そのまま大おお股またに教室を横切って、前の出口から姿を消す。

「…………」

　──結局、誰だれだったんだ。

　啞あ然ぜんとしながらミノルはそう思ったが、答えは思わぬ形でもたらされた。

　教室の前方から、二人の女子生徒が小走りに近づいてきて、目をきらきらさせながら口々にまくしたてたのだ。

「空うつ木ぎくん、波は佐ざ間まくんと知り合いだったの!?」

「どういう関係なの!?」

　予想外の展開にたじたじとなりつつ、ミノルはなんとか言葉を返した。

「い、いや、初めて話す人だけど」

「えぇー？　じゃあなんでわざわざ一組まで来るわけ？」

「それは僕ぼくが知りたいよ……」

　答えつつ、二人の名前を思い出そうとする。毛け先さきに軽く外ハネをつけたミディアムロングの女子が小こ嶋じま、校則違い反はんぎりぎりまでサイドを膨ふくらませたひし形ショートボブの女子が富とみ丘おか……だったはずだ。

　とりあえず小嶋の顔を見上げ、訊たずねる。

「波佐間くんて、何組の人なの？」

「隣となりだよー、二組」と小嶋が答えると、すかさず富丘が注ちゆう釈しやくする。

「すっごく頭よくって、英語ペラペラで、そのうえ読モやってるんだよ」

「ど、ドクモ……」

　ファッションにはほとんど興味のないミノルも、さすがに《読モ》が読者モデルの略であることくらいは知っている。詳くわしい知識はないが、単にお洒落しやれして写真を撮とられるだけの仕事ではないのであろうことも推測できる。

　吉よし城き高校は一学年八クラス編成だが、そのうち一組と二組が理り数すう科か、三組から八組が普ふ通つう科かとなっており、理り数すう科かのほうがいくらか偏へん差さ値ちが高い。授業に付いていくのも楽ではないのに、モデル活動と両立させているというのは素す直なおに頭が下がる。

「……ちなみに、頭いいってどれくらい……？」

　恐おそる恐おそる訊たずねると、富とみ丘おかがなぜか責めるような顔つきで答えた。

「ほんとに知らないのぉ？　テストは毎回一ケタ順位なんだよ」

「それであのイケメンっぷりだもん、天が二物を与あたえてるよねー」

　すかさず小こ嶋じまがうっとり顔で追つい随ずいする。

　結構なミーハーぶりを発揮している二人だが、実のところ両者とも成績はミノルより上だ。一いつ生しよう懸けん命めい勉強しても常に四十位前後──理り数すう科かは両クラス合わせて八十六人なので中ちゆう庸ようもいいところ──のミノルに対して、二人は三十位台だったと記き憶おくしている。一ケタ台など雲上人のようなものだ。

「……どうしてそんな人が僕ぼくの顔を見にくるんだ……？」

　独り言のつもりでそう呟つぶやくと、ひし形ショートの富丘に人差し指を突つき付つけられてしまう。

「それを訊きいてるんでしょ！」

「そ、そう言われても……」

　言葉に窮きゆうしていると、突とつ然ぜん──。

「おいおいお前ら、空うつ木ぎを困らせてんじゃねーよ」

　後方からそんな声が聞こえて、ミノルは椅い子すから立ち上がった。振ふり向むいた先にいたのは、ツーブロック……というより坊ぼつちゃん刈がりな髪かみ型がたと、冗じよう談だんのように角張ったスクエアフレームのメガネが特とく徴ちよう的てきな男子生徒だ。恰かつ幅ぷくのいい体格と相まって、なかなかに強きよう烈れつな存在感を醸かもし出だしている。
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「波は佐ざ間まなんか、別にそこまでのツラじゃねーよなぁ、空木？」

　などと同意しづらい台詞せりふを吐はくメガネ男子に、小嶋と富丘が食ってかかった。

「ちょっと小お田た部べ、たわけたこと言ってんじゃないよ！」

「あんたに波佐間くんのルックスを評価する資格あると思ってんの!?」

「おー、コエェー」

　甲かん高だかい声を出した小田部が、ミノルの背後に隠かくれる。友達──というほどの交流はないが、文芸部に所属している小田部とは、席がミノルのすぐ後ろということもあってたまに小説の話をしたりするので、やむなく女子二人をなだめる。

「ま、まあまあ小嶋さん……富丘さんも落ち着いて。波佐間くんには、あとで何の用だったのか訊きいておくから」

「空木くん、そのカリアゲメガネにかばう価値ないから」

　外ハネヘアーの小嶋は怒いかりさめやらぬ様子だが、富丘は不意に悪戯いたずらっぽい表情になると、上うわ目め遣づかいにミノルを見た。

「あたし、実はちょっと予想してるんだよねー」

「え……波佐間くんの用事を？」

「そーそー。もしかしたら、空うつ木ぎくんをスカウトする気かもよ」

「す……スカウト？」

　ミノルには何のことだかさっぱり解わからなかったが、小こ嶋じまは高速で瞬まばたきを繰くり返かえすと、両手をぱんと打ち合わせた。

「あっ……それ、あるかも！」

「でしょ──!?」

　謎なぞの盛り上がりを見せる二人に、恐おそる恐おそる訊たずねる。

「あの、スカウトって何……？　僕ぼく、部活とかやる余よ裕ゆうないんだけど……」

「部活じゃないよぉー。読モに決まってるじゃん！」

　と富とみ丘おかが叫さけぶので、今度はミノルが三連続で両目を瞬しばたたかせた。

「……は？　ドクモ？」

「そうそう。波は佐ざ間まくんも、知り合いのモデルさんに誘さそわれて読モ始めたらしいんだよねー。今度は空木くんを誘さそうつもりなんじゃないのかなー」

　……はあぁぁぁ!?

　という反応はなんとか脳内だけに留とどめたが、他の言葉を発することもできず、ミノルはただ硬こう直ちよくした。背後の小お田た部べまでもが、ミノルの両りよう肩かたに手を置いて言う。

「なるほどなぁー、空木は意外とオーラあっからなぁ」

「……な、ないよそんなの……」

　どうにかそう言い返したものの、小お田た部べはミノルの肩かたを高速で揉もみながら続けた。

「謙けん遜そんすんなって。空うつ木ぎちゃあーん、もしほんとに波は佐ざ間まに誘さそわれたら、オレも紹しよう介かいしてくれよなー」

　途と端たん、小こ嶋じまと富とみ丘おかがものすごい顔になる。

「おいメガネ、てめー冗じよう談だんで済む限度超こえたぞ？」

「それ以上言ったらカリアゲ面積二倍にすっからな？」

「ひぇー、そんなんしたらますますイケメンになっちゃうよぉー」

　恐おそれを知らぬ小田部の切り返しに、更さらなる雷いかずちが降り注ごうとした、その時。

「悪いけど、ちょっと静かにしてくれないか！」

　という大声が響ひびき渡わたり、ミノルたちは口を閉じた。各所で雑談していた他のグループも瞬しゆん時じに静まり返る。

　右方向を見ると、教室の廊ろう下か側がわで男子生徒が一人立ち上がっていた。小田部と同じくメガネを掛かけているが、形はスマートなナイロールタイプ。体格も相当な瘦やせ形がたで、少し頰ほおがこけている。

　名前は津つ森もり。彼かれもまた、一組では強い存在感のある生徒だ。定期試験の順位が常にクラスで──ということは学年で、ということはもしかしたら埼さい玉たま県けん内でも一、二を争う秀しゆう才さいであり、東都大学理科三類に現げん役えき合格すると常々公言している傑けつ物ぶつでもある。それゆえか少々神経質で、ミノルも不用意に刺し激げきしないよう気をつけているのだが、今朝は想定外すぎる状じよう況きように巻まき込こまれたせいで自習中の津森の存在を忘れてしまったのだ。

　さしもの小田部も津森は苦手らしく、ミノルの背中からすすーっと遠ざかり教室の後方へと消えた。小嶋と富丘も、不満そうな顔はしつつも言い返すことなく、「また後でね」と囁ささやいて机に戻もどっていく。

　残されたミノルが軽く頭を下げると、津森は「ふん」と大きく鼻息を鳴らし、椅い子すに座すわった。張はり詰つめていた空気が弛し緩かんするのを感じながら、ミノルも腰こしを下ろす。もう一度単語帳を手に取るが、霧む散さんした集中力はなかなか戻もどってこない。

　波佐間という生徒の情報はある程度手に入ったが、いったい何のためにミノルに会いにきたのかはまったく不明なままだ。サードアイ事案と関係しているとは思わないが、いちおう警けい戒かいはしておくべき……なのだろう。ジェットにはルビーが、ルビーにはジェットが匂においで解わかるというのは原理不明の経験則に過ぎないわけで、波佐間が《ルビーの匂においを遮しや断だんする能力者》であるという可能性だってゼロではないのだ。その場合も、わざわざミノルにコンタクトし、顔を晒さらした理由は見当もつかないが。

　ふう、と小さくため息をつくと、ミノルは今度こそ単語帳に意識を集中させた。




　疑問の答えは、意外なほど早く、また予想もしなかった形でもたらされた。

　吉よし城き高校理り数すう科かでは、各学期の期末試験の少し後、学期の最終日近くに実力テストと称しようして数学と理科──一年は生物──二教科だけの試験が行われる。ほとんど嫌いやがらせじみた難易度に設定されていて、大多数の生徒は打ちのめされた気分で休みを迎むかえることになる。

　答案が返へん却きやくされるのは休み明け、始業式の直後のホームルームだ。教室に現れた担任教師の間ま野の──男性、四十代、数学担当──は挨あい拶さつもそこそこに解答用紙の束を取り出し、にやりと笑えみを浮うかべた。

「それじゃ、お楽しみの実力テストを返すぞー」

　途と端たん、教室中に「うえ[image: ～][image: ～]」だの「いらねぇ[image: ～][image: ～]」といった声が満ちる。しかし、間野の次の言葉が、私語を一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつさせた。

「返へん却きやくの前に……空うつ木ぎ、スタンダップ」

「え……？」

　啞あ然ぜんと目を見開くミノルに、教室中から生徒たちの視線が注がれる。反射的に《防ぼう御ぎよ殻かく》を展開しそうになり、寸前で堪こらえる。

　何かやらかしてしまったのか、と懸けん命めいに考えるがまったく思い当たらない。間野のいかにも数学教師然とした色白な顔を凝ぎよう視ししても何も読み取れないので、やむなく指示に従う。

　数秒間もったいぶってから、間野はようやく次の言葉を発した。

「空木、頑がん張ばったな。今回の実力テスト、学年で一番順位を上げたのは空木だ」

「……はぁ？」

　という少々間ま抜ぬけな声は、クラスメートたちのどよめきに搔かき消けされた。啞あ然ぜんとするミノルに、更さらなる言葉が投なげ掛かけられる。

「二科目合計順位十一位……これも立派な成績だが、生物は何と九十九点で学年一位だ。先生としては数学で頑がん張ばって欲ほしかったけどな」

　間ま野のがにやりと笑うと、教室が感かん嘆たんの声に包まれ、控ひかえ目めな拍はく手しゆがそれに続いた。

　かつて経験したことのない状じよう況きように立たされたミノルは、そんなはずがない！　と叫さけびそうになるのを必死に堪こらえた。

　実際、そんな点数が取れるはずがないのだ。吉城高校理り数すう科かのテストは、ミノルの学力では毎回必死に勉強しても平均点をマークするのが精せい一いつ杯ぱいで、ことに十二月の実力テストはイグナイター戦の数日後だったので試験勉強も決して万ばん全ぜんではなかった。そのわりには意外と答えを書けたという手応えはあったものの、九十九点などという大それた点が取れる理由はまったく思い当たらない。

　とは言え、この場で「何かの間ま違ちがいです」と主張するわけにもいかず、ミノルは針のむしろに置かれるような気分を味わいながら小さく頭を下げた。

　幸いなことに、間野はそれ以上ミノルの点数を話題にしようとはせず、手て振ぶりで座すわっていいと伝えてきた。ほっとしながら腰こしを下ろした途と端たん、後席の小お田た部べに背中をつつかれる。

「なんだよウッチー、平均点仲間だと思ってたらいつの間にガリ勉してたんだよー」

　……ウッチーなんて呼んだこと、いままでなかっただろ。

　と脳のう裏りで呟つぶやきながら、山やま勘かんが当たったんだと囁ささやき返そうとしたが、間ま野のが再び話し始めたので慌あわてて体の向きを戻もどす。

「もう一つ、こっちは残念な話だが……」

　そこで一いつ拍ぱく空けた数学教師は、答案の束を教きよう卓たくの上に置くと、それを両手で押おさえながら続けた。

「採点結果が貼はり出だされれば判わかることだから名前は出さないが、今回は上位から大きく順位を下げた者が何人かいる。人間だから調子がいい時もあれば悪い時もあるだろうが、ポカミスが目立ったのは感心しない。本番で悔くいを残さないためにも、集中力を自分でコントロールする方法を学ばないとな。……それでは、答案を返へん却きやくする」

　出席番号順に名前が呼ばれるたび、椅い子すがガタガタと音を立てる。三番目に呼ばれたミノルは、二枚の答案を受け取るや、すみやかに自分の席に戻もどろうとした──のだが。

「…………？」

　ふと、かすかな圧力めいたものを感じて思わず足を止める。素す早ばやく教室を見回すと、廊ろう下か側がわに座すわる一人の男子生徒と目が合った。

　津つ森もり。始業前に、騒さわいでいたミノルたちを怒ど鳴なりつけた生徒だ。ナイロールメガネの奥おくで、底光りする双そう眸ぼうがミノルを上うわ目め遣づかいに睨ねめ付つけている。顔色も異様に青白い。

　さっと目を逸そらし、再び歩き始めても、津森の視線は左ひだり頰ほおに突つき刺ささり続ける。そんなはずはないが、ルビーアイなのではと疑いたくなってしまうほどの眼力だ。

　自分の席に座すわり、照射される視線が遮さえぎられた途と端たんにふうっと息を吐はいてしまう。

　津森に睨にらまれたのは、テストの結果が良かったことを教師に褒ほめられたからなのだろうが、それにしても過か剰じような反応だと思わざるを得ない。津森は入学以来の全テストで学年三位以内をキープしていて、今回も同様なのだろうから、いくら生物で一位を取ったと言っても総合では十一位のミノルをああも意識する必要などないはずだ。

　もう一度ため息をついてから、ミノルは返してもらった答案を広げた。数学は八十二点、これもミノルにしてはかなりいい点だが、生物は本当に九十九点だ。どこで一点引かれたのかと答案を眺ながめ回すと、《アデノシン三リン酸》と書くべきところを《アデノシン九リン酸》と書いてしまっていて、その隣となりに生物教師が『この書き間ま違ちがいさえなければ満点！　そんな物質は存在しない！』と赤字でコメントしていた。

　これには思わず苦笑い──している場合ではない。アデノシン九リン酸ＡＮＰは、確かに生物の教科書にもオンライン百科事典にも載のっていないが、現実世界には間ま違ちがいなく存在しているのだ。具体的には、ミノルの体の中に。謎なぞの寄生体サードアイが、宿主に常人離ばなれした体力を与あたえるために生成する物質がＡＮＰである。しかしサードアイに関連する情報は何であれ特定秘密に指定されているので、テストの解答用紙にうっかり書いてしまったことがバレたら逮たい捕ほ……はないだろうがイサリリ教授に怒おこられるくらいのことはあるかもしれない。

　次のテストからは、解答の見直しをジェットアイ視点でもしっかりやるべしと胸に刻きざみ込こみ、ミノルは机の中に常備してあるクリアファイルに二枚の答案を挟はさむとメッセンジャーバッグに突つっ込こんだ。

　注目を集めることが何よりも嫌きらいなミノルにとって、理り数すう科か十一位という順位は喜びよりも当とう惑わくを感じさせるものだが、少なくとも一つの謎なぞに答えをもたらしてくれた。今朝、波は佐ざ間まという生徒がミノルの顔を見にきた理由は、当然だが読者モデルにスカウトしたいからではなくこの順位のせいだったのだろう。事前に何らかのルートでミノルの成績が一気に上がったことを知り、どんな奴やつなのか見にきた、というわけだ。

　いささか共感しづらいメンタリティではあるが、読モ云うん々ぬんという理由よりは遙はるかに説得力がある。何やら盛り上がっていた小こ嶋じまと富とみ丘おかには申し訳ないが、いまごろは二人も納なつ得とくしているだろう。ほっと息を吐はき、椅い子すの背もたれに寄より掛かかると、またしても小お田た部べが後席から声を掛かけてきた。

「ウッチー、波佐間のヤツが雑誌の撮さつ影えいに誘さそってきたら、マジでオレにも声掛かけてくれよな。最近ファッションに目覚めてさぁ、色々勉強したいんだよォー」

「……いや、絶対ないと思うよ」

　どうにかそう答えるのが精せい一いつ杯ぱいなミノルだった。




　二時間目の英語と三時間目の地理Ｂは、教師に名前を呼ばれてしまうこともなく平へい穏おん無事に過ぎ去り、三学期の初日は放課となった。

　明日からは五時間目までみっちり授業が詰つまっているので、この半日休みは貴重だ。お正月気分を払ふつ底ていするために図書館で勉強するか、久しぶりに長ちよう距きよ離りを走はしり込こむか……と考えながら教室を出たミノルは、廊ろう下かにちょっとした人だかりができていることに気付いた。

　一組と二組の間の壁かべに、実力テスト上位二十人の名前が貼はり出だされているのだ。十一月末の期末試験と違ちがって理数二科目だけの縮小版なので、それほど注目されるものではないはずなのだが、いつもより集まっている人数が多い気がする。

　担任教師間ま野のの勘かん違ちがいでなければ、リストの真ん中あたりにはミノルの名前もあるはずだ。恐おそらく今回が最初で最後なので記念に見ておきたい気もしたが、誰だれもいない時にしようと思い直し、廊ろう下かの反対側を足早に通り過ぎようとした──その時。

「見ていかないのかい、空うつ木ぎクン」

　背後から馴な染じみのない声で呼びかけられ、ミノルはさっと振ふり向むいた。窓まど際ぎわに立っているのは、さらさらの髪かみをセンター分けにしたイケメン男子──二組の波佐間某なにがしだ。ミノルと目が合うと、にこりと邪じや気きのない笑えみを浮うかべる。

「今回の順位表は面おも白しろいよ。もしかしたら、吉よし城き高校の理り数すう科か始まって以来の大変動なんじゃないかな」

「…………？」

　言葉の意味が理解できず、眉まゆを寄せるミノルに、波は佐ざ間まは一歩近づいてから囁ささやいた。

「入学直後から不動の上位陣じんだった面々……一組そつちの津つ森もりクンとか、二組うちの和わ田だクン、北きた中なかサンあたりが軒のき並なみ圏けん外がいに沈しずんだのさ。逆に大きくジャンプアップしてきたのは空うつ木ぎクン、キミだけみたいだけどね」

「……上位が……軒のき並なみ？」

　呟つぶやいたミノルに、波佐間は薄うすく笑いかける。

「そうだよ。十一月の期末試験でもうっすら予兆はあったけど、今回はなかなか衝しよう撃げき的な結果だったから、先生たちも臨時の会議を開いたらしいね」

　なんでそんなことを知ってるんだ、という質問を吞のみ込こんで、違ちがうことを訊たずねる。

「……確か、波佐間くんも不動の上位だって聞いたけど……きみも変動したの？」

　すると波佐間はわずかに笑えみを深め、人ひと垣がきの奥おくに貼はられた順位表をちらりと見やった。

「それは、空木クンが自分の目で確かめてくれよ。──これから、キミと切せつ磋さ琢たく磨まできるのを楽しみにしてるよ。それじゃあ」

　そう言い置くと、波佐間は顔の横で二本指を振ふり、階段のほうへ歩いていった。

　──何なんだ、いったい。

　胸中でそう呟つぶやくと、ミノルは少し迷ってから生徒たちの輪に近づいた。順位表はさほど大きい紙ではないが、人だかりに割って入らずとも、サードアイによって強化された視力は文字を容易に読み取れる。

　二十位から上に辿たどっていくと、十一位のところには確かにミノルの名前があった。即そく座ざに視線を外し、更さらに上位へ。一桁けた台に並ぶ名前は、波佐間が言ったとおり期末試験の時から大きく変わっているようだ。ならば学年一位はいったい誰だれになったのか、と目を凝こらすと──。

　最上段に、少し大きめの字体で印刷されているのは、波佐間秋あき利としの名前だった。
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　愛車を漕こいで校門を出たミノルは、家でも図書館でもなく埼さい京きよう線せん与よ野の本ほん町まち駅へと向かった。波は佐ざ間まという生徒がミノルの中に残していった割り切れなさ、もっと言ってしまえば不快感を吉よし城き高生ではない誰だれかに相談したいと思った時、その相手は特課メンバーしか思いつかなかったのだ。

　学校のすぐ近くにあるコクーンシティという大型ショッピングモール横の道路を西に走り、突つき当あたりの交差点で自転車を降りて、ＪＲ高たか崎さき線せんと京けい浜ひん東とう北ほく線せんをまたぐ跨こ線せん橋きようの階段を上る。《大おお宮みやほこすぎ橋》の愛あい称しようで知られるこの橋は、幅はば十メートル、全長百八十メートルにも及およぶ本格的なもので、純白のアーチと橋上に植樹されたヤマボウシの木が通行人の目を楽しませてくれる。

　線路の西側から吉城高校に向かうにはこの橋がほぼ唯ゆい一いつのルートなので、ミノルももう一年近く朝夕必ず通っているが、通学路で最も好きな区間と言っていい。ことに下校時は、夕空をバックにそびえ立つスーパーアリーナの偉い軀くを仰ぎよう望ぼうできる。バイターとの死し闘とうという血ち生なま臭ぐさい記き憶おくが付ふ与よされてしまったが、それでもミノルはほこすぎ橋から見上げるスーパーアリーナの姿が最も美しいと思う。

　銀色の宇宙船めいた建物を眺ながめながら、橋の中央にある展望エリアに差さし掛かかったミノルは、ふと顔をしかめた。冷たい北風の中に、鼻び孔こうをざらつかせるような匂においを感じた気がしたのだ。金属的でも生物的でもある、この匂においは────

「…………！」

　ミノルは自転車のハンドルから手を離はなし、橋の手すりぎりぎりまで大きく飛とび退すさった。愛車が倒たおれ、がしゃんと音を立てる。周囲の通行人がいっせいに顔を向け、身構えるミノルを見て怪け訝げんそうな顔をしてから、再び歩き始める。

　その中に、たった一つだけ、動かない人ひと影かげがあった。

　橋のセンターに植えられたヤマボウシの木の向こうで、反対側の手すりに寄より掛かかっている。背せ丈たけはミノルより少し低いくらい、丈たけの長いコートを着てフードを深く下ろしているので顔は見えない。

　フード付きコートのルビーアイ。

《刺撃者ステインガー》。

　そのコードネームが脳のう裏りにフラッシュした瞬しゆん間かん、ミノルは素す早ばやく息を吸すい込こみ、《防ぼう御ぎよ殻かく》を展開していた。全ての騒そう音おんと北風の冷たさが消失し、ごーん、ごーんという規則的な低音が遠く響ひびく。体が数センチ持ち上がり、視界の色しき彩さいが青方向へと変調する。

　いくら防御殻が目に見えないと言っても、多くの通行人がいる状じよう況きようでサードアイ能力を使うのはリスクが大きい。しかし躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。スティンガーの《スパインバグ》が体内に侵しん入にゆうしたら、自力で取り出すことはほぼ不可能なのだ。

　殻からを展開したまま、ミノルはスティンガーらしき人ひと影かげの足あし許もとに目を凝こらした。風にはためくコートの裾すそからは、ほっそりした二本の脚あしが伸のびている。いかなルビーアイでも引きちぎられた脚あしがもう一度生えてきたりはしないだろうから義足なのだと思われるが、外見からは判断できない。しかしこうして、三日前の宣言どおり再びミノルの前に姿を現あらわしたということは、やはり『取り返しにいく』という言葉の対象は自分の右みぎ脚あしだったのだろうか？　だとしても、ミノルがそんなものを持ち歩いてはいないことくらい判わかりそうなものだが。そもそもどうしてスティンガーはこの場所に──。

　そこまで考えた時、コートの人ひと影かげが動いた。

　無音の世界を、まっすぐミノルに向かって歩いてくる。戦せん慄りつと違い和わ感かんが同時に湧わき起こる。スティンガーの三種類の能力、《スパインバグ》《ミサイルバグ》《ワイヤーワーム》はどれも遠えん隔かく型がたで、無力化していない相手に自分から近づいてくることはないはずなのだ。

　それに、もう一つ。薄うす青あおいフィルター越ごしでは解わかりづらいが、コートの色が前回と違ちがうような気もする。スティンガーはいつも、それ自体が疑ぎ似じ生物である血のように赤いコートを着ていたのに、眼前の人物のコートは濃こい灰色に見える。

　だからと言って、警けい戒かいを解くわけにはいかない。もし相手がこのまま近づいてくるようなら、スティンガーに通用する唯ゆい一いつの攻こう撃げき法ほう──防ぼう御ぎよ殻かくを出したまま拘こう束そくし、殻からを《バースト》するという捨すて身み技わざの準備をしなくては。

　ミノルは両足のスタンスを広げ、両手を少しだけ持ち上げた。

　ほぼ同時に、コートの人物は約二メートル離はなれた場所で足を止め、まったく予想せざる挙に及およんだ。異様に分厚い、恐おそらくスキー用の手て袋ぶくろを嵌はめた左手で、フードを後ろに払はらったのだ。

「あっ……!?」

　防御殻の内部に、驚おどろきの声が響ひびいた。自分が無防備に叫さけんでしまったことさえ意識できずに、ミノルはただ相手の顔を凝ぎよう視しした。

　恐おそらく、いや間ま違ちがいなくスティンガーではない。大きめの黒くろ縁ぶちメガネを掛かけ、髪かみを地味目な二つ結びにした、女子高校生としか思えない容姿。

　しかし、警けい戒かいを解くことはできない。なぜならいまミノルの目の前に立っているのは、ある意味ではスティンガーより危険かもしれない相手だからだ。既き知ちのルビーアイでは最強とも評される、敵《組織》の重要人物──《液化者リキダイザー》。
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　大人しそうな女子高生と美び貌ぼうのビジネスウーマンという二つの姿を使い分けるルビーアイは、寒風にお下さげ髪がみを揺ゆらしながらじっとミノルを見つめてきた。スキーグローブを嵌はめた両手はだらりと下げられていて攻こう撃げきの意図は感じられないが、彼かの女じよほどの使い手なら棒立ち状態からコンマ一秒で攻せめてくることも可能だろう。

　しかしいっぽうで、このままではリキダイザーも手て詰づまりだ。人体を含ふくむあらゆる固体、半固体を液化するという恐おそるべき能力も、ミノルの防御殻は液化できない。それはリキダイザーも知っているはずなのに、どうして真正面から姿を現あらわしたのか。

　──陽動？　近くに防御殻をどうにかできる力を持つルビーアイが潜ひそんでいる？

　直感的にそう察したミノルは、奇き襲しゆうを避さけるべく走って退たい避ひするか、いっそ背後の手すりを乗のり越こえて線路に落ちるべきかと考えた。しかしそのどちらかを実行するより早く、リキダイザーが口を開いた。

　声が届かないことを承知しているのだろう、ゆっくり、大きな口の動きで何かを伝えようとしているようだ。読どく唇しん術じゆつの心得はないが、二回目でなんとか五つの音を読み取る。

　は、な、し、た、い。

　話したい。

「……話……？」

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてしまってから、ミノルは素す早ばやく左右を見た。とりあえず、周囲に仲間らしき人ひと影かげはない。再びリキダイザーを凝ぎよう視しし、呟つぶやく。

「何をいまさら……」

　リキダイザーは、南みなみ青あお山やまでミノルたち特課メンバーを皆みな殺ごろしにしようとした。三日前、大おお井い埠ふ頭とうでスティンガーと戦った時はやむなく共きよう闘とうしたが、だからといって立場の違ちがいが変化したわけではまったくない。ルビーアイは人間を殺し、ジェットアイがそれを止める。その絶対的な対立構造は、会話でどうにかなるものではないのだ。一ヶ月以上かけて、ミノルもようやくそれを理解したところなのに。

　しかしリキダイザーは、そんな憤いきどおりを余さず見み抜ぬいているかのような双そう眸ぼうでじっとミノルを見つめたまま、またしても口を動かした。

　お、ね、が、い。

「…………」

　きつく歯を食くい縛しばりながら、ミノルは懸けん命めいに自分を落ち着かせようとした。

　これが罠わなである可能性は依い然ぜんとして高い。だがミノルも、一つだけリキダイザーに訊ききたい──訊きかねばならないことがある。それは、なぜミノルをここで待まち伏ぶせできたのか、ということだ。もしも通っている学校から自宅の位置までが《組織》に露ろ見けんしているなら、いますぐ典のり江えを特課に保護してもらわなくてはならない。

　更さらに数秒かけて決断を下すと、ミノルはチェスターコートのポケットを探さぐった。取り出したのは、特課謹きん製せいの可視光通信ワイヤレスイヤホンと、セットになっているマイク兼けんスピーカー。イヤホンを右耳に装着し、改めて周囲をチェックしてから、ほんの一いつ瞬しゆんだけ防ぼう御ぎよ殻かくを解除してマイクを足あし許もとに落とす。直径三センチほどの黒い円えん盤ばんにゴムバンドが装着された、一見腕うで時ど計けいにしか思えないそれを、再び展開した殻から越ごしにそっと蹴けってタイル上を滑すべらせる。

　リキダイザーが、スキーグローブを嵌はめた右手でマイクを拾うまで待って、ミノルは口を開いた。

「話って、何ですか」

　右耳のイヤホンに内蔵されたマイクがその声を光信号に変へん換かんし、透とう明めいな棒状パーツの内側のＬＥＤから発信。リキダイザーが持つマイクの受光部がそれを音声に復号、再生する。

　リキダイザーは、ほんの少しだけ眉まゆを動かしてからマイクを口くち許もとに運んだ。ミノルの耳に、ウェットな響ひびきのある落ち着いた声が流ながれ込こむ。

『まず、場所を変えさせてくれない？　ここは目立ち過ぎるわ。このマイクもやたらぴかぴか光るし』

　このイヤホンとマイクが発光してしまうのは原理的に不ふ可か避ひなのだが、確かに悪目立ちすることは否いなめない。これから通行人が増える時間帯だし、その中には吉よし城き高生も、ことによるとミノルを知っている生徒もいるだろう。万が一、箕みの輪わ朋とも美みが通りかかって声を掛かけてくるような展開になったら最悪だ。

「……解わかった。でも、場所はこっちで選びます」

『当然ね』

　頷うなずいたリキダイザーに、もう一つ注文をつける。

「あと、僕ぼくの自転車も運んでもらいます。殻からを出したままじゃ摑つかみにくいから」

『……いいわよ』

　軽く肩かたをすくめると、リキダイザーはマイクのゴムバンドをモッズコートの左手首に嵌はめ、倒たおれたままになっていたミノルの愛車を引き起こした。

『それで、どこに行くの？』

「…………」

　自分で選ぶと言いはしたものの、さいたま新しん都と心しんのど真ん中で誰だれも来ない場所など簡単には思いつかない。懸けん命めいに考え、やっと候補地を思いつく。

「……こっちです」

　ミノルが歩き始めると、リキダイザーも自転車を押おしながら隣となりに並んだ。これ、周りからはどう見えるんだ……と考えそうになり、思し考こうを遮しや断だんする。いまはまだ一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようなのだ。雑念にとらわれている場合ではない。

　ミノルが選んだのは、スーパーアリーナの後方にある屋外デッキだった。正面エントランス側は《けやきひろば》という商業施し設せつに接続していて人通りが多いが、裏側には何もないので敢あえて立ち寄る人間は少ないはずだ。

　いったんほこすぎ橋を下りてから、歩道にミノルの自転車を停とめさせて、スーパーアリーナ裏側の階段を上る。屋外デッキは予想どおり閑かん散さんとしていて、視界内に他人の姿は見えない。

『なるほど、いい場所ね。密談にも、デートにも』

　植しよく栽さいの豊富なデッキを見回したリキダイザーがそんな言葉を口にしたが、ミノルは心を乱すことなく受け流した。

「冗じよう談だんを言う余よ裕ゆうがあるなら、先にこちらの質問に答えてもらいます」

『……いいわよ』

　頷うなずくリキダイザーの顔を見み据すえ、問とい質ただす。

「なぜ僕ぼくがあの橋を通ることが解わかったんですか？」

『確かに、そこは看過できないでしょうね。でも安心して、あなたの個人情報は何一つ知らないから』

「……なら、なぜ？」

『理由はここよ』

　そう言いながら、リキダイザーはデッキの南側にそびえるスーパーアリーナの外がい壁へきを指さした。

『一ヶ月前、この場所でルビーアイ《バイター》が死んだ。あたし個人はあの男にまったく興味はなかったけれど、立場的に彼かれの動向だけは追つい跡せきしていたの。バイターの死因は頭部損傷と熱傷、具体的には頭を丸ごと吹ふき飛とばされた挙げ句に全身をガソリンで焼かれた……』

「ちょ……ちょっと待って下さい、なんでそんなに詳くわしく知ってるんですか!?」

『悪いけどそこまでは答えられないわ。《組織》の諜報能力インテリジエンスも捨てたもんじゃないってことよ。ともかく……あたしはバイターの死因から、彼かれを斃たおしたのは坊ぼうや、あなただと考えた。いくら装備が充じゆう実じつしてる《特課》でも、こんな街中で、肉体変容タイプのルビーアイの頭を根こそぎ消し飛ばすほどの大型火器や爆ばく発はつ物ぶつを使うはずがない。たぶん、バイターは自じ慢まんの歯で坊ぼうやのシールドを嚙かみ砕くだこうとしたんじゃない？　そして果たせず、自分の筋力で頭を吹ふき飛とばしてしまった……』

　まるでその場面を見ていたかのようなリキダイザーの言葉に、ミノルはしばし呆ぼう然ぜんとした。すぐ我に返ったが、いまさら否定しても無む駄だだと思い、頷うなずく。

「……そうです。あの人は、僕ぼくの防ぼう御ぎよ殻かくを嚙かみ砕くだくことにもの凄すごく固こ執しつしてました。最後には頭全体を……脳さえも、嚙かむための筋肉に変えてしまって……」

『愚おろかな……そして憐あわれな男ね』

　小さくかぶりを振ふると、リキダイザーは再びミノルを見た。

『ともあれ、あたしは坊ぼうやがこの場所でバイターと戦ったんだと推測した。そしてその時点では、坊ぼうやはまだ特課のメンバーではなかったはず。ならば、坊ぼうやは自分の生せい活かつ圏けんでバイターと遭そう遇ぐうしてしまったんだろうと考えて、この近辺に姿を現あらわすのを待っていたの』

「え……たったそれだけで？　いったい何日待ったんです……？」

『さすがのあたしも丸一日動けなかったから、昨日からさっきまでほんの二日足らずよ』

「動けなかった……？」

　首を傾かしげてから気付く。リキダイザーは、スティンガーとの戦いでかなりの深傷ふかでを負ったはずだ。いくらサードアイ保持者であっても、いまこうして動けているのが不思議なほどの。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ついそう訊たずねてしまうと、リキダイザーは軽く苦く笑しようして左手を持ち上げた。

『こっちの腕うではまだ骨が折れてるし、腎じん臓ぞうから出血してるし両手は裂れつ傷しようと火傷やけどだらけだけど、大だい丈じよう夫ぶよ』

「それでそんな手て袋ぶくろを……」

『ええ、この中は包帯でぐるぐる巻きだからね。まったく、無様を晒さらしたもんだわ』

「あいつの能力が規格外すぎたんですよ」

　思わずそう口にしてから、これではリキダイザーを慰なぐさめているみたいだと気付き、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。とりあえず、いまの説明が真実なら、リキダイザーはミノルの名前も学校も自宅もまだ知らないということになる。学生服のボタンには吉よし城き高校の校章がレリーフされているが全てマフラーとコートに隠かくれているし、制服そのものはどこにでもある学ランなのでこれだけで学校を絞しぼり込こむのは難しいだろう。

「……とりあえず、僕ぼくを見つけた方法は解わかりました。それで……あなたの話っていうのは何なんですか？」

『やっと本題に入れるわね』

　リキダイザーは持ち上げたままの左手を口くち許もとに近づけると、手首に固定されているマイクに囁ささやきかけた。色の薄うすい唇くちびるが動くと、マイクの内蔵ＬＥＤが目まぐるしく明めい滅めつする。

『話はもちろん《凝結者トランサー》のことよ。彼かれの情報が欲ほしい』

「…………」

　実は、リキダイザーが唇くちびるの動きで「話したい」と伝えてきた時から、そうなのではないかとミノルは推測していた。

　大おお井い埠ふ頭とうの戦いでリキダイザーは、スティンガーに殺されそうになったトランサーを助けてくれと敵であるミノルに懇こん願がんした。大ダメージを受けて地に這はったまま、必死の口調と表情でミノルに言ったのだ。あたしにも守りたいものがある、と。

　ミノルが要望を受け入れると、リキダイザーはミノルを拘こう束そくしていたワイヤーワームを切断し、そこで力ちから尽つきたように見えた。しかし戦せん闘とうが終わった時、彼かの女じよの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。それが一月三日の夜だから、先刻の説明を信じるなら翌四日はずっと寝ね込こんでいて、昨日から今日までほこすぎ橋で張はり込こみを続けていたということになる。ミノルに接せつ触しよくし、トランサーがどうなったのか知るために──いや、恐おそらくはそれ以上の目的のために。

「欲ほしいのは情報だけなんですか」

　硬かたい声でミノルが問とい質ただすと、リキダイザーは二度瞬まばたきしてから淡あわい笑えみを浮うかべた。

『確かに、情報は役立てなきゃ何の意味もないわね。……あたしは、特課──いえ政府の３Ｅ会議に拘こう束そくされたトランサーを救出したい。彼かれが殺されてしまう前に』

　表情も口調も抑よく制せいされていたが、それでもミノルはリキダイザーの瞳ひとみの奥おくに確固たる意思を感じた。どんなことをしても、必ず目的を果たしてみせるという覚かく悟ごを。

　防ぼう御ぎよ殻かくを展開していることさえ忘れ、無意識のうちに片足を引いてしまう。だがそこでどうにか踏ふみ留とどまり、リキダイザーに反論する。

「殺される……ことはないはずです。特課が拘こう束そくしたルビーアイは、サードアイを除去し、関連する記き憶おくを消してから解放する……それはあなたも知ってるんでしょう？」

『確かに、そうする場合もあるわね。でも百パーセントじゃないし、たとえ解放されても結局は同じことだと思わない？』

「どういう、意味ですか」

　眉まゆを寄せるミノルに、リキダイザーは一歩近づき、手て袋ぶくろを嵌はめた右手を自分の胸に押おし当あてながら言った。

『サードアイは宿主の《心の傷》を喰くらって超ちよう常じようの能力を与あたえる。宿主が死ねば《離り脱だつ》して、それが来た場所に……恐おそらくは宇宙のどこかに還かえる。でも手術で摘てき出しゆつされてしまった場合は、離り脱だつは起きるけど、宿主は死なない。あなたたちジェットアイは、それがルビーアイを救済する唯ゆい一いつの手段なんだと信じてるんでしょうけど……本当にそうかしら？』

「だって、他に方法はないじゃないですか」

『本当にそう思う？　ある意味では自分を生かし続けていた心の傷を奪うばわれ、空くう虚きよな穴だけを抱かかえて、絶望することさえ許されずにぼんやりと日々を過ごす……そんなのが、本当に生きていると言えるの？』

「…………」

　咄とつ嗟さに何も言い返せず、ミノルは唇くちびるを嚙かんだ。

　空くう虚きよな穴を抱かかえて、ぼんやりと生き続ける。それは少し前までのミノルの生き様そのものだ。いや、ジェットアイとなったいまも根源的には変わっていないのかもしれない。父を、母を、そして姉を奪うばわれた心の穴を抱かかえ込こみ、誰だれの記き憶おくにも残らないよう背中を丸めて生きる。

　それが、本当に生きていると言えるのか。

「…………でも……」

　ミノルも左手を持ち上げ、まるでリキダイザーの鏡像のように胸の中央に押おし当あてた。

「それでも、生きていかなきゃならないでしょう。それともあなたは、死んだほうがマシだっていうんですか？　特課は捕つかまえたルビーアイに摘てき出しゆつ手術と記き憶おく消去を施ほどこすんじゃなくて、例外なく殺すべきだと、そう言うんですか？」

『少なくともあたしは殺して欲ほしいわね』

　一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわずにそう言い切ると、リキダイザーは胸に当てていた右手を下ろした。

『ま、トランサーがどう思うかは解わからないけど……だからこれは、あたしのエゴよ。あたしはトランサーに死んで欲ほしくないし、抜ぬけ殻がらにもなって欲ほしくない。まだいまの彼かれでいるうちに、監かん禁きん場ば所しよから救出したい。そのために、どうしても情報が必要なのよ』

　黒くろ縁ぶちメガネの奥おくで燃えるように光るリキダイザーの双そう眸ぼうを懸けん命めいに見返しながら、ミノルは喉のどから掠かすれ声ごえを押おし出だした。

「……そう言われて、協力するはずがないじゃないですか」

『もちろん、ただでとは言わないわ』

　少しだけ語気を緩ゆるめると、リキダイザーはスキーグローブを嵌はめた右手の指を一本立てた。

『情報の対価として、あたしからもいくつか教えられることがある。まず一つ目は……三日前に逃とう走そうした赤コートのルビーアイ、あたしは《Ｘ》って呼んでるけど、あいつの居場所』

「えっ」

　協力するはずがないと言ったばかりなのに、ミノルは思わず前のめりになってしまった。

「す……スティンガーの居場所を知ってるんですか!?」

『なるほど、それがＸのコードネームってわけね。ならあたしもそう呼ぶけど……残念ながら、正確な場所までは解わからないわ。教えられるのは、あいつがいる場所の、大まかな方向だけ』

「……どういうことです？」

『南みなみ青あお山やまのセーフハウスで、あたしは坊ぼうやとお仲間を液化したコンクリートに落っことしたでしょう？』

「…………ええ」

　その時のことを思い出し、ミノルは顔をしかめた。リキダイザーがお仲間と呼んだ、コードネーム《屈折者リフラクター》こと小こ村むらスウは、ミノルをコンクリートの中から脱だつ出しゆつさせようとして重傷を負ってしまい、いまもまだ広ひろ尾おの病院に入院中だ。幸い昏こん睡すい状態からは目覚めて順調に回復しているが、大事を取って退院は明日か明後日あさつてになるらしい。

　やはり、リキダイザーは連れん袂べいあたわぬ大敵だ。その認にん識しきを新たにしながら、ミノルは続く言葉を聞いた。

『あの時あたしは、セーフハウスを出てもしばらく、コンクリートにある程度の圧力が加わるまで液化しないように状態を保留し続けていた。実際に液化したかどうかまでは、遠くからは解わからないんだけどね……』

　途と端たん、耳の奥おくにスウの声が甦よみがえる。コンクリートに閉とじ込こめられた直後、彼かの女じよも言っていた。能力の遅ち延えん起き動どうか、何らかのトリガーが設定されてたのかのどっちかだと思う、と。

　正解は後者だったわけだ。恐おそろしい能力だが、しかしそれがスティンガーの行方ゆくえとどう関係するというのか。

　ミノルの疑念を察したかのように、リキダイザーは軽く肩かたをすくめた。

『この話の要点は、保留能力そのものじゃなくて、あたしは最後に液化したものと感応し続けられるってことよ』

　それを聞いて、話の行き先をやっと理解する。

「あっ……あの時あなたは、スティンガーのコートを液化したから……。──いえ、待って下さい。最後に液化したものってことなら、コートの後に、僕ぼくを拘こう束そくしていたワイヤーワームを液化したはずでは？」

『なかなかの記き憶おく力りよくね。なら、あたしがコートとワイヤーをどっちの手で液化したかも憶おぼえてる？』

「いえ……そこまでは」

『交こう換かん条件には入ってないけどサービスで教えてあげるわ。あたしの液化能力は、右手と左手で少しばかり用よう途とが違ちがうの。遅ち延えん起き動どうとかの搦からめ手てに使うのは右手で、スティンガーに使ったのも右手、坊ぼうやのワイヤーを切ったのは左手だから、感応してるのはスティンガーのほうってわけ』

「……なるほど。ちなみに左手は何ができるんですか？」

『これ以上は別料金よ』

　にやりと口角を上げてから、リキダイザーはすぐに表情を引ひき締しめた。右手で南──東京方面を指し示し、続ける。

『前置きが長くなっちゃったけど、あたしがスティンガーの居場所を教えられる理由は解わかってもらえたかしら？』

「はい……いちおうは。方向が解わかるなら、あなたが移動すれば三角測量の要領で居所を絞しぼり込こめるわけですね」

『そういうことね。あいつがコートを捨てなければ、だけど……たぶん捨てないでしょうね』

　リキダイザーの推測を、ミノルも小さく首しゆ肯こうする。

　スティンガーが着ているゴムっぽい質感の赤コートは、ただの服ではない。疑ぎ似じ生物であるワイヤーワームが無数に融ゆう合ごうした、いわば《生きた防具》なのだ。リキダイザーの右手は確かにコートを液化したが、液体は瞬しゆん時じに無数のワームへと戻もどり、再び融ゆう合ごうしてしまった。恐おそらく拳けん銃じゆうの弾たま程度なら容易に弾はじき、高熱や極低温にも耐たえるだろう。

　サードアイ能力の限界を超こえていると思わずにいられないほどの性能だが、それゆえにあのコートを捨てたりは決してしないはずだ。リキダイザーが感知する方向にスティンガー本人が潜ひそんでいると思って間ま違ちがいあるまい。

「スティンガーは、動いていないんですか？」

　ミノルの質問に、リキダイザーは何やら難しい顔で頷うなずいた。

『この二日間はね。さすがに片足を切断されたら、サードアイ持ちでもそう簡単には動けないでしょう』

「なら……」

　攻こう撃げきするのは一分でも早いほうがいい、という言葉をぐっと吞のみ込こむ。スティンガーに回復する時間を与あたえてはいけないことは自明だが、ミノルはそれを判断できる立場にはない。

　仇きゆう敵てきと取り引きすることへの抵てい抗こう感かんを振ふり切きり、ミノルは言った。

「…………解わかりました。あなたの提案は特課に伝えて判断を仰あおぎます。返事はどうやって……」

『やめて』

「え？」

　瞬まばたきするミノルを、リキダイザーは底光りする目で見み据すえた。

『特課には連れん絡らくしないで。彼かれらが……いえ、彼かれらの《上》があたしとの取引を吞のむはずがない……ましてや、こっちの目的がトランサーの救出ではね』

　断言するルビーアイに、ミノルは反論した。

「でも……こう言ってはなんですけど、スティンガーはトランサーを無傷で倒たおしたんですよ。どっちがより危険なのかは明らかですし、検討くらいはするんじゃ……」

『特課だけならそうかもね、坊ぼうやたちの指揮官はイヤってくらい合理的だし。でも３Ｅ会議は違ちがう。連中が考えてるのは、自分たちの派は閥ばつがこのサードアイ事案からいかにして最大の利益を得るかってことだけよ。せっかく確保したトランサーを解放するなんて判断は絶対にしない。それどころか、取引に乗ったふりをしてあたしまで拘こう束そくしようとするに決まってるわ』

「……いくらなんでも……」

　そこまでは、と言おうとして口を閉じる。昨日、ミノルの部屋で斉さい藤とうオリヴィエも苛いら立だちを隠かくさない声で言っていたではないか。

　──連中がくだらねぇ権力争いなんかしてっから、教授が背負わなくていいことまで背負っちまうんだ。

　黙だまり込こんだミノルを諭さとすように、リキダイザーは抑よく制せいされた口調で告げた。

『特課の仲間を信じるのはいい……でも３Ｅ会議を信用するのはやめなさい。坊ぼうやほどの能力者を、連中が単なる現場要員のままでいさせるはずがない。いずれもっと都合良く利用しようとするはず……もしかしたら、もうルビーアイと関係ない仕事を何かやらされてるんじゃないの？』

　その問いにも、やはりミノルは答えられなかった。毎時十シーベルトという高線量放射線が飛とび交かう東とう京きよう湾わん原発一号機の炉ろ心しんに突とつ入にゆうした時の恐きよう怖ふは、まだしっかり脳のう裏りに刻まれている。氷ひ見み課長とイサリリ教授はミノルへの派は遣けん命令にかなり抵てい抗こうしてくれたらしいが、拒きよ否ひしきれなかったのだ。それを考えれば、リキダイザーと取り引きすると見せかけて拘こう束そくするという話も、絶対にないとは言えない。

「……でも……僕ぼく一人じゃ何もできませんよ。僕ぼくはトランサーが収容されている建物くらいしか知らないんです」

　どうにかそう呟つぶやくと、リキダイザーは再び右手を持ち上げ、今度は指を二本立てた。

『そこで、二つ目の情報よ。むしろこっちが本命と言っていいわ』

「え……それって、スティンガーの居場所以上に重要な情報ってことですか？」

『ええ』

　真顔で頷うなずき、一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような表情を滲にじませてから──。

『《スターゲイザー》』

　リキダイザーはたったひと言、そう告げた。

　ミノルが反応できずにいると、「知らないのね」と呟つぶやき、すぐに続ける。

『坊ぼうや。いまの言葉を、ディバイダと……そうね、アクセラレータだけに伝えて、あたしが取り引きしたがっていると言いなさい』

「え……その二人に？」

　ミノルの脳のう裏りに、オリヴィエとユミコの顔が浮うかぶ。特課メンバーの中でも二人は最も強くルビーアイを敵視しているはずなので、裏取引を持ちかける相手としては適切ではない気がするのだが──。

　しかしリキダイザーは、またしてもミノルの思し考こうを覗のぞき見たかのような台詞せりふを口にした。

『大だい丈じよう夫ぶ、あの子たちにはあたしの提案を無視できない理由があるの。できるだけ早く、あたしと会ったことを伝えてちょうだい……ただし、電話もメールも使っちゃダメ。どっちも３Ｅ会議に監かん視しされてる危険がある』

「ま……まさか、いくらなんでも……」

『認にん識しきを改めなさい、坊ぼうや。特課に加わった時から……いえ、サードアイに寄生された時から、あなたは遠えん慮りよや常識の通用しない世界に生きてるのよ。３Ｅ会議の実務部門では、あなたたちジェットアイのありとあらゆるデータ……好きな食べ物から試験の点数、読んでいるマンガや付き合った女の子のタイプまでを詳しよう細さいに分ぶん析せきし、どういう飼い慣らし方ハンドリングが最も効果的なのかを検討している。あなたが必要以上には干かん渉しようされていないと感じているなら、それはそのように感じさせておいたほうがいいという判断の結果に過ぎない』

「…………」

　リキダイザーの言葉は途と轍てつもなく辛しん辣らつで、それゆえにまるで親身な助言のようにも聞こえて、ミノルとしては素す直なおに頷うなずくわけにはいかなかった。

「……だったら、僕ぼくはいまも監かん視しされてるんじゃないですか？　こんなふうに姿を晒さらして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　精せい一いつ杯ぱいの皮肉のつもりだったが、リキダイザーは薄うすく──しかしどこか悽せい愴そうな笑えみを浮うかべ、囁ささやいた。

『もし監かん視しが付いてたら、あなたに話しかける前に消してるわ』

「…………」

　再び沈ちん黙もくを強しいられる。《消す》という言葉は、この相手に限っては単なる暗あん喩ゆではない。人間ひとりを丸ごとタンパク質のスープに変え、側そつ溝こうに流してしまうことだって可能なのだ。ミノルは改めて背筋が冷たくなるのを感じたが、怯おびえを顔に出すまいと強がりを重ねた。

「……３Ｅ会議でも、僕ぼくのデータはそう簡単には揃そろえられないと思いますよ。あんまりマンガ読みませんし、女の子と付き合ったこともありませんから」

『あら、そうなの？』

　真顔で問い返され、言わなくていいことを言ってしまったと気付くが、いまさら取り消すわけにもいかない。

「だったらどうだって言うんです」

『別に、意外だと思っただけよ。──ともあれ、これで言いたいことは全部言ったわ。あたしの要望どおりディバイダとアクセラレータだけに口頭で伝えるか、何もかも指揮官に報告するかはあなたの自由だけど、簡単に騙だませる相手だとは思って欲ほしくないわね』

　そう嘯うそぶくリキダイザーの整った顔を、ミノルは無言で凝ぎよう視しした。

　敵だ。それは間ま違ちがいない。ほんの一週間前に、ミノルを殺そうとし、またミノルが殺そうとした相手なのだ。

　しかしそれでも、黒くろ縁ぶちメガネの奥おくの瞳ひとみは、いままで戦ってきたルビーアイのそれとはどこか違ちがうようにも思えた。視線を合わせていることに耐たえられなくなり、ミノルは顔を伏ふせると言った。

「……まずは、ディバイダたちに話してみます。でも二人が報告するべきだと言ったら反対はしません」

『それでいいわ。ありがとう』

　微笑ほほえんだリキダイザーは、モッズコートのポケットから小型のスマートフォンを取り出すと、ミノルに差し出した。

『連れん絡らく先さきはこのスマホに登録してあるから、必ずこれを使ってね。原則、電話じゃなくてショートメールで』

「あ……は、はい」

　頷うなずいたミノルは、この会談が始まって以来……いやジェットアイとなってからも何度とないレベルのミスを犯おかしてしまった。スマホを受け取ろうと手を伸のばしながら、摩ま擦さつゼロの防ぼう御ぎよ殻かくを出したままでは落としてしまうと思い、反射的に殻からを消してしまったのだ。

　視界の色が元に戻もどり、乾かわいた北風と新しん都と心しんの騒そう音おんが押おし寄よせてくる。リキダイザーの手から離はなれたスマホが、ミノルの右手に落ちる。その硬かたくて冷たい感かん触しよくに、ようやく防御殻が消えていることを自覚した、その時。

　リキダイザーがすっと体を前に出し、ミノルの胸むな元もとに顔を寄せた。

　お下さげ髪がみから漂ただようかすかな石せつ鹼けんの香かおりが、氷点下の戦せん慄りつに転化する。

　──殺される。

　そう直感しつつも、ミノルは必死に防御殻を再展開しようとした。だが。

　リキダイザーは、近づいた時と同じく滑なめらかな動作で身を引くと、凍こおり付つくミノルを見て、思わぬことを言った。

「坊ぼうや、ほんの少しだけど、匂におうわね」

「…………え……？」

　どう反応していいのか解わからず、瞬まばたきを繰くり返かえす。殺されずに済んだのは幸運だっただけで、この油断についてはあとで猛もう省せいしなくてはならないが、いまはそれよりも。

「に、匂におうって……朝、シャワー浴びたし、今日は体育なかったですが……」

「そういう意味じゃないわよ」

　呆あきれたように首を振ふると、リキダイザーは更さらに一歩遠ざかった。感情が抜ぬけ落おちた口くち許もとから、冷れい徹てつな囁ささやき声ごえが寒風に乗って届く。

「……それじゃ、連れん絡らく待ってるわ。また会いましょう」

　そう言い残すと、美び貌ぼうのルビーアイはさっと振ふり向むき、足早に階段へと向かった。遠ざかる背中を見つめながら、ミノルは考えた。

　──尾び行こうを試みるべきだろうか。

　しかしすぐに、絶対バレると確信する。オリヴィエとユミコがリキダイザーとの取引に乗るとは思えないが、《スターゲイザー》なる言葉が何を意味するのか解わからない以上、独断で取引をぶち壊こわすわけにもいかない。

　右手に握にぎったままの小型スマートフォンを学生服の内ポケットにしまうと、ミノルはシャツの襟えりを引っ張り、匂においを嗅かいでみた。やはり、汗あせ臭くさいとは感じられない。

「……匂におうって何だよ……」

　呟つぶやくと、ミノルも歩き始めた。階段の手前で立ち止まり、眼下の歩道を慎しん重ちように見回したが、リキダイザーの姿は消きえ失うせていた。ここでようやく光通信マイクを持っていかれてしまったことに気付いたが、もうどうしようもなかった。
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　自転車を与よ野の本ほん町まち駅の駐ちゆう輪りん場じように停とめたミノルは、埼さい京きよう線せんの上り快速電車に乗った。

　時刻は午後一時二十分。車窓からはまだまだ明るい日差しが降り注いでくるが、この時期は四時を過ぎるともう暗くなり始めてしまう。ユミコ、オリヴィエとの相談が長引くようなら、典のり江えに遅おそくなると連れん絡らくしなくてはならない。

　昨日の勉強会と、今日のリキダイザー接せつ触しよくの順番が逆だったら良かったのに……と埒らちもないことを考えてしまい、ため息をつく。結局は、自宅から特課本部まで片道七十分以上もかかる移動時間が問題なのであり、高速道路なら三十分強で着くというユミコの言葉がミノルの中でじわじわと存在感を増してくる。

「……バイクか……」

　ドア横の壁かべにもたれながら、小声で呟つぶやく。埼さい玉たま県けんでは去年、高校生に免めん許きよを取得させない、バイクに乗らせない、買わせないといういわゆる《三ない運動》が廃はい止しされて少なからぬ高校で二輪免めん許きよの取得が条件付きで許可されたが、吉よし城き高校では校則が改定されるのは来年からで、しかも許されるのは排はい気き量りよう五十ＣＣまでのいわゆる原付に限られるらしい。たしか原付では高速道路を走れないはずだし、ユミコの片道三十分理論を実現するためには恐おそらく大型バイクを使う必要があるのだろう。電動アシスト付き自転車にさえ乗ったことがないミノルにとっては未知すぎる世界だ。

　……やっぱり、当分は電車に乗るしかないよな。

　胸の中で呟つぶやき、窓の外を見やる。

　本当は、リキダイザーに持ちかけられた取引についてとことん考えなければならないのだが、正直ミノルには荷が勝ちすぎる。対話中はずっと極限の緊きん張ちようを強しいられていたせいか、いまもまだ頭の芯しんがじんわりと痺しびれていて、高密度の思し考こうには耐たえられそうもない。リキダイザーには『認にん識しきを改めなさい』と言われてしまったが、学校で降りかかってきた《点数良すぎ問題》だけでも充じゆう分ぶんな負ふ荷かなのだ。

　バッグの中に入っている二枚の答案と、内ポケットのスマートフォンの存在を意識した瞬しゆん間かん、ずしりと肩かたのあたりが重くなる。校門を出た時は、特課の誰だれかに波は佐ざ間まへの対応方法を相談しようと思っていたのだが、今日はそれどころではなくなってしまった。

　深いため息をつくと、ミノルはせめて電車に乗っているあいだだけでも頭を休めるべく瞼まぶたを閉じた。

　一時間後。

　池いけ袋ぶくろで副ふく都と心しん線せんに乗のり換かえたミノルは、西にし早稲わせ田だ駅で下車した。階段で地上に出たところで自分のスマホを取り出し、メッセージアプリでユミコに連れん絡らくする。

　いまどこですか？　という質問に『本部』と無愛想な答えが返ってきたので、ちょっと外でお茶でもしませんかと書いて送る。今度は、甚はなはだ人相の悪いウサギが『はぁ？』と言っているスタンプが届き、このまま回れ右したくなるがぐっと堪こらえて『相談があるんです』と返信する。リキダイザーにはスマホは使うなと厳命されたが、この程度ならたとえ監かん視しされていても話の内容まで解わかるはずがないし、そもそも何らかの手段で連れん絡らくしなくては、ユミコを特課本部から引っ張り出すことさえできない。

　ユミコが指定してきたのは、特課本部の近くにあるパティスリーだった。オリヴィエが昨日、手て土産みやげのプリンを買った店だ。諏す訪わ通どおりを早足で歩き、店に到とう着ちやくすると、すでにユミコの姿があった。いつもの制服ではなく、なぜかジャージの上下にスタジアムジャンパーという格好で、そのうえ長い髪かみを雑なポニーテールにまとめている。

　少々疲つかれた様子のユミコは、ミノルを見ると無言で右手を持ち上げ、親指で店内を指した。この店には二度ほど来たことがあるが、一階が店てん舗ぽで二階がイートインスペースになっているので、そこを使うつもりだろう。一階のカウンターで、ユミコがピスタチオのロールケーキとカフェラテ、ミノルはアップルシュトーレンとミルクティーを注文し、トレイを持って木製の階段を上がる。

　イートインスペースは、都合よく無人だった。さして広くはないが、古びた寄木張りの床ゆかと、ブラックアイアンをふんだんに使った什じゆう器き類るいがシックな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。暖だん房ぼうもほどよく効いていて、寒風に晒さらされた身には有あり難がたい。

　スタジアムジャンパーを脱ぬいだユミコは、窓まど際ぎわの一等席に陣じん取どると、背もたれにだらしなく寄より掛かかってはふーっと息を吐はいた。

「……なんで新学期早々、そんな格好でそんなに疲つかれてるんです？」

　向かいに座すわり、とりあえずそう訊たずねたミノルに、ユミコは両手を突つき出だしてみせた。ほっそりした指には黒っぽい汚よごれがこびりついている。

「学校から基地に直行して、アグスタのメンテとパーツ交こう換かんをしてたのよ。本当は昨日やろうと思ってたんだけど、宿題やるはめになっちゃったから」

「やるはめって……昨日で冬休みは終わりなんだから、どっちにしろ宿題やるしかなかったんじゃ……」

　ミノルの至し極ごく当然と思われる指し摘てきを、ユミコは右手の一ひと振ふりで退けた。

「それが硬こう直ちよく的てき思し考こうだってのよ。いい、宿題を提出するのは各科目の最初の授業なんだから、始業式しかない今日は持っていく必要ないし、科目によっては最大で三日くらい延のばせる理り屈くつでしょう？」

「…………ダメ人間の言い訳にしか聞こえないんですが、それ……」

「うっさいわね、柔じゆう軟なんな対応と言いなさい」

　ふんと鼻を鳴らすと、ユミコはフォークを持ち上げ、薄うす緑みどり色いろのロールケーキを大きく切り取って口に運んだ。瞼まぶたを閉じて咀そ嚼しやくし、カフェラテを一口含ふくむと、目に見えて表情が緩ゆるむ。

「はぁ……やっぱりこの店のケーキ、んまいわね」

　途と端たん、ミノルも強い空腹感を覚えた。リキダイザーの接せつ触しよくで極限の緊きん張ちようを強しいられたせいかいままで忘れていたが、今日はまだ昼食を食べていない。三切れあるシュトーレンの一切れをがぶりと嚙かむと、密度のある生き地じの中にたっぷり焼き込こまれたりんごのプリザーブが心ここ地ち良よい歯応えを生み、甘あま酸ずっぱさが口いっぱいに広がる。確かに美味おいしいな、典のり江えさんへのお土産みやげに買っていこうかな……と考えていると。

　あっという間にロールケーキを半減させたユミコが、かちっと音を立ててフォークを置いた。

「……それで、相談って何？　恋れん愛あい相談？」

「ち……違ちがいますよ！」

　思い切り首を横に振ふると、内ポケットに入っているスマートフォンの重みが伝わってきた。それを制服の上から押おさえ、どう口火を切ったものか考える。まずユミコだけを呼んだのは、オリヴィエと二人で同時に[image: 叱]しかられたら精神力が持たないと思ったからだが、相手がユミコ一人でもなるべく怒おこられたくはない。幸い──と言っていいのか解わからないがお疲つかれの様子なので、爆ばく発はつせずに話を聞いてくれるのではないかと期待しつつ、ミノルは本題を切り出した。

「ええと……さっき、と言っても一時間と少し前ですが……」

「うん」

「学校の帰りに、リキダイザーが話しかけてきまして……」

「うん」

　頷うなずき、カフェラテを一口飲んだユミコが、小刻みに瞬まばたきを繰くり返かえした。そのまま前のめりになり、口の中の液体を噴ふき出だす──寸前で無理やり我が慢まんしたらしく、盛せい大だいにむせる。ごはっ、げほっ、などと苦しむユミコに、ミノルは慌あわてて未使用のおしぼりを差し出した。それで口くち許もとを押おさえつつ更さらに数秒間げほげほしてから、加速者はようやく顔を上げ、猛もう烈れつな早口でまくし立てた。

「り……リキダイザーって、あのリキダイザー？　《赤》の？　何でも溶とかすあのオバサン？」

「お、オバサンかどうかは解わかりませんけど、その人です」

「………………」

　黙だまり込こんだユミコの表情変化は、動画撮さつ影えいできなかったのが残念なくらい見事なものだったが、やがて《怒いかり》と《驚おどろき》のあいだのどこかで固定された。がたっと椅い子すを鳴らして中ちゆう腰ごしになり、ミノルの目の前十センチほどにまで顔を近づけると──。

「な……なんですぐに連れん絡らくしないのよ！　ていうか、どうしてきみの居場所が解わかったわけ!?　まさか本部の位置もバレてるの!?」

「い……いえ、それはないです」

　小刻みに首を振ふると、ミノルはリキダイザーの説明をそのまま繰くり返かえした。聞いているうちにユミコは冷静さを取とり戻もどしたらしく、椅い子すに座すわり直すと息を吐はき、唸うなり声ごえを上げる。

「んん[image: ～][image: ～]……バイターの死因からきみの関かん与よを推測した、ですって？　そんなの当てずっぽうもいいとこじゃないの。どこから死因が漏もれたのかもチェックしないと……」

「あの……リキダイザーは、３Ｅ会議についてもかなり詳くわしく知ってました。たぶん、会議の周辺に情報源があるんじゃ……」

「まさか、と言いたいけど頭ごなしに否定もできないわね。あれだけの数の役人だの政治家だのが関わってたら、穴を完全に塞ふさぐのは難しい。……それでも、特課ウチから漏もれるよりなんぼかマシだわ」

　再度深いため息をつくと、ユミコはじろりとミノルを睨にらんだ。

「で、すぐに連れん絡らくしなかった理由は？」

「リキダイザーが、するなって」

「はぁ!?　その指示に、馬ば鹿か正直に従ったの!?」

　またしても怒いかりゲージが上がりかけるユミコに、ミノルは慌あわてて説明を付け足した。

「そ、そういうわけじゃないですよ！　あの人は、僕ぼくとユミコさんとオリビーさんに、取引を持ちかけてきたんです」

「取引って……そんなの、乗るわけないでしょ！　いったい何と何を交こう換かんしようってのよ!?」

「あっちが要求したのは、トランサー奪だつ回かいへの協力で……」

　再び腰こしを浮うかせるユミコの目の前に、ミノルは急いで掌てのひらを突つき出だし、続けた。

「その対価に提供するのは、スティンガーの居場所と、ええと……《スターゲイザー》だって言ってました」

　途と端たん──。

　憤ふん慨がいに満ち満ちていたユミコの顔から、全ての表情がすとんと抜ぬけ落おちた。

　まるでバッテリーが切れたかのような動きで椅い子すに体を戻もどし、両手をテーブルに投げ出す。見開かれた両目が、ふと焦しよう点てんを失い、空中を彷徨さまよう。唇くちびるが小さく震ふるえ、ほとんど音にならない声が零こぼれる。

「……クレアを、返すっていうの……？」

「く……クレア？　スターゲイザーっていうのは、人なんですか？」

　ミノルがそう訊たずねると、ユミコはこくりと頷うなずいた。

「ええ……特課コードネームよ。本名は斉さい藤とうクレア……オリビーの妹」

　今度はミノルが言葉を失う番だった。




　ユミコはたっぷり二分間も黙もつ考こうし続けてから、ため息をついてスマートフォンを取り出した。誰だれかにメッセージを送ると、十秒ほどでシュポッと着信音が鳴る。

「……オリビー、十五分で来るって」

「そうですか」

　頷うなずいたミノルは、ユミコの手て許もとのミラーブラック──愛車アグスタＦ３－８００と同じ色──のスマホを見やり、少し迷ってから言った。

「リキダイザーは、僕ぼくたちのスマホが３Ｅ会議に監かん視しされてるかもって……」

　途と端たん、ユミコが思いきり顔をしかめる。

「いくらあの連中でもそこまで……とは言えないわね……。教授に相談してみるわ」

「お願いします。──それで、その……オリビーさんの、妹さんって……」

　コードネームはおろか存在すらも知らなかったミノルは、躊躇ためらいを押おしのけて問いかけた。ユミコは無言のままロールケーキの最後の一いつ片ぺんにフォークを突つき刺さしたが、食欲を失ったかのようにそのまま皿に戻もどし、顔を上げた。

　半ば呟つぶやくように語られたのは、ミノルが知らない特課創設の頃ころの出来事だった。

　東京周辺に複数のサードアイが落下したのが、去年の九月一日頃ごろ。

　ほどなくして内閣官かん房ぼう直ちよつ轄かつの３Ｅ会議と、ルビーアイたちの《組織》が作られ、少し遅おくれて《特課》が結成された。最初期メンバーは氷ひ見み課長、イサリリ教授、安あ須ずユミコ、生い駒こまサナエ、そしてＤＤこと大だい門もん伝でん二じ郎ろう。彼かれらはルビーアイと戦いながら新たなジェットアイの捜そう索さくを続け、やがて斉さい藤とうオリヴィエと、その妹の斉藤クレアを見み出いだした。

　いまでこそルビー狩がりに人一倍闘とう志しを燃やすオリヴィエだが、当初は妹に危険が及およぶことを恐おそれ、特課への加入を拒こばんだのだという。その彼かれを説得したのは、小学六年生のクレアだった。二人は十月三日に揃そろって特課メンバーとなり、わずか二週間後の十月十七日、クレアはルビーアイに拉ら致ちされてしまった──。

　ユミコの、感情を排はいしたような淡たん々たんとした説明がそこまで至った時、ミノルは我が慢まんできずに問とい質ただしてしまった。

「拉ら致ちされたって……小学六年生の女の子を、現場の作戦に参加させたんですか？」

　途と端たん、俯うつむき加減だったユミコがミノルを睨にらむ。

「私も教授もオリビーも、クレアに本部で待機するように何度も言ったのよ。でもあの子は、どうしても一いつ緒しよに行くって言って聞かなかった。オリビーが強ごう引いんに車から降ろそうとしても、シートにしがみついて……仕方なく、絶対車外に出ないよう指示して、私、ＤＤ、オリビー、クレアの四人で現場に向かった。荒あら川かわ区くの空き家に潜せん伏ぷくしてるルビーを一人捕つかまえるだけの、そう難しくない任務のはずだった」

「それは……相手の能力によるんじゃ……」

　ミノルが再び口を挟はさむと、即そく座ざに硬かたい声が返った。

「もちろん、事前にしっかり偵てい察さつしたわ。捕ほ獲かく対象は識別済み赤色サードアイ保持者第九号、コードネーム《グラスパー》。肉体変容型で、両手の握あく力りよくを強化できる……バイターと同じようなタイプね。人間の手足を握にぎり潰つぶすほどのパワーがあったけど、近づかせなければ安全だし、接近戦になってもオリビーの切断能力には対たい抗こうできない。私たちはグラスパーをおびき出して、近くの公園に誘ゆう導どうして、オリビーが剣で牽けん制せいしてる隙すきに私がテーザーで気絶させた。そこまでは完全に作戦どおりだった……でも」

　言葉を途と切ぎれさせたユミコは、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。数秒後、勢いよくフォークを摑つかみ、刺ささったままのロールケーキを口に放ほうり込こむ。冷めたカフェラテも飲み干すと、ふうっと息を吐はいてから説明を再開する。

「でも、そこに新手のルビーアイが二人現れた。一人は、この前確保したトランサー。そしてもう一人は……いまもまだ正体不明」

「不明……？」

「まったく姿を現さなかったのよ。そいつは、何らかの能力で公園の地下に埋まい設せつされた水道管から大量の水を噴ふん出しゆつさせた。トランサーと戦うのは二回目だったから、水には注意してたんだけど、地面から噴ふき上あがる水は避さけようがなかった。ずぶ濡ぬれになった私とオリビーを、トランサーが凍こおらせて……ＤＤが拳けん銃じゆうで援えん護ごしようとしたけど、あいつの足あし許もとからも水が噴ふき出だして、一発も撃うてずに凍こおらされた。そのうち顔まで氷に覆おおわれて、このままじゃ窒ちつ息そく死しするって思った時に、クレアが公園に飛とび込こんできたの。トランサーはあの子も凍こおらせようとしたけど、そこで……不思議なことが……」

「な……何が起きたんですか？」

「爆ばく発はつよ。地面が派手にえぐれるほどの大だい爆ばく発はつ。ニュースではガス爆ばく発はつってことになったけど、ガスの匂においなんかしてなかった。トランサーも私たちも吹ふっ飛とばされて、土つち煙けむりで何も見えなくなって……なんとか氷を割って、動けるようになった時にはもう、トランサーともう一人のルビーアイ、そしてクレアが現場から消えていたの」

　説明を終えたユミコの顔を、ミノルはしばし凝ぎよう視しした。脳のう裏りに再現した状じよう況きようを、自分の言葉で整理しようと試みる。

「ええと……ユミコさんとオリビーさん、ＤＤさんがトランサーに凍こおらされて……そこにクレアさんが突とつ入にゆうしてきて、直後に爆ばく発はつが起きたんですよね？　なら、その爆ばく発はつは、クレアさんの能力じゃないんですか？」

「もちろん私もその可能性を考えたけど……クレアの能力は、あんな爆ばく発はつを起こすどころか、虫一いつ匹ぴきも殺せないものだったのよ。《スターゲイザー》……星を見る人というコードネームを与あたえられたのは……」

　一いつ瞬しゆんだけ窓の外の青空を見上げてから、ユミコは囁ささやくように言った。

「あの子が、予知能力者だったからなの」

「よ……予知能力？」

「ええ。きみの防ぼう御ぎよ殻かくなみに不思議な力……真夜中にしばらく星を見ると、次の日の出来事を一つだけ予知できるの。ただ、予知の内容もタイミングも本人には制せい御ぎよできなくて、たいていはおやつの種類とか落とし物の場所とか、他愛ない事こと柄がらだったわ。でも一回はちょっと大きめの地じ震しんを誤差五分で予知したし、ルビーアイが現れる場所を予知できたこともあった。能力を磨みがけば特課の貴重な戦力になるって、教授も凄すごく期待してた……」

　語ご尾びをため息に溶とかしたユミコは、そのまま瞼まぶたを閉じてしまった。

　さらさらした前まえ髪がみの下の眉み間けんに小さく刻まれた谷を見つめながら、ミノルは考えた。

　斉さい藤とうクレアの予知能力が本物だとして──いかなる仕組みなのかは想像もできないが──、それと爆ばく破は能力が両立することは、《特定の原子、分子を操作する》というサードアイ能力の原則に反すると思える。ならばやはり、ユミコたちを窒ちつ息そく死しから救った爆ばく発はつは、クレア以外の何者かが引き起こしたものだったのだろうか？　だとすると、クレアはなぜ戦場に飛び出してきたのか……いや、それ以前に、なぜその時だけ頑かたくなに同行すると言い張ったのか？

「……もしかしたら、クレアさんは、ユミコさんやオリビーさんに危険が及およぶことを予知したんじゃ……」

　ミノルがそう呟つぶやくと、ユミコはようやく瞼まぶたを開いた。しかしすぐに視線をテーブルに落とし、ゆっくりとかぶりを振ふる。

「そうかもしれないし、違ちがうかもしれない。真実は、クレア本人にしか解わからないわ」

「……クレアさんが、ルビーアイに拉ら致ちされたっていうのは確かなんですか？　その……こんなこと、言いたくはないですけど……クレーターができるくらいの爆ばく発はつが起きたなら、それに巻まき込こまれてしまったっていう可能性も……」

「ないわ。少なくとも、爆ばく発はつで死んだということは有り得ない……サードアイの《離り脱だつ現象》が発生しなかったから。もっとも、拉ら致ちされたと断言できるようになったのはほんの一週間前なんだけどね。大おお晦日みそかに南みなみ青あお山やまでオリビーと戦ったトランサーが、逃にげる直前に言ったらしいの。『君のお姫ひめ様さまは無事だよ。とっても大事にされてる』って」

「…………そう、だったんですか……」

　俯うつむき、そっと息を吐はいてから、ミノルはユミコの顔を上うわ目め遣づかいに見た。

「……でも、そんなことがあったなら、どうしてもっと早く教えてくれなかったんですか？　いえ、それ以前に……特課全体が、クレアさんの救出を最優先に動くべきなんじゃ？　オリビーさんの妹が、敵に拉ら致ちされてる状じよう況きようなんですよね……？」

　やや糾きゆう弾だんめいた言葉をぶつけられても、ユミコは表情をほとんど変えなかった。

「最優先にしてるわよ。クレアを助けるには敵組織の全体像を摑つかむ必要があるけど、結局それには組織所属のルビーを捕つかまえて情報を吐はかせるしかない。ただ……きみにいままでクレアのことを説明できなかったのは悪かったと思ってるわ。オリビーの要望で、事件のあとに特課に参加した人には、説明する必要が生じるまでは伏ふせておくことになってるの」

「え……なんで、そんな……」

「あいつは、全部自分の責任だと思ってるのよ。クレアを守れなかったのは、自分が弱かったからだって」

「…………」

　ユミコのその言葉に、ミノルは何も反応できなかった。口を開くより早く、階段を上る足音が聞こえてきたのだ。

　ブレザータイプの制服の上にマウンテンパーカーを羽織った斉さい藤とうオリヴィエは、まっすぐミノルたちのテーブルに歩み寄ってくると、椅い子すに座すわる時間さえ惜おしむかのように上体を屈かがめ、言った。

「大事な話って何だよ？」
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　結局、ミノルは特課本部に寄ることなくさいたま市に戻もどった。

　東京都心よりもずっと広い空には、まだ太陽の光が残っている。パティスリーの二階で長く話はなし込こんだのに暗くなる前に戻もどってこられたのは、ユミコがアグスタで送ってくれたからだ。加速能力はおろかパニアケースに内蔵された回転灯も使わずに、往路は七十分以上もかかった道のりをたった三十五分で走破されると、保留したはずのマイバイク取得計画を再検討したくなってしまう。

　どうしたものか、と考えながらヘルメットを脱ぬいだミノルに、ユミコがにやりと笑いかけてきた。

「そろそろ自分のバイク欲ほしくなってきたんじゃない？」

「そ、そういうわけじゃ……」

　反射的に否定しかけてから、情報を集めるだけならタダだと思い直し、訊たずねる。

「……ないですけど、参考までに、もし僕ぼくがバイクを買おうとしたら、免めん許きよとか購こう入にゆうの手続きとか、具体的にどうなるんです？」

　するとユミコは、なぜか澄すまし顔がおになり、まるで解答を用意していたかのようにすらすらと答えた。

「免めん許きよ証しようそのものは、二輪だろうと大型特とく殊しゆだろうと二種免めん許きよだろうと申しん請せいするだけで数日後に届くわ。車両の購こう入にゆう手続きも特課ウチの装備部が代行してくれる。車検証の名義はペーパーカンパニーになっちゃうけどね」

「装備部……」

　呟つぶやいてから思い出す。南みなみ青あお山やまの敵てき拠きよ点てんを偵てい察さつする時、ミノルが小こ村むらスウを背負うのに使ったハイテクおんぶ紐ひも──正式名めい称しよう《バックマウンティング・ハーネス》を作ったのがその装備部だったはずだ。しかし実際にどんな部署なのか、ミノルはまったく知らない。

　首を傾かしげていると、またしても心を読んだかのようにユミコが言った。

「ああ、きみはまだ基地に行ったことなかったっけ」

「……時々会話に出てくるその基地って、本部とは違ちがうとこなんです？」

「違ちがうとこよ、すぐ近くだけどね。今度案内するわ」

　そう言って微笑ほほえんだがすぐに表情を改め、低い声で続ける。

「でも実際、私たちの任務に機動力は重要よ。明日のリキダイザーとの接せつ触しよくだって、もしも罠わなだった場合は一目散に逃にげるしかないけど、きみもオリビーも運転できないから最悪の場合はこいつで三ケツだからね」

　ユミコがぽんと叩たたいた大型バイクは、メンテナンスしたばかりだけあってぴかぴかに光っている。乗り手自身もジャージから黒い革かわツナギに着き替がえていて、その姿が少なからず魅み力りよく的てきであることは認めねばならない。

「……本当に最悪の場合は、僕ぼくは無視してオリビーさんと二人で逃にげて下さい。あの人でも、僕ぼくの殻からを溶とかせないことは確かく認にん済ずみですから」

　ミノルがそう言葉を返すと、ユミコは左手を持ち上げ、肩かたのあたりを軽く小こ突づいてきた。

「何言ってんのよ、アグスタは百五十馬力もあるんだから、あんたみたいな瘦やせっぽちが一人増えようが減ろうが大差ないわ。私が乗れって言ったら、迷わず乗るのよ」

「……はい」

　パートナーの指示には従うしかない。頷うなずいたミノルの肩かたから手を離はなし、ユミコはぐるりと顔を巡めぐらせた。

　現在位置は、与よ野の本ほん町まち駅の西側に連なる緑地帯の片かた隅すみ。足あし許もとの煉れん瓦がふうタイルが、夕焼けの下で真っ赤に染まっている。なかなかに情じよう緒ちよ的てきな光景だが、加速者は真しん剣けんな顔で囁ささやいた。

「……監かん視しされてる気配はないけど、くれぐれも気をつけるのよ。リキダイザーはきみがこの街に暮らしていることをもう知ってる……その気になれば、学校や自宅を突つき止とめることも難しくないはずだわ」

「この街って言っても、さいたま市は相当広いですよ……二十年くらい前に、三つの市が合がつ併ぺいしてできたんですから。人口も、全国の政令指定都市のトップ10に入ってたはずですし」

「そうは言っても、二十三区の何分の一とかでしょ」

「そりゃまあ……七分の一くらいですけど……」

「だったら東京の七倍探しやすいってことよ」

　──そうなのかな？

　と思ったがミノルが反論するより早く、ユミコは思案顔で言葉を続けた。

「ほんとはリキダイザーの件が片付くまできみの家に泊とまり込こみたいとこだけど、監かん視ししてるコムショーにばれると本部に報告されちゃうかもしれないからね……」

「え……特課って、メンバーの私的な交際までチェックしてるんですか？」

「…………は？」

「…………え？」

　ぽかんとするユミコとしばし顔を見合わせる。白い頰ほおに少々赤みが差した……ような気がした時にはもう、ミノルはチェスターコートの右みぎ襟えりをユミコに摑つかまれていた。

「あのねえ、私が泊とまり込こむって言ったのは、だ……男女交際とかそういうやつじゃなくて、ルビーの襲しゆう撃げきに備えるために決まってるでしょ！」

　ユミコが口にした単語を聞いた途と端たん、ミノルも耳が熱くなるのを自覚したが、ここは言い返すしかない。

「わ、解わかってますよそんなこと！　事情を知らないコムショーさんには、いきなりユミコさんがうちに来たらそんなふうに見えるんじゃないかって思って……」

「見えないでしょ別に！」

「じゃあどう見えるっていうんですか！」
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　言い合っていると、近くからくすくす笑う声が聞こえて、二人はさっとそちらを見た。緑地帯を通りかかった三人の女子中学生が、ミノルたちを横目で見ながら何やらひそひそ言いい交かわしている。

　ユミコは感電したかの如ごときスピードで左手を離はなすと、「まったく……」と毒づいた。

「きみが妙みようなこと言うから笑われたじゃないの」

「先に泊とまるとか言い出したのはそっちですよ……」

「だから襲しゆう撃げきの危険が」

「だとしても、典のり江えさんにどう説明するつもりだったんですか」

「それはきみが考えることでしょ」

　──そうなのかな？

　と首を傾かしげかけたミノルの左手から、ユミコは予備のヘルメットを引ったくった。バイクの左パニアケースに収納し、自分はハンドルにぶら下げていた黒いフルフェイスを被かぶる。

「──ともかく、今夜はくれぐれも注意すること。明日の集合時間には絶対に遅おくれないこと。私も色々準備があるから、明日は迎むかえに来これないからね！」

「は……はい。ただ、リキダイザーに指定された場所がちょっと遠いんで、学校終わってからだとギリギリになりそうですが……」

「だったら早退でもなんでもすればいいでしょ、ともかく時間厳守よ。周囲に敵の伏ふく兵へいがいないかどうか、接せつ触しよく前まえにチェックしなきゃだから」

「……了りよう解かいです」

　そう答えたミノルに頷うなずき返すと、ユミコはほっそりした脚あしを持ち上げてバイクのシートをまたいだ。エンジンに火を入れ、ヘルメットのシールドを下ろす。

　最後に軽く右手を持ち上げると、車道に滑すべり出て速度を上げる。漆しつ黒こくのスーパースポーツはたちまち夕ゆう闇やみに紛まぎれてしまう。

　特とく徴ちよう的てきなテールランプが見えなくなるまで待ってから、ミノルも駅の駐ちゆう輪りん場じようへと歩き始めた。時間は午後五時七分。まだ宵よいの口くちだが、ずいぶんと長い一日だったように思える。

　しかし、本番は明日だ。

　リキダイザーに渡わたされたスマートフォンには、携けい帯たい電でん話わの番号が一件だけ登録されていた。取引に応じるというショートメールを送信したところ、すぐに場所と時間だけが返ってきた。明日の午後六時ちょうどに、代よ々よ木ぎ公こう園えんの中央広場。ミノルは行ったことがないが、原はら宿じゆく駅と明めい治じ神じん宮ぐうの近くだということは知っている。

　なぜリキダイザーがその場所を指定してきたのかは解わからない。ユミコによれば、芝しばが生えているだけの何もない広場らしいので特課の伏ふく兵へいを警けい戒かいしたのかもしれないが、警けい戒かいしなければならないのはミノルたちも同じ。リキダイザーには液化能力の遅ち延えん発動という奥おくの手てがあるが、広場全体を液化することはいくらなんでも不可能だろう。話す場所をこちらが選べば、南みなみ青あお山やまの轍てつは踏ふまないはずだ。

　取引に応じるという選せん択たくの是ぜ非ひは、ミノルには判断できない。少なくとも、後でイサリリ教授に報告した時に三人揃そろってこっぴどく怒おこられることは確かだ。謹きん慎しんや手当金の減額といった処しよ罰ばつが下されたり、最悪の場合は特課を首になることも有り得るかもしれない。

　その可能性を充じゆう分ぶんに考えたうえで、ミノルはオリヴィエの決断を尊重したいと思ったのだ。彼かれは拉ら致ちされた妹の身を案じながら、二ヶ月以上も戦ってきた。飄ひよう々ひようとした振ふる舞まいの奥おくに、どれだけの苦く悩のうと焦しよう燥そうを押おし隠かくしていたのだろうか。警察はもちろん、３Ｅ会議すらも頼たよりにならない閉へい塞そくした状じよう況きようで、突とつ然ぜん提示された希望を撥はねつけろというのは余りにも酷こくだ。ミノルだって、もしも姉のワカバを生き返らせてやると言われたら何だって差し出すだろう。

「……これでいいんだよね、姉さん」

　夕空を見上げて呟つぶやいたが、もちろん答えは聞こえなかった。ミノルは何度か瞬まばたきしてから、駐ちゆう輪りん場じようの歩行者用ゲートをくぐった。




　この夜はもう何も起きず、典のり江えと一いつ緒しよに夕食を作り、授業の予習をし、入浴してから寝ねた。

　明くる一月七日火曜日、午前五時十五分。ミノルは、スマートフォンの鳴動で起こされた。




　枕まくら元もとのスマホを摑つかみ、ねぼけまなこで画面を眺ながめてからようやく、ミノルは鳴っているのが目覚ましアラームではなく電話の着信音だと気付いた。表示されている名前は──箕みの輪わ朋とも美み。二秒で意識を覚かく醒せいさせ、応答アイコンに触ふれる。

　右耳に押おし当あて、「箕輪さん？」と囁ささやきかけたが、すぐには何も聞こえなかった。まさか、またルビーアイ絡がらみの事件に巻まき込こまれたのでは……とベッドから跳はね起おきかけた、その時。

『……ごめんね空うつ木ぎくん、こんな時間に』

　ようやくそんな声が聞こえて、ミノルはそっと息を吐はいた。

「いや……ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだよ、もう起きる時間だったし」

　実際、アラームは五時三十分に設定してある。十五分で支し度たくして荒あら川かわ土手に走りに出るのが五年前からのミノルの日課で、最近ではそこに《朋美からの連れん絡らくがあったら羽は根ね倉くら橋ばしで待ち合わせて一いつ緒しよに走る》という項こう目もくが加わった。しかしいつもは、連れん絡らくが来るのは早くても五時四十分頃ごろで、しかも電話ではなくメッセージアプリなのだが──。

「……何か、あったの？」

　恐おそる恐おそるそう訊たずねると、再び朋美は沈ちん黙もくしてしまった。声を聞きき逃のがすまいといっそう強く押おし当あてたスマホからは、不規則な息いき遣づかいのような音が聞こえてくる。それが、すすり泣く声だと気付くのに数秒かかった。

「……箕輪さん」

　息を吞のみながら名前を呼ぶと、ようやく新たな言葉が聞こえた。

『空木くん……あたし……あたし、何か変なの』

「変って……どうしたの、箕輪さん」

『あたしが……あたしじゃないみたいなの……』

　押おし出だすようにそう言うと、朋美は再び泣き始めてしまう。ただ事ではないと考えたミノルは、無む我が夢む中ちゆうで問いかけた。

「箕輪さん、いまどこにいるの!?」

　答えはすぐには返らなかったが、辛しん抱ぼう強づよく待っていると、すすり泣きの合間に『家の近く』という声が聞き取れた。近く──ということは屋外だ。気温は零度近いだろう。早く家の中にと言おうとして、何かそうできない理由があるのだと気付く。

「す……すぐに行くから、なるべく暖かくして待ってて！」

　懸けん命めいに語りかけると、やがて『…………うん』という返事とともに通話が切れた。

　ベッドから飛び出すや、パジャマ代わりのスウェットを脱ぬぎ捨すててランニングウェアに着き替がえる。隣りん室しつで寝ねている典のり江えを起こさないよう気をつけつつも、可能な限りのスピードで階段を下りると、シューズを履はくのももどかしく家を出る。

　朋とも美みの自宅には、四日前に行ったばかりだ。長らく知らなかったが、実はミノルの家からは直線距きよ離りで五百メートルほどしか離はなれていない。近くを流れる鴨かも川がわという小さな川に出ると、未み舗ほ装そうの土手道を南にダッシュする。まだ空はほとんど真っ暗で、土手道には街灯もないが、サードアイによって強化された視力と筋力をフルに使って猛もうスピードで走はしり抜ぬける。

　すぐに次の橋が見えてくるので、そこで道路に出て東に向かう。朋美の家は、小学校の前を通り過ぎて次の角を右に曲がった先──。

「…………！」

　突とつ然ぜん、視界の端はしに淡あわい緑色を捉とらえ、ミノルは急ブレーキを掛かけた。

　小学校の校門の前に、膝ひざを抱かかえてうずくまる小さな人ひと影かげがある。ふわふわした短めの髪かみと、ライムグリーンのウインドブレーカー。顔を俯うつむけていても、ひと目で朋美だと判わかる。

　冷たい空気を深く吸い、呼吸を調ととのえたミノルは、ゆっくりと人ひと影かげに歩み寄った。

「……箕みの輪わさん」

　呼びかけると、華きや奢しやな肩かたがかすかに震ふるえた。もう泣いてはいないようだが、顔を上げようともしない。少し迷ってから、黒い門もん扉ぴを背に体育座ずわりをしている朋美の隣となりに腰こしを下ろす。

　何か言わないと、と思うが言葉が出てこない。いままで女の子から助けを求められたことなど一度もないし、仮にあっても去年の秋までのミノルなら一いつ切さい関わろうとしなかっただろう。わずか数ヶ月で自分が変わったとは思わないが、しかし朋美はもう大切な友達なのだ。苦しんでいるなら力になりたい……たとえ、望まぬ記き憶おくが増えてしまうとしても。

　話しかける代わりに、ミノルは自分のウインドブレーカーを脱ぬいで朋美の背中に着せかけた。下は防寒素材のインナーだけだが、全力疾しつ走そうしてきたばかりだからか、あるいはサードアイのおかげか寒さは感じない。

　再び沈ちん黙もくの時間が続いたが、やがて朋美の手が動き、ミノルのウインドブレーカーの襟えり元もとをかき合わせた。夜明け前の青っぽい闇やみに、白い吐と息いきが細く流れた。

「……家の近くとしか言わなかったのに、よくここにいるって解わかったね」

　まだ少し濡ぬれている朋美の声に、ミノルはまるで工く夫ふうのない言葉を返した。

「通り道だから……それに、箕輪さんのアウター、目立つ色だし」

「緑、好きなんだ。これ、クリスマスに買ってもらったばっかりで……着るだけで、走るぞって気になる……はずなのに…………」

　掠かすれた声でそう言うと、朋美は顔を上げ、ミノルを見た。大きな両目に、新たな涙なみだが宿る。

「……あたし、家からここまで走るのに、五分もかかったの」

「え……」

　瞬まばたきすると、ミノルは視線を巡めぐらせた。二人が座すわっている校門の向かいには大きな寺があり、朋美の家はその向こう側だ。道なりでも恐おそらくここまで三百メートル足らず、歩いたって五分はかからないだろう。

「……具合悪いの？　だめだよ、無理したら……」

　風邪かぜでも引いたのかと考え、そう言いかけてから気付く。

　昨日の朝、登校中に会った時も朋とも美みは言っていたはずだ。最近変なのだ、走るのが大好きなはずなのに走りたくならないのだ、と。

「……もしかして、風邪かぜとかじゃなくて、昨日言ってた……？」

　躊躇ためらいながらそう訊たずねると、朋美はこくりと頷うなずいた。

「…………うん。今朝は絶対に空うつ木ぎくんと一いつ緒しよに走ろうと思って……どうにか家からは出たんだけど、一歩ごとに足も体もどんどん重くなって、歩くのも辛つらくて……ここで立ち上がれなくなっちゃった……」

「…………」

　愕がく然ぜんとしながら、ミノルは反射的に朋美の足を見た。ウェアの上からでは何も解わからないが、いまの言葉を信じれば、フィジカルな故障ではないという気がする。日常生活では異常がないのに走る時だけ足が重くなるというのは、朋美自身が「軽めのスランプだと思う」と言っていたとおり、メンタル面から来ている症しよう状じようなのではないか。

　だとしても、どうすればいいのか咄とつ嗟さに思いつけない。陸上部の先せん輩ぱいや監かん督とく、あるいはスクールカウンセラーに相談する？　それで本当に解決するのだろうか？

　口を開ひらけずにいると、朋美は再び俯うつむき、両手で自分の足をぎゅっと抱かかえ込こんだ。

「……もしこれがスランプなら……こんなに理り不ふ尽じんなものなんだね。あたし、走るの大好きなのに……朝に空木くんと荒あら川かわ走るようになってからもっと好きになったと思ってたのに、まるで自分の体じゃないみたい……」

「箕みの輪わさん……」

　何のアドバイスもできないもどかしさが急激に膨ふくれ上あがり、ミノルは息を詰つめた。無意識のうちに右手を持ち上げ、朋美の背中に押おし当あてる。掌てのひらの下で、しなやかな筋肉が小さく震ふるえるのを感じたが、朋美はすぐに体の力を抜ぬき、ミノルにもたれかかってきた。

　期せずして肩かたを抱だき寄せるような体勢になってしまったが、ミノルはそのまま動かなかった。ふと、誰だれかに似たことをしてもらったという感覚が湧わき起おこり、すぐに思い至る。

　特課に所属したばかりの頃ころ、ミノルは一度だけオリヴィエに殴なぐり飛とばされた。自分のミスで《発火者イグナイター》の犠ぎ牲せい者しやが出たのに、どこか他人ひと事ごとのように思っていることを見み抜ぬかれたのだ。殴なぐられて当然だったといまなら思えるが、当時は容易に受け止められず、特課本部の地ち下か駐ちゆう車しや場じようで防ぼう御ぎよ殻かくに閉じこもったのだ。

　そこに現れたユミコは、ミノルに言った。私はきみを信じる──倒たおれた私を助けるために、バイターに飛びかかっていったきみを信じる、と。そしてほんの一いつ瞬しゆんだけだが、ミノルを強く抱だき締しめた。たぶん、あの言葉と温かさがあったから、ミノルは特課を辞やめずに済んだ。

「……僕ぼくも、箕輪さんと走るの、楽しいよ」

　右みぎ肩かたにもたれかかる朋とも美みの頭に顔を寄せて、ミノルはそう囁ささやいた。

「僕ぼく、五年前からほとんど毎朝荒あら川かわを走ってきたけど、本当は走るの、別に好きじゃなかったんだ。自分を追おい込こんで、余計なことを考えずに済むようにしたいから走ってただけなんだ。けど……箕みの輪わさんと走るようになって、たくさんのことに気付いた。明け方の荒あら川かわ土手が凄すごく綺き麗れいなこととか、折り返し地点で飲む水の美味おいしさとか……あと、誰だれかと一いつ緒しよに走ることが、とっても楽しいこととか。もし、もしも、箕輪さんも同じように感じてくれてるなら……その気持ちさえなくさなければ、きっとすぐに走れるようになるよ」

　何の根こん拠きよもない励はげましだったが、朋美は頭をミノルの肩かたに強く押おしつけ、二度、三度と頷うなずいた。

「うん……うん、そうだよね。あたしも、空うつ木ぎくんと走るの楽しい。練習とか大会で走るのも好きだけど、あの時間は特別なの……。一いつ緒しよに走れる日は、家を出る前からわくわくしてた。なのに……どうして……」

　悲痛な響ひびきを帯びた声を聞き、ミノルは再び朋美が泣き出すのではないかと思った。しかし朋美はミノルの肩かたから頭を離はなすと、両りよう膝ひざに手を当て、立ち上がろうとした。細い体がぐらりと揺ゆれたので、ミノルは慌あわてて背中を支えた。

　よろめきながらも立った朋美は、ゆっくりと深呼吸をしてから、二歩前に出て振ふり向むいた。ミノルが着せかけた黒いウインドブレーカーを差し出し、笑え顔がおで言う。

「走ろ、空木くん」

「え……」

　受け取りながら、ミノルは眉まゆをひそめた。

「でも、無理しないほうがいいよ。治ってから、いくらでも一いつ緒しよに走れるし……」

「一いつ緒しよに走ったら治る気がするの。大だい丈じよう夫ぶ……ちょっと気分良くなってきたから」

　そう言い切る朋美の顔はかなり青白く見えるが、光源が離はなれた場所のＬＥＤ街灯だけなので体調までは判断できない。仕方なくミノルもウインドブレーカーを羽織り、ジッパーを上げた。

「じゃあ……今日はゆっくり走ろう、無理しちゃだめだよ」

「うん！」

　頷うなずくと、朋美は屈くつ伸しん運動を始めた。ミノルもストレッチに付き合いながら、東の空を見やる。日の出まではまだ三十分以上ありそうだが、今日はいつもの十キロコースはやめて五キロコースで折り返そう……と決めて朋美を見る。

「箕輪さんのペースに合わせるから」

「ありがと……じゃ、いこ」

　微笑ほほえんだ朋美は、その場で軽くジャンプしてから走り始めた。道路に出ると、少しずつスピードを上げていく。ピッチにもフォームにも苦しそうなところはなく、これは本当にメンタルだけの問題なのかもとミノルが考えた、その時。

　ほんの二十メートルほどしか走っていないのに、朋とも美みの足取りが乱れた。上体が大きく揺ゆれ、必死に立て直そうとしたようだが、踏ふん張ばれずに車道側へ倒たおれていく。

「危ないっ……！」

　叫さけんだミノルは、思い切り地面を蹴けった。朋美の体とアスファルトの間に左手を突つき出だし、危あやういところで受け止める。その場にしゃがみながら朋美を両りよう腕うでで抱かかえ直し、呼びかける。

「箕みの輪わさん！　どうしたの、箕輪さん！」

　しかし朋美は瞼まぶたを閉じたまま反応しない。急いで口くち許もとに顔を近づけるとかすかな息の流れを感じたが、数秒前まで走っていたとは思えない弱々しさだ。頰ほおに触ふれると、ぎょっとするほど冷たい。脱だつ水すいや起き立りつ性せい低血圧による失神だとは思えない。

「救急車……」

　上ずった声で呟つぶやき、ポケットのスマホを取り出そうとして気付く。ここならまだ朋美の家は目と鼻の先だ。

　両りよう腕うでで朋美を慎しん重ちように抱かかえ上あげると、極力揺ゆらさないように気をつけながら、ミノルは走り始めた。
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　午前中の授業が終わると、ミノルは食堂ではなく一年八組の教室へと急いだ。

　箕みの輪わ朋とも美みのクラスだが、朋美に会いにきたわけではない。彼かの女じよは今朝、父親が運転する車で最も寄よりの総合病院に運ばれ、幸い診しん察さつ中に意識を回復したものの、貧ひん血けつの症しよう状じようがあったので大事を取ってそのまま入院となった。倒たおれるところに居合わせたミノルも同行し、医師に状じよう況きようを説明したのだが、父親が聞いている場所で朋美の様子を話すというのはなかなか緊きん張ちようさせられる体験だった。

　幸い箕輪氏は非常に落ち着いた人物で、失神した朋美を最初に見た時はさすがに大きい声を出したものの、以降はまったく取り乱すことなく、別わかれ際ぎわにはミノルに礼を言ったほどだった。聞けば、箕輪氏も母親も、娘むすめの様子がおかしいことは数日前から気付いていたそうだ。

　精密検査で不調の原因が判明し、それが治ち療りよう可能なものなら一安心なのだが、検査の結果が出るには数日かかるらしい。ゆえにミノルは、自分でも調べられることを調べてみようと思ったのだ。

　八組の教室に近づくと、学食に急ぐ生徒たちとすれ違ちがった。その中に目当ての顔を見つけ、ミノルは小走りに近づいた。

「尾お久ぐ」

　慣れない呼び捨てで名前を呼ぶと、色黒の男子生徒が振ふり向むいた。尾久昇しよう也や──朋とも美みと同じ陸上部員だ。

　瞬まばたきした尾久は、友人らしき二人の男子に「先いってて」と言い、目線で廊ろう下かの端はしを示した。壁かべ際ぎわまで移動するや、尾久から訊きいてくる。

「箕みの輪わのことか？」

「う……うん」

　ミノルが頷うなずくと、運動部員らしい精せい悍かんな顔に憂ゆう慮りよの色が浮うかぶ。

「今日、休んでるぞ」

「知ってる……そのことで、ちょっと話を聞きたいんだ」

「解わかった」

　即そく座ざに頷うなずくと、尾久はちらりと廊ろう下かの先を見た。

「学食は混んでるよなぁ……しゃーない、秘密基地に行くか」

「ひ、ヒミツキチ？」

「特別だかんな。まずはメシを仕入れようぜ」




　食堂併へい設せつの売店でパンと飲み物を買うと、尾久は南校舎に向かった。

　南校舎の先には格技場がある。一ヶ月前、ミノルはその裏で尾久と男子陸上部の上級生二人から軽めの制裁を受けた。あの場所に行くつもりなのかと一いつ瞬しゆん思ったが、尾久は渡わたり廊ろう下かから南校舎に入ると、階段を上り始めた。

　この校舎には職員室や事務室、専門教室が集まっていて上の階に行くほど人が減る。しかし尾久は四階も通り過ぎて更さらに上へと向かった。生徒は屋上には出られないはずだが、どうやら秘密基地というのは、屋上に通じるドアの手前にある畳たたみ二に帖じようぶんほどの踊おどり場ばのことらしい。四階の廊ろう下かからはほぼ死角になっていて、内ない緒しよ話ばなしをするにはなかなか都合が良さそうだ。

「へえ……こんな場所があったんだ」

　意外と日当たりのいい空間を見回しながらミノルが言うと、尾久は自じ慢まんそうに胸を張った。

「ここ、オレが見つけたんだぜ。いつも人いねーから、ちっと一人になりたい時とかに来るんだ」

　──尾久にも、一人になりたい時なんてあるんだ。

　という言葉をミノルは吞のみ込こんだ。それはもちろんあるだろう。ミノルをシメようとした時のことを長らく悔くやんでいたというから、尾久は案外ナイーブな性格なのだ。

「……僕ぼくもたまに使っていい？」

　ミノルが訊きくと、尾久はにやっと笑った。

「いいぜ。でもここ、オバケが出るっつうウワサがあるらしいけどな」

　──人がいないのは絶対そのせいだろ！

　という台詞せりふも吞のみ込こみ、ミノルは強こわ張ばった笑えみを返した。

　踊おどり場ばの手すり壁かべに寄より掛かかって座すわると、二人はさっそくパンの袋ふくろを開けた。ミノルはきなこパン、尾お久ぐは焼きそばパンにかじりつき、たちまち半分食べてしまう。

　紙パックの豆乳を一口飲んでから、ミノルは本題を切り出した。

「それで……箕みの輪わさんのことなんだけど……」

「その前に」

　バナナオーレを持った左手を突つき出だし、尾久が割わり込こむ。

「タンチョクに訊きくけど、空うつ木ぎ、お前箕輪と付き合ってんのか？」

「…………」

　単刀直入をタンチョクと略すのは無理がある、と突つっ込こむこともできずにミノルは思い切り首を左右に振ふった。

「つ……付き合ってないよ！」

「なら、告コクる予定か告コクられる予定はあんのか？」

「どっちもないよ！」

「おい、されるほうは断言できねーだろ」

　だったらなんで訊きいたんだ、と突つっ込こみたくなるようなことを言うと、尾久は焼きそばパンの残りを丸ごと頰ほお張ばった。もっぎゅもっぎゅと音がするほどの勢いで咀そ嚼しやくし、バナナオーレで飲み下す。大きく息を吐はき、再びミノルを見る。

「おい、告コクれとは言わねーけど、もし箕輪に告コクられたらぜってー断んなよ。断ったら、今度はオレがぶん殴なぐるからな」

　昔のミノルなら、誰だれかに「殴なぐる」などと言われようものなら即そく座ざに逃にげ去っていただろうが、いまは尾久の乱暴な言葉の奥おくにある気持ちを素す直なおに受け止めることができた。だからといって、安やす請うけ合あいできる事こと柄がらでもない。

　未み来らい永えい劫ごう誰だれとも付き合うつもりはないのだ──という意思をどんなふうに伝えれば理解してもらえるだろうかとミノルは考えた。しかし、口を開くより早く、尾久がミノルの右みぎ肩かたを軽く小こ突づいた。

「まあ、まずねぇと思うけどな！」

　ふひひと笑い、クリームメロンパンの袋ふくろを開ける。一口囓かじってから、表情を改める。

「で……話ってなんだよ？　箕輪が休んだ理由、知ってるのか？」

「…………うん」

　頷うなずいたミノルは、話せる範はん囲いで事情を説明した。最近、早朝に待ち合わせて走っていること。昨日、朋とも美みから心身の不調を打ち明けられたこと。そして今朝、貧ひん血けつのような症しよう状じようで倒たおれてしまったこと──。

「貧ひん血けつ……？　医者はそう言ったのか？」

　てっきり、学外で一いつ緒しよに走っていることに何か言われるかと思ったのだが、尾お久ぐは難しい顔で問とい質ただしてきた。

「うん……精密検査はこれからだけど、症しよう状じようは貧ひん血けつを疑わせるって」

「変だな……箕みの輪わは女ジヨ陸リクの長ちよう距きよ離りエースだぜ、ヘマトクリット値もヘモグロビン値もそのへんの男より高いだろ。日ひ頃ごろから鉄分摂せつ取しゆの指導もされてるはずだし……」

　ヘマトクリット値は血液中の赤血球の量、ヘモグロビン値は赤血球中のヘモグロビンの量を示す数値だ。若いアスリートはいわゆるスポーツ貧ひん血けつになりやすいと言われていて、個人的に走っているだけのミノルもいちおう鉄分を摂とるよう意識しているのだから、有力選手の朋とも美みはなおのこと気をつけているだろう。

　それでも貧ひん血けつの症しよう状じようが出たということは、つまり──。

「……病気、ってこと……？」

　ミノルが呟つぶやくと、尾久は激しくかぶりを振ふった。

「それも有り得ねーよ、先月も自己ベスト出したって聞いたぜ。そんな急に具合悪くなるような病気なんてあるか？」

　ない、とは言い切れないのだろうが、確かに不自然な気もする。きなこパンの最後のひとかけを見つめながら考かんがえ込こんでいると。

「いや……待った。なんか、似たような話聞いたぞ……」

　尾久が突とつ然ぜんそんなことを言い出したので、ミノルは視線を右に向けた。

「え……？　似た話……？」

「ああ。えーっと……そうだ、女ジヨバレのアタッカーの前まえ崎ざき由ゆ佳かっているだろ？　六組の」

「……ごめん、よく知らない……」

「ほんっと女子に興味ねー奴やつだな」

　聞こえよがしのため息をついてから、尾久はスマートフォンを取り出し、手早く操作した。

「……ほら、この右側の」

　示された写真には、三人の男子と二人の女子が写っている。右みぎ端はしでピースサインをしているベリーショートの女子生徒は、その隣となりで妙みようなポーズを決める尾久と身長がほとんど変わらない。きりっと整った顔立ちで、目の光が強い。

「ああ……何度か見たことはあるかも」

「そりゃあるだろ、同じ一年なんだから。前崎は高校からバレー始めたんだけど、すげースパイク打つんですぐレギュラーになって、十一月の春高バレー予選で大だい活かつ躍やくしたんだぜ」

「へえ……。──クラスも部活も違ちがうのに、なんでそんなに詳くわしいの？」

　ミノルが素そ朴ぼくな疑問を口にすると、尾久は慌あわてたような声を出した。

「べっ、別に詳くわしいわけじゃねーよ。運動部にいるとそういう噂うわさは聞こえてくんだよ！」

「ふうん」

　だったらどうして一いつ緒しよに写真まで撮とっているのか、という疑問は口に出さず、ミノルは話題を戻もどした。

「それで……その前まえ崎ざきさんがどうしたの？　箕みの輪わさんと似てるってどういう……？」

「ああ……オレも詳くわしいことは知らないんだけど、前崎も冬休みの練習中に具合悪くなって、学校から病院に行ったとか聞いたな。まあ、ハードな練習してりゃそういうこともあっから、特に気にしてなかったんだけどさ……」

　しかめ面つらでスマホを睨にらんでいた尾お久ぐは、再び親指を動かした。どうやらメッセージアプリで誰だれかに連れん絡らくしたらしく、すぐにシュポッと着信音が鳴る。画面を一いち瞥べつするや、困こん惑わくしたようにミノルを見る。

「前崎も昨日から学校休んでる。病院で検査したら貧ひん血けつだって言われたらしい……これって、偶ぐう然ぜんか？」

「…………」

　咄とつ嗟さにイエスともノーとも言えず、ミノルは瞬まばたきを繰くり返かえした。

　偶ぐう然ぜん──なのだろう、恐おそらく。そうでないとすれば、箕輪朋とも美みも前崎由ゆ佳かも鉄てつ欠けつ乏ぼう性せい貧ひん血けつを引き起こす感かん染せん症しようにでも罹かかったと考えるしかないが、そんな病気が存在するものだろうか。

　ミノルもスマホを引っ張り出し、《貧ひん血けつ》《感かん染せん症しよう》のキーワードで検けん索さくしてみた。ヒットしたページを斜ななめ読よみすると、どうやら胃のヘリコバクター・ピロリ菌きん感かん染せんが貧ひん血けつを誘ゆう発はつするらしい。しかし上下水道が整備された現代では、ピロリ菌きんの感かん染せん経路は人から人への経口感かん染せんがほとんどだと書いてある。十代の若者の感かん染せん率は十パーセント程度。

　わずか一割ではあるが、吉よし城き高校には千二百人以上の生徒が在ざい籍せきしているので、そのうち百二十人はピロリ菌きんに感かん染せんしているということになる。いや──もしかしたら、何らかの手段で人じん為い的に感かん染せんを広げることも、不可能ではないのではないか。

「……他に、学校休んでる人っているのかな……」

　ミノルが呟つぶやくと、尾久は大きな仕草で肩かたをすくめた。

「そりゃいるだろ、インフルシーズンだし」

「いや、貧ひん血けつで」

「そんなの、オレに解わかるわけねーだろ」

　呆あきれ顔がおになる陸上部員に、駄だ目め元もとで頼たのみ込こむ。

「そこをなんとか、尾久ネットワークで調べてくれないかな。もしかしたら、吉ヨシ高コーで貧ひん血けつを起こす病気が流行はやってるのかもしれないんだ」

　続けてミノルは、いまスマートフォンで調べたことと自分のいくぶん突とつ飛ぴな推測を説明した。ガチンコ体育系を自じ認にんする尾久も、偏へん差さ値ち七十の吉城高校に合格しただけあって理解は早く、自分の腹のあたりを撫なでながら嫌いやそうな顔をした。

「ピロリ菌きんってアレだろ、おっさんの胃がんの原因になるやつ」

「おじさんには限らないと思うけど、それだよ。胃がんのほかにも、貧ひん血けつも起こすらしいんだ。特に十代の、原因不明な鉄てつ欠けつ乏ぼう性せい貧ひん血けつ症しよう患かん者じやの七割は、ピロリ菌きんに感かん染せんしてるって」

「むうぅーん……でもなあ、誰だれかが学校でピロリ菌きんをバラ撒まくなんてこと、有り得んのか？　そもそもそんなの、どこで手に入るんだよ」

「まあ、飛ひ躍やくした想像なのは間ま違ちがいないけどさ……」

　自分で言ったことだが改めて無理のある話だと思えてきて、ミノルは口を噤つぐんだ。クリームメロンパンを食べ終えた尾お久ぐが、手すり壁かべに寄より掛かかり、脚あしを前に投げ出す。

「やっぱ、箕みの輪わと前まえ崎ざきの件は偶ぐう然ぜんじゃねーのかな。もし吉ヨシ高コーでピロリパンデミックが起きてるなら、貧ひん血けつで倒たおれるまでいかなくても、具合悪くなる奴やつがもっとたくさん出てくるはずだろ？　いまんとこうちのクラスでも陸リク部ブでも、そんな話聞かねーぞ」

「それは、僕ぼくのクラスも同じだけど……」

　そう答えて、ふと思い出す。

　倒たおれるほどではなくとも、調子を崩くずしている生徒が複数いるという話なら、昨日聞いたばかりではないか。

「……いや、でも……」

　ミノルが呟つぶやくと、尾久が顔を覗のぞき込こんできた。

「なんだよ、なんか思い当たんのか？」

「うーん……貧ひん血けつとは関係ないと思うけど、理り数すう科かって定期テストの他に学期末の実力テストがあるだろ？」

「あー、新学期初日にいきなり返されるってヤツか。理数の教師連中はドＳだよなぁ」

「それは同意するけど、ともかく昨日、その結果発表があってさ……いままで不動の上位陣じんだった人たちが、軒のき並なみガクッと成績を落としたんだ。吉ヨシ高コー理り数すう科か始まって以来の大変動だって、誰だれかが言ってたよ」

「へぇー……」

　大して興味のなさそうな相づちを返した尾久が、強く眉まゆ根ねを寄せる。

「え、お前、それもピロリ貧ひん血けつのせいだと思ってんのか？　さすがに無理あんだろ、成績上位の連中だけ選んで感かん染せんする菌きんなんて……」

「勉強ができる生徒だけじゃない。箕輪さんは女子陸上部のエースで、前崎さんもバレー部のホープなんだろ？」

　ミノルの言葉に、尾久はぽかんと口を開けた。

　伸のばしていた両りよう脚あしを引ひき戻もどし、膝ひざを手で摑つかむ。なぜか左右を見回してから、ミノルにぐいっと顔を近づけ、声を潜ひそめて言う。

「つまり……勉強できるヤツと、運動できるヤツが、選せん択たく的てきに狙ねらわれてるってのか？　誰だれかが箕みの輪わや前まえ崎ざきや理り数すう科かの秀しゆう才さい連中に、意図的にピロリを感かん染せんさせたっていうのかよ？」

「しかも、もしかしたら一年生限定でね……。まだ原因がピロリ菌きんだと確定したわけじゃないけど……」

　昨日、教師に褒ほめられたミノルを睨にらんできた津つ森もりの、異様に青白い顔色を思い出しながらミノルは続けた。

「……調子を崩くずしてる生徒が、みんな鉄てつ欠けつ乏ぼう性せい貧ひん血けつを起こしてるって可能性は否定できないと思う。貧ひん血けつって、運動能力以外にも悪あく影えい響きようが出るんだろ？」

「ああ……脳が酸欠状態になるわけだからな。思し考こう力りよくとか記き憶おく力りよくも落ちるって陸リク部ブのコーチが言ってた」

　呟つぶやくように答えた尾お久ぐが、ゆっくりとかぶりを振ふる。

「でも……もし本当ならとんでもねー話だぜ。だってさ……勉強や運動ができるヤツを狙ねらったってんなら、その犯人は……」

「うん……吉ヨシ高コーの生徒だろうね。たぶん一年の」

「マジかよ……そんなの普ふ通つうに犯罪じゃねーか。まさか空うつ木ぎ、オレらで犯人見つけるとか言い出さねーよな？」

　これにはミノルも苦く笑しようするしかない。

「言わないよ、もしそれが真相なら教師に……それか警察に相談するしかない。まあ、犯人を捜さがす方法がまったくないわけじゃないけど」

「え、マジで？」

　目を見開く尾久に、たったいま思いついた手段を説明しようとして、勢いよく口を閉じる。

　犯人が成績上位の生徒を片かたっ端ぱしから狙ねらったなら、怪あやしいのは成績を維い持じした生徒、あるいは大きく伸のびた生徒だ。そう言おうとしたのだが、後者にはミノル自身が完かん璧ぺきに該がい当とうしてしまう。担任教師の間ま野のが言っていたではないか。今回の実力テストで、最も順位を上げたのはミノルだと。

「おい、どんな方法だよ？」

　食い下がってくる尾久に、ミノルは素す早ばやくかぶりを振ふった。

「いや……探たん偵ていみたいな真似まねはやめといたほうがいいよ」

「んだよ、自分で言い出したんじゃねーか……」

「と……ともかく、尾久は運動部員で他にも調子崩くずしてる人がいないか調べてくれないかな。僕ぼくも成績を落とした人になんとか話を聞いてみるから。彼かれらの中に、貧ひん血けつの症しよう状じようが出てる生徒がいたら……」

「お前のピロテロ説が妄もう想そうじゃなくなってくるワケだな」

「ぴ、ピロテロ……？」

「こんなもんもうバイオテロだろ、ピロリ菌きんテロ。やべー、洋ようドラっぽくなってきやがった」

　遊びじゃないよ……という言葉を吞のみ込こむ。いまのところ、全ては根こん拠きよのない推測に推測を重ねまくっただけの話に過ぎないのだから、遊びくらいに思っておいたほうがいいのかもしれない。

　尾お久ぐは両りよう膝ひざをばしんと叩たたくと、勢いよく立ち上がった。

「よっしゃ、さっそく調べてくるわ。空うつ木ぎ、ＬＡＮＥレーンのＩＤ教えろよ」

「あ……うん」

　まさかこの男とＩＤを交こう換かんする日が来るとは……と思いながら、ミノルはスマホにコードを表示させ、尾久に向けて差し出した。




　五時間目の数学とショートホームルームが終わると、ミノルは急いで荷物をまとめた。

　時刻は午後三時三十分。代よ々よ木ぎ公こう園えんでのリキダイザーとの取引が午後六時、ユミコとの待ち合わせが原はら宿じゆく駅に五時なのでのんびりしている時間はない。いちおう、四時十七分に与よ野の本ほん町まち駅を出る埼さい京きよう線せん快速に乗れば原はら宿じゆくには四時五十九分に到とう着ちやくできるはずだが、できれば一本前の快速に乗りたいところだ。

　しかしそれでも、校内で使える時間が十五分ほどある。ミノルは自席に座すわったまま、教室の右側にそれとなく視線を走らせた。

　目当ての生徒は津つ森もり聡さとし。常に学年三位以内を維い持じしてきた彼かれが、実力テストの順位を二十位以下にまで落とした理由が本当に貧ひん血けつなのかを確かく認にんしなくてはならない。

　ミノルの視線の先で、津森はのろのろとした動作で教科書類を肩かた掛かけカバンに詰つめ込こむと、机に両手を突ついて立ち上がった。立たち眩くらみがしたのかしばらく俯うつむいていたが、やがて上うわ履ばきを引きずるような歩き方で教室を出ていく。少し待ってからミノルも立ち、後を追う。

　津森は背後のミノルにまるで気付いていないようだが、目的は尾び行こうではなく会話だ。しかし、昨日怒ど鳴なられたり睨にらまれたりしたことを思い出すと、平和的に話し合える気はまったくしない。しかも質問の内容は、「テストの順位が落ちたのって貧ひん血けつのせいじゃないの？」という代しろ物ものなのだ。

　残り時間は十二分。どうしたものかと悩なやみながら追つい跡せきを続ける。津森は確か、さいたま市の東側にある中学出身だったはずなのでミノルとは反対方向だ。校門を出る前に接せつ触しよくしなくてはならない。せめて周りに人がいなくなれば……と思うが、放課したばかりなので廊ろう下かにも階段にも生徒が溢あふれている。

　津森はややぎこちない足取りで階段を下りていく。昨日と比べても明らかに調子が悪そうで、なのにマスクもしていないので貧ひん血けつ説せつにいささか説得力が増してくる。もし本当にピロリ菌きんに感かん染せんしているなら、症しよう状じようが重くなる前に病院に行ってちゃんと検査してほしいが、敵視されているミノルの言葉を聞いてくれるかどうか。

　迷いながらミノルも階段を下り始めた、その時。

「きゃあっ！」

　という細い悲鳴が前方から聞こえた。見れば、階段の踊おどり場ばで、津つ森もりが一人の女子を押おし倒たおしている。もちろん能動的な行こう為いではなく、正面衝しよう突とつして転んでしまったらしい。

「あ……ご、ごめ……」

　津森がくぐもった声を上げながら立とうとするが、なかなか立てない。肩かた掛かけカバンのストラップが女子の左ひだり腕うでに絡からんでしまっているようだ。周囲には七、八人の生徒がいて、顔をしかめたり薄うす笑わらいを浮うかべたりしているが手を貸す者はいない──どころか男子の一人はスマホで撮さつ影えいしようとしている。

　ミノルは衝しよう動どう的てきに三段飛ばしで階段を下りると、撮さつ影えい男おとこのレンズ前に割わり込こむポジションで屈かがみ込こんだ。まずカバンのストラップを女子の腕うでから外してから、津森を助け起こす。瘦やせた体は思いのほか軽く、ますます心配になってくるがいまは問とい質ただしている場合ではない。

　一いつ瞬しゆん迷ってから、倒たおれたままの女子にも手を差し出す。しかし女子は、消え入るような声で「大だい丈じよう夫ぶです」と言うと自力で立ち上がった。そのまま、階段を駆かけ上のぼっていってしまう。少なくとも怪我けがはなかったようだ。

　津森に視線を移しながら、ミノルは心配七割、打算三割な言葉を口にした。

「津森くん、具合悪そうだし、よかったら保健室まで……」

　同行するよ、と言おうとしたのだが、予想外の展開に阻はばまれる。津森がいきなり右手を上げ、ミノルの肩かたを激しく突つき放はなしたのだ。

　周囲の生徒たちがどよめく中、甲かん高だかい叫さけび声ごえが響ひびいた。

「大きなお世話なんだよ!!」

　裏返った声でそう言い放った津森は、ナイロールメガネの奥おくから突つき刺さすような視線を浴びせると、小走りに階段を下りていった。

　さすがに啞あ然ぜんとさせられ、ミノルが立たち尽つくしていると。

「災難だったね、空うつ木ぎクン」

　突とつ然ぜん背後から呼びかけられ、さっと振ふり向むく。

　階段の手すりに寄より掛かかって立っていたのは、二組の波は佐ざ間ま秋あき利としだった。洒しや脱だつな仕草で肩かたをすくめ、すぐ傍そばまで近づいて笑えみを含ふくんだ声で囁ささやく。

「津森クンは最近気が立ってるみたいだから、近寄らないほうがいいよ。数学部にも全然顔を出してくれないしね」

「……数学部？」

　そう言えばそんな部活もあったっけ……と思いながらミノルが呟つぶやくと、波佐間は薄うすく微笑ほほえんだ。

「よかったら、空木クンも見学に来ないか？　いまのキミなら数学部に入部する資格はあると思うよ」

「い……いや、僕ぼくは、部活は……」

　内心の反発を抑おさえながら、ミノルは小さくかぶりを振ふった。学校の公こう認にんクラブに入部するのに資格もクソもあるものか、と思ったが顔には出さず、三センチほど遠ざかる。

「そう？　残念だな」

　波は佐ざ間まは笑え顔がおのままそう言うと、例によって顔の横で二本指を振ふり、階段を上っていった。

　なんなんだいったい……と息を吐はいてから、時計を見る。猶ゆう予よ時間は残り五分を切っていて、もう津つ森もりを追いかけて質問する余よ裕ゆうはなさそうだ。それ以前に、いまの彼かれがミノルの話を聞いてくれるとも思えないが。

　明日、なんとかもう一度話しかけてみようと考え、ミノルも昇しよう降こう口ぐちに急いだ。靴くつを履はき替かえ、自転車置き場へ。ポケットから鍵かぎを出した時、ポケットのスマホが鳴動する。

　尾お久ぐからかなと思いながら画面を見ると、表示されている名前は安あ須ずユミコだった。咄とつ嗟さに周囲を見回し、他の生徒が近くにいないことを確かく認にんしてから、スマホを耳に押おし当あてる。

「は……はい、空うつ木ぎです」

『いまどこ？』

　名乗りもせずに訊きいてくる加速者に、ミノルは再び左手首の時計を確かく認にんしながら答えた。

「いま、学校を出るところです……」

『あんたのとこ三時半で終わりでしょ、なに十五分もぐずぐずしてたのよ』

「い、いろいろあって……」

『まあ、ちょうどよかったけど』

「え？」

　更さらに小言が続くものと思っていたミノルは、思わぬ言葉に瞬まばたきした。

「ちょうどいいって……何がですか？」

『自転車は学校に置いといて、校門出たら北に行って』

「え……？　自転車じゃないと電車に間に合わないですよ」

　サードアイパワー全開でダッシュすれば別だけど、と思いながら反論したが、ユミコは意外な言葉を返してきた。

『電車乗らなくていいわ、大きい道に出たとこで迎むかえが待ってるから』

「む、迎むかえ？　ユミコさん、来てくれたんですか？」

『私じゃないわ。行けば解わかるから急いで！』

　そう言い放つと、ぶつっと通話を切ってしまう。

「……何なんだよ、もう……」

　呟つぶやきながらスマホを仕し舞まうと、ミノルは愛車を駐ちゆう輪りん場じように残して校門へと向かった。下校する生徒の九割以上は、校門前の狭せまい道路を南──さいたま新しん都と心しん方面に歩いていくが、言われたとおり北に急ぐ。百メートルほどで四車線道路にぶつかるので、左右を見回す。

　やはり黒いアグスタＦ３の姿はない。そもそも、リキダイザーとの取引はミノルとユミコ、オリヴィエだけの極ごく秘ひミッションなのだから、ユミコが来ないなら必然的に迎むかえはオリヴィエということになるが、彼かれは運転できるのだろうか。

　道路のこちら側に停車しているのは、宅配業者のトラックとレクサスの大型ＳＵＶ、それにダイハツのコペンだけ。どれもオリヴィエが乗っているとは思えない。

　────コペン？

　ミノルはハッと両目を見開くと、黄色い軽スポーツカーを凝ぎよう視しした。ハザードランプは点てん滅めつしているが車内は無人──のように見える。しかし。

　強こわ張ばる足を動かし、可愛かわいらしい車に歩み寄る。ミノルがドアの横に達したのと同時に。

　かこっ、と音を立ててドアロックが解除された。

　遠えん隔かく操作ではない。中にドライバーがいるのだ。ミノルには見えない、しかし誰だれよりも会いたくてたまらなかった相手が。

　深呼吸してから、ミノルは助手席側のドアハンドルに手を伸のばし、引いた。メッセンジャーバッグを体の前で抱かかえて、低いシートに体を滑すべり込こませる。ドアを閉め、まず前を、次いで横の運転席を見る。

　光学的には無人。しかしミノルには解わかる。かすかに漂ただよう、フローラル系の甘あまい香かおり。そして、空気を介かいして伝わってくる、仄ほのかな体温。

「……おかえり、スウさん」

　ミノルが囁ささやくと、ジジッという空電ノイズのような音が響ひびき、レザーシートの上に人ひと影かげが出現した。黄色いキャスケットからはみ出す、ふわっとした髪かみ質しつのショートヘア。息を吞のむほど美しい、小さな顔。夜明け前の空を思わせる、すみれ色の瞳ひとみ──。

　特課メンバー、《屈折者リフラクター》小こ村むらスウは、少し首を傾かたむけてミノルの顔を見つめると、涼すずやかな声を響ひびかせた。

「ただいま、ミノルさん」

　色の薄うすい唇くちびるに、ごく淡あわい、しかし心がほんのりと温かくなるような笑えみが滲にじむ。あの時──コンクリートの牢ろう獄ごくからミノルを脱だつ出しゆつさせるために、ミノルを突つき飛とばす寸前に浮うかべたのと同じ、透すき通とおった微び笑しよう。

　スウは確かに目の前に存在しているのに、目を離はなしたら消えてしまいそうな儚はかなさを感じて、ミノルは上体を運転席へと近づけた。そこでどうにか自制し、問いかける。

「スウさん……いつ退院したの？　もう動いていいの？」

「退院したのは今朝。頭の骨はちゃんとくっついたからもう大だい丈じよう夫ぶ。縫ほう合ごう痕あとの髪かみが生えるまで、しばらくこれが必要だけど」

　そう言うと、キャスケットの鍔つばに触ふれる。そのまま少しだけ帽ぼう子しを持ち上げ、会え釈しやくする。

「早く連れん絡らくしなくてごめんなさい……直接お礼を言いたくて」

「う、ううん、謝あやまることないけど……頭に大おお怪け我がしたんだから、しばらく本部で安静にしてたほうがいいんじゃ……」

　不安を口にするミノルに、スウは微笑ほほえみながら頷うなずきかけた。

「脳の血けつ腫しゆは完全に消えて、脳波にも異常ないって。お医者様も驚おどろいてた。……ミノルさん、覚えてる？　病院で、私をミノルさんの殻からに入れてくれた時のこと……」

「……うん」

「あの時、何かが……もしかしたら誰だれかの手みたいなものが、私の頭に触ふれて、脳の中にまで入ってきた。その手が、手術できないところにあった血けつ腫しゆを取り去ってくれた……信じられないかもしれないけど、そんなふうに感じたの」

　スウの言葉に、ミノルは大きくかぶりを振ふった。

「ううん、信じるよ。僕ぼくもまったく同じように感じたから……確かにあの時、殻からの中に、僕ぼくとスウさんの他にも誰だれかがいた。僕ぼくたちの体と殻からの隙すき間まはたった三センチしかないんだけど……それでも、誰だれかの存在を感じたんだ」

「不思議ね」

　そう呟つぶやくと、スウは更さらに体をミノルに近づけた。至近距きよ離りから視線を合わせ、囁ささやく。

「怪我けがを治ち療りようしたのは《誰だれか》だけど、私を助けてくれたのはミノルさん。ありがとう」

　そして両手を伸のばし、ミノルの背中に回すと、しっかりと引き寄せた。

　動転しなかったと言えば噓うそになる。しかしそれよりもずっと大きな安あん堵どと親愛の念が湧わいてきて、ミノルも我知らず両手でスウの細い体を抱だき締しめていた。

　いくら駅と反対方向といっても、吉よし城き高校からほんの百メートルしか離はなれていないのだから、隣となりの歩道を通る生徒が車内のミノルに気付く可能性もある。しかしいまはそんな懸け念ねんなどどこかに吹ふき飛とび、ミノルはただ、スウとの接せつ触しよくからもたらされる全感覚を余さず記き憶おくに刻もうとした。

　エンジンが止まっているので、ハザードランプのリレー音だけが静かに響ひびく。それに、ミノルの心臓の音と、スウの息いき遣づかいが重なる。

　数十秒、あるいは一分ほども経過した時、かすかな声が左の耳じ朶だをくすぐった。

「私もずっとこうしていたいけど……そろそろ移動しないと、作戦に間に合わない」

「…………作戦」

　呟つぶやいてからようやく、二時間後に迫せまる重大ミッションのことを思い出す。そして、スウが本来はこんなところにいるはずがないことも。

　さっと顔を上げると、ミノルは二度瞬まばたきしてから、上ずった声で訊たずねた。

「そ……そもそも、どうしてスウさんがここに？　このあとのこと、知ってるの？」

　だがスウは微笑ほほえんだだけで、抱ほう擁ようを解いてドライバーズシートに座すわり直した。

「移動中に説明する。ミノルさんもシートベルトを」

「う……うん」

　頷うなずき、いつの間にか足あし許もとに落ちていたメッセンジャーバッグを膝ひざに戻もどしてベルトを締しめる。スウがスタートボタンを押おすと、エンジンが元気な音を立てて目覚める。

　滑すべるように発進したコペンは、右車線に移ると一気にスピードを上げた。そう言えばスウはまだ中学三年生のはずで、運転はどこで練習したんだろう──というかもうすぐ高校受験なのでは……。

　などとあれこれ考えてしまうミノルだったが、それも車が高速道路に乗るまでのことだった。新しん都と心しん西にしランプから埼さい玉たま大おお宮みや線せんに入ったコペンはさらに加速し、軽自動車とは思えない走りで他の車を次々に抜ぬき去っていく。

　──どうして特課の女性陣はこんなに飛ばすの！

　心の中でそう叫さけびつつ、ミノルはバッグをしっかりと抱だき締しめた。








７






　埼さい玉たま大おお宮みや線せんから中ちゆう央おう環かん状じよう線せんに入ったコペンは、初はつ台だい南みなみランプで一いつ般ぱん道どうに出た。

　かかった時間はわずかに三十分。原はら宿じゆく駅までの移動時間を加えても、五時の待ち合わせには楽々間に合う。

　道中、スウはなぜ自分がミノルを迎むかえにきたのかを簡潔に説明してくれた。

　今日の十時に退院したスウは、ＤＤの運転する車で特課本部に戻もどった。自室に荷物を置いてから五階の作戦室兼休憩室兼食堂に行ったのだが教授は不在で、ＤＤも基地に行ってしまったので、スウは透とう明めい化かしたままコタツに入り、教授が戻もどるのを待つことにした。

　特課本部のコタツは、ミノルが教授の命令で数日前に組み立てたばかりなので、久しぶりの温かさにスウはついうとうとしてしまった。気付いた時には部屋にユミコとオリヴィエが戻もどってきていて、挨あい拶さつしなければと思いながらも眠ねむ気けを振ふり払はらえずにいると、二人の会話が断だん片ぺん的てきに耳に入った。

　リキダイザー。トランサー。スティンガー。そのあたりまで聞いてようやく意識が覚かく醒せいし、スウは透とう明めい化かを解除した。仰ぎよう天てんした様子のユミコたちを何の話なのか問とい詰つめ、取引の話を聞き出し、自分も加えるよう頼たのんだ──実際には半ば脅きよう迫はくだったらしいが──うえで、ミノルの迎むかえを引き受けたのだという。

「……つまるところ、ユミコさんとオリビーさんがうっかりしすぎって話ですよね……」

　ミノルが首を振ふると、スウはくすっと笑って言った。

「私も消えてたから……ちゃんと《ここにいるクッション》は使ってたけど」

「だったらスウさんのせいじゃないです。でも、どうして作戦に加わろうと思ったんですか？　絶対あとで教授に怒おこられる……だけじゃ済まないかもしれないのに……」

　その問いにはすぐには答えず、スウはコペンを減速させた。富とみヶが谷や交差点を原はら宿じゆく方面へ左折し、次の赤信号で停とまる。

「私は特課メンバーだけど……それ以前に、ユミコさんやオリヴィエさんの友達だと思ってるから」

　ぎりぎり聞き取れるほどの音量で発せられたその声に、ミノルはちらりと隣となりを見た。スウは両手でハンドルを握にぎり、真まっ直すぐ前を向いているが、キャスケットの下の顔がほんのわずかに赤らんでいる気がする。

《屈折者リフラクター》小こ村むらスウは、自分の体に当たる光を歪わい曲きよくさせるというサードアイ能力の他にもう一つ、本物の超ちよう能のう力りよくとしか思えない力を持っている。《他人の視線とそこに込こめられた感情が見える》というその力のせいで、スウは実の両親にすら恐きよう怖ふを抱いだくようになり、一時は自殺も考えたらしい。

　そんな彼かの女じよが友達という言葉を口にするには、どんなにか勇気が必要だっただろう。

「……解わかりました」

　頷うなずいたミノルの右みぎ肘ひじのあたりを、スウが左ひだり拳こぶしで軽く小こ突づいた。

「は……？」

　どういうジェスチャーなのか理解できず、再び隣となりを見る。信号が青になり、スウはコペンを発進させてから、やや不満そうな声を出した。

「そこは、僕ぼくは友達じゃないんですか、って訊きくところ」
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「へ……？」

　言われてやっと気付く。スウは先刻、ユミコとオリヴィエの友達だと思っていると言ったが、そこにミノルの名前はなかったのだ。

「え、ええと……僕ぼくは、友達じゃないんですか……？」

「時間切れだからもう答えない」

「そ、そんな……」

　情けない声を出すミノルに、一いつ瞬しゆんだけ悪戯いたずらっぽい笑えみを向けると、スウはアクセルを強く踏ふみ込こんだ。




　原はら宿じゆく駅の皇族専用ホームの南側でミノルを降ろすと、コペンはそのまま北に走り去っていった。

　スウはリキダイザーとの対話には参加せず、広場周辺を警けい戒かいするということでユミコたちと話がついているらしい。だからといって安全というわけではなく、もしこれがルビーアイたちの仕し掛かけた罠わななら、スウが一人で敵の伏ふく兵へいと対たい峙じすることになってしまう。病やみ上あがりの身で戦せん闘とうはまだ無理なのではとミノルが心配すると、スウは可愛かわいらしいスタジアムジャンパーの懐ふところに忍しのばせたテーザーと拳けん銃じゆうを見せてくれた。

　それはそれで心配だなあ……と思いながら遠ざかるコペンを見送り、時計を確かく認にんする。午後四時四十五分。平日ではあるが、道路にはお洒落しやれをした若者たちが溢あふれている。

　原はら宿じゆくに遊びにきたことなど一度もないミノルとしては、強きよう烈れつなアウェー感を覚えずにいられないが、いまは気を散らしている場合ではない。近くにあった自じ販はん機きでミネラルウォーターを買い、バッグに放ほうり込こんでから、ユミコとの合流ポイントである原はら宿じゆく駅の竹たけ下した口ぐち改札へと急ぐ。

　当然だが駅近くの歩道はいっそう混雑していて、まっすぐ歩くこともままならない。鼻から空気を深々と吸すい込こみ、ルビーの匂においがしないことを確かめつつ改札に近づく。

　この人混みからユミコを見つけるのは楽じゃないぞと思ったのだが、その心配は無用だった。突とつ然ぜん、真横から手が伸のびてきて、ミノルの腕うでをがっちりと抱かかえ込こんだのだ。

「もォー、おーそーいィー！」

　という甲かん高だかい声に、人ひと違ちがいです！　と喚わめきそうになったが寸前で堪こらえる。右みぎ腕うでにぶら下がっている制服姿の女子高生は、《加速者アクセラレータ》安あ須ずユミコその人に間ま違ちがいない。

「な……なんなんです!?」

　無声音でそう叫さけぶと、ユミコも素す早ばやく囁ささやき返した。

「いいから合わせて！」

　そう言われてもと思いながら横を見ると、少し離はなれた場所で、いかつい格好をした男二人が値ね踏ぶみするようにミノルを睨にらんでいる。さっと視線を外し、ユミコに引っ張られるまま歩き始める。

「……誰だれなんです、あれ？」

「ナンパ男」

「…………あー」

　つまり、改札の近くに一人でいたユミコに、あの二人組が声を掛かけてきて、それを振ふり切きるために恋こい人びと同士のふりをしているということなのだろう。ようやく状じよう況きようを理解したミノルは、命知らずな人たちですね……と言いそうになったが今度も吞のみ込こみ、代わりに訊たずねた。

「そもそも、なんでこんなところを合流地点にしたんですか？　ああいう人たちがいることは予想できたと思うんですけど……」

「うっさいわね、原はら宿じゆくよく知らないのよ。それに、人混みの中のほうが奇き襲しゆうを受ける危険性は低いし」

　苛いら立だちを隠かくさない声でそう答えつつもミノルの右みぎ腕うでをホールドしたまま、ユミコは歩道を南に歩いた。レトロな駅舎の表おもて参さん道どう口ぐち改札を通り過ぎ、神じん宮ぐう橋ばし交差点を右折。前方に代よ々よ木ぎ公こう園えんの巨きよ木ぼく群ぐんが見えてきたところで、ようやく腕うでをほどく。

　ふうっと息を吐はくユミコの横顔を見ると、不ふ機き嫌げんさはほぼ消えたが張はり詰つめた感じはむしろ強くなっていて、ミノルは思わず離はなしたばかりの腕うでに軽く触ふれてしまった。

「ユミコさん……まだ取引まで一時間もあるんですから、いまからそんなに緊きん張ちようしてたら持たないですよ」

　するとユミコはしかめっ面つらでミノルを一いち瞥べつし、言った。

「最さい凶きようルビーのリキダイザーと会おうってのよ、緊きん張ちようするに決まってるでしょ。逆に、あんたはどうしてそんなに落ち着いてるわけ？」

「え……？」

　言われてようやく気付く。確かに、いままで作戦前には必ず感じていた息苦しさや胃がせり上がるような感覚がいまはない。それどころか、昨日のリキダイザーとの会話中ずっとミノルを捕とらえていたひりつくような緊きん張ちよう感かんさえもどこかに行ってしまったようだ。

「うーん……まあ、今日はべつに戦せん闘とうするわけじゃないですし」

「わかんないでしょそんなの。もし交こう渉しようが決けつ裂れつしたら、その場でこっちを全員始末しようとするかもしれないわよ」

「まあ、それは、確かに……」

　と頷うなずきはしたものの、なぜかそうはなるまいという予感がする。

　しかし確かに、一度はこちらを殺そうとした相手と会うのだ。気を抜ぬいていい状じよう況きようではまったくない。

「……いざとなったら、僕ぼくがリキダイザーを押おさえますから、ユミコさんとオリビーさんは退たい避ひして下さい」

　ミノルが言うと、ユミコはふんと鼻息を鳴らした。

「あんたを囮おとりにして逃にげるほどビビっちゃいないわよ」

　その言葉を証明するかのように、大おお股またで代よ々よ木ぎ公こう園えんの入り口広場に踏ふみ込こんでいく。

　葉を落とした木々に囲まれた半円形の広場には、少なからぬ数の人がいた。ベンチで何やら食べている学生、犬を連れた親子、大きなカメラを持った老人……疑おうと思えばいくらでも疑えるが、まさか全員に近づいて匂においを嗅かぐわけにもいかない。

「──ＤＤさんがいれば、伏ふく兵へいがいてもすぐに見み抜ぬけたんでしょうけど……」

「あいつは見み抜ぬくんじゃなくて嗅かぎつけるだけよ。ま、確かに索さく敵てき能のう力りよくでは特課一だけど……今回はＤＤ抜ぬきでやるしかない。指名された三人以外が来てることがバレたら、リキダイザーは姿を現あらわさないだろうから」

「そう、ですね……」

　その意味では小こ村むらスウの飛び入り参加もリスキーだが、彼かの女じよは完全に姿を消すことができる。無音の密室でもない限り気付くのは不可能──と信じるしかない。

　再び時計を見ると、ようやく五時を回ったところだ。

「……まだ一時間近くありますけど……」

　ミノルが指し摘てきしても、ユミコはだからどうしたという顔を向けてくる。

「伏ふく兵へいチェックを小村さんだけに任せておくわけにはいかないでしょ、私たちも一通り公園内を歩くわよ」

「それはいいですけど……歩いてるあいだにリキダイザーとばったり出くわしちゃったらどうするんです？」

「知らん顔で通り過ぎる」

「……そ、そうですか」

　まあ確かにそれしかないのかもと思いつつ、ミノルは公園に入っていくユミコを追いかけた。

　電車の中で詰つめ込こんできた情報によれば、代よ々よ木ぎ公こう園えんの敷しき地ちはおよそ五十四万平方メートルで、東京二十三区内の公園としては五番目に広いらしい。広い道路で南北に分ぶん割かつされていて、南側のＢ地区にはサッカー場やバスケットボールのコート、陸上トラックが整備され、北側のＡ地区には森や広場、噴ふん水すいなどがある。リキダイザーが指定した中央広場は、その名のとおりＡ地区の真ん中だ。

　ひとまず広場を目指して歩いていくと、公園内部も予想より人の数が多い。真冬の五時過ぎとあってもうかなり薄うす暗ぐらいが、空気感はミノルの地元の秋あきヶが瀬せ公こう園えんあたりとはまったく違ちがう。

「……オリビーさんとはどこで合流するんですか？」

「六時十分前に噴ふん水すいの前」

「え……あと五十分も別行動なんですか？　どうして……？」

「そのほうが広こう範はん囲いをチェックできるでしょ。ほんとは私ときみも別々に安全確認クリアリングしたほうがいいんでしょうけど、きみは武器持ってないからね」

　真顔でそう言われれば、「はあ……」と頷うなずくしかない。

　確かに特課メンバーは、《剣使い》のオリヴィエを除く全員がテーザーや拳けん銃じゆうでしっかり武装している。中学生のスウですら銃じゆうを持っているわけで、しかしミノルにはいままでそんな話はついぞ出なかったのはなぜだろう。

　という思し考こうを読んだかのように、ユミコが小声で言った。

「きみも持ちたければ持っていいわよ、その前にたっぷり射しや撃げき訓練してもらうけど。ただ……ハンドガンもテーザーも、きみの能力と相あい性しよう悪いのよね。だから教授も、敢あえて武装しろとは言わないんだと思う」

「相あい性しよう……」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから理解する。確かに、拳けん銃じゆうを手に持った状態で防ぼう御ぎよ殻かくを出せば弾はじかれてすっ飛んでいくか、取とり込こめたとしても撃うてば弾たまが内部で跳はね返かえってミノルに当たってしまう。テーザーも同じことで、使うには殻からを消す必要があり、それではジェットアイとして本ほん末まつ転てん倒とう──ということなのだろう。

「うーん……しばらくは、素す手でで頑がん張ばります……」

　ミノルがため息交じりに言うと、ユミコは「そうね」と素っ気なく頷うなずいた。しかし自分でもそう感じたのか、すぐに付け足す。

「まあ、きみの場合は自前の能力だけでタンクとして充じゆう分ぶん役に立つから、無理して銃じゆうとか持つ必要はないわよ」

「……た、タンク？」

「意味はあとでオリビーに聞いて。それより、そろそろ中央広場よ……周囲の人をそれとなくチェック」

「は、はい」

　言われるまま、左右に視線を走らせつつも、さっきのは慰なぐさめてくれたんだろうか……と考えてしまうミノルだった。




　中央広場をぐるりと囲む一周一・二キロの歩道を、ミノルとユミコは二十分かけてゆっくりと歩いた。すれ違ちがう人間は三分の一がジョガー、三分の一がカップルか家族連れ、三分の一がよく解わからない人という感じだったが、ルビーアイの匂においを感じることはもちろん、怪あやしいと感じることさえ一度もなかった。

　仮にリキダイザーの接せつ触しよくが敵組織の罠わなで、ミノルとユミコ、オリヴィエを一いち網もう打だ尽じんにしようとしているなら、それなりの数のルビーアイを広場周辺に潜せん伏ぷくさせる必要があるはずだ。こちらのレーダーに一いつ切さい引っかからないということは考えにくい。

　しかしユミコは一周では満足せず、オリヴィエとの合流ポイントの噴ふん水すい広ひろ場ばを素す通どおりして、二周目の索さく敵てきを開始した。歩いているうちに空はどんどん藍あい色いろに染まっていき、人の姿を見分けるのが難しくなる。やむなく嗅きゆう覚かくに集中しながら歩いていると、なんだか動物のような気分になってくる。

　ふと、昨日の去り際にリキダイザーが残していった言葉を思い出す。

　──坊ぼうや、ほんの少しだけど、匂におうわね。

　少々落ち着かない気分になり、学生服の襟えり元もとを引っ張って自分の匂においを嗅かごうとしていると、隣となりのユミコが怪け訝げんそうな声を出した。

「急になにしてるの？」

「い、いえ……汗あせ臭くさくないかなって……」

「ハァ？　なんでいまそんなこと気にするわけ？　まさかリキダイザーに会うから？」

「ち、違ちがいますよ。いや、違ちがわないのかな……昨日、あの人が……」

　しかしその先を言うことはできなかった。背後で、ザシザシと聞こえよがしの足音が響ひびいたのだ。

　ユミコと同時に振ふり向むくと、近づいてくるのは黒のレザージャケットと限度を超こえたダメージデニム、だるだるなニットキャップにいかついエンジニアブーツという出いで立たちの男だった。加えて左ひだり肩かたにはギターケースを引っかけている。

　何者!?　とミノルは一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたが、男が無言でキャップの縁ふちを持ち上げると、出てきたのは見慣れたハンサムフェイスだった。《分断者デイバイダ》斉さい藤とうオリヴィエ。

「……あんた、何なのそのアホっぽい格好？」

　ユミコの呆あきれ声ごえに、オリヴィエは少々心外そうに答えた。

「原はら宿じゆく界かい隈わいでナガモノを持ち歩くには最適な変装なんだぜ。釣つり師しやら剣けん道どう部ぶ員いんよりはマッチしてるだろ」

「警官に職しよく質しつされたら他人のフリするから」

　すげなく言い切ると、ユミコは表情を改めた。

「それで……怪あやしい奴やつはいた？」

「まったく。そっちは？」

「同じくよ。小こ村むらさんからも警報こないし、罠わなの可能性は低くなってきたかしらね」

「フム……」

　唸うなったオリヴィエが、素す早ばやく周囲に視線を走らせる。ミノルもつられて辺りを見回す。

　現在位置は、中央広場の南側にある噴ふん水すい広ひろ場ばの入り口だ。大きな池に面した四角い広場にはベンチが十じつ脚きやくほど設置され、うち三つに人が座すわっているが全てカップルのようだ。もちろん、先刻ユミコが原はら宿じゆく駅でしたように、ルビーアイがカップルを偽ぎ装そうすることも充じゆう分ぶんに有り得る。それでもこの距きよ離りまで近づけば、何かを感じるはず。

「……けど、何せ相手が相手だ。警けい戒かいは怠おこたらないようにしようぜ」

　ニットキャップを引き下ろしながらオリヴィエが言うと、ユミコも素す早ばやく頷うなずいた。

「当然ね。……五分前、そろそろ行くわよ」

　その言葉を聞き、ようやくミノルの中にも緊きん張ちよう感かんが湧わいてくる。口の渇かわきを感じ、メッセンジャーバッグから水のボトルを出してごくごく飲むと、ユミコが右手を突つき出だした。

「私にもちょうだい」

「え……は、はい、どうぞ」

　高校の教室でこんな真似まねをすれば、囃はやし立たてられる……ことはなくとも周囲が軽くざわつくだろうが、いまの僕ぼくは学生じゃなくて特課の戦せん闘とう員いんなんだ、と自分に言い聞かせつつボトルを差し出す。ユミコのほうは平然と受け取り、二口飲んでからオリヴィエを見た。剣使いが小さくかぶりを振ふるので、キャップを閉めてミノルに戻もどす。

　ボトルをバッグに突つっ込こみ、二人と視線を交かわす。無言で頷うなずき合い、歩き始める。

　噴ふん水すい池いけを縦断する橋を渡わたり、中央広場へ。花見シーズンは場所取りが必要なほど混雑するらしいが、一月のいまは芝しば生ふも薄うす茶ちや色いろに枯かれて実に寒々しい光景だ。歩道から離はなれて広場に踏ふみ込こむと、人の姿はまったくなくなる。

　原はら宿じゆく駅周辺はまっすぐ歩けないほど混雑していたのに、そこからほんの五百メートルばかり西にこんな無人の空間があるなんて……とミノルは少し不思議に思った。確かにこの場所なら伏ふく兵へいの可能性をかなり排はい除じよできるし監かん視しカメラも存在しない。

　ユミコ、オリヴィエ、ミノルの順で並んで歩き、広場の中央へ。すでに空から夕焼けの色は消えてしまったが、渋しぶ谷やや原はら宿じゆくの街明かりとサードアイのおかげで視界は確保できる。寒風が吹ふき渡わたる広場に、リキダイザーの姿はまだない。

　──いや。

　南から中央を目指すミノルたちの反対方向、広場の北から黒いシルエットが一つまっすぐに進んでくる。前を歩くユミコとオリヴィエが速度を落とす。ミノルも足取りを緩ゆるめつつ、人ひと影かげにじっと目を凝こらした。

「…………？」

　女性──ではあるが、右手にくたびれた感じのトートバッグ、左手に白いレジ袋ぶくろを提さげて、あずき色のダウンコートを着てベージュのマフラーを巻いた姿はただの主婦にしか見えない。近くの住民が近道をしようと広場を突つっ切きってきたのかな、とミノルが肩かたの力を抜ぬきかけた、その時。

「あいつよ」

　ユミコが低い声で囁ささやき、オリヴィエも無言で頷うなずいた。

　直後、二人が立ち止まり、主婦らしき人ひと影かげも足を止めた。彼ひ我がの距きよ離り、およそ五メートル。これだけ離はなれていると、向こうの顔はよく見えない。

　と、主婦が再び動いた。一歩一歩足あし許もとを確かめるような歩みで、少しずつ距きよ離りを詰つめてくる。ユミコが右手でテーザーの位置を確かめ、オリヴィエもギターケースを背中から体の横に移動させる。残り四メートル、三メートル……二メートル。

「ボンソワール」

　流りゆう暢ちようなフランス語が風に乗って届き、ミノルもようやく確信した。見た目の雰ふん囲い気きは生活に疲つかれた主婦そのもので、昨日の女子高生姿からは十じつ歳さい以上も年上に見えるが、少し乱れた前まえ髪がみの下で怜れい悧りに底光りする双そう眸ぼうはリキダイザー当人に間ま違ちがいない。目が合った途と端たん、両りよう腕うでの皮ひ膚ふが激しく粟あわ立だち、防ぼう御ぎよ殻かくを展開しそうになるが懸けん命めいに堪こらえる。

「……それ、変装？　それとも正体？」

　いっぽうユミコは、緊きん張ちようを感じさせない声でそんな質問を投げた。リキダイザーはやや濃こいめに化け粧しようした両目を瞬しばたたかせると、日本語で答えた。

「その情報は交こう換かん条件に入ってないわね」

「だったら買かい物もの袋ぶくろの中身くらい教えなさいよ」

　尖とがった声で詰きつ問もんされても、リキダイザーの余よ裕ゆうは消えない。

「単なる食料品よ、参さん宮ぐう橋ばしのスーパーで買ってきたの」

「なんでこの状じよう況きようで食べ物なんか買ってくるわけ？」

「偽ぎ装そうと実利を兼かねて……かしらね。私だってお腹なかは空くのよ」

　悠ゆう揚よう迫せまらぬ口調で答え、マフラーの奥おくで薄うすく微笑ほほえむ。しかしすぐに真顔に戻もどり、軽く会え釈しやく。

「私の要よう請せいに応じてくれたこと、まずはお礼を言うわ。他のお仲間も自衛隊のナントカ部隊も公安も来てないみたいだし、万が一いたとしても例の透とう明めいガールだけよね。もし彼かの女じよが来てるなら、病やみ上あがりで無理させないほうがいいわよ？」

　途と端たん、ミノルは胃のあたりがじわりと熱くなるのを感じた。スウが頭に大おお怪け我がをしたのは、リキダイザーの液化トラップから脱だつ出しゆつするためだったのだ。しかしそれも元を正せば、ミノルたちが《組織》のアジトに侵しん入にゆうしたから起きたことなのだと自分に言い聞かせてなんとか我が慢まんする。

　性格からしてユミコもかーっときたはずだが、それを表面には出さなかった。

「ご忠告どうも。そっちこそ、取引の話、本気だったみたいね」

「もちろん本気よ。ケチな罠わなを仕し掛かけるためにいちいち大おお宮みやくんだりまで行かないわ」

「くんだりで悪かったですね」

　思わずミノルが割わり込こむと、リキダイザーは皮肉そうに口角を上げた。

「あら、私は結構気に入ったわよ、大おお宮みや。空が広くて開放感あるし」

「結局バカにしてるじゃないですか……」

　そんなやり取りで、わずかに弛し緩かんしかけた空気を。

「スターゲイザーはどこにいる」

　いままで沈ちん黙もくしていたオリヴィエの、低い声が一いつ瞬しゆんで引ひき締しめた。

　左手の指先がギターケースのバックルにかかり、いつでも蓋ふたを開け放てるよう備えている。中身はもちろんギターではなく、愛用のロングソードだろう。あらゆる固体を液化してしまうリキダイザーには無力な武器だが、そうと解わかったうえで不退転の決意を示しているのだ。

　恐おそらく、同じことはリキダイザーにも言える。彼かの女じよは液化する対象物に掌てのひらを触ふれさせる必要があるのだが、その手に厚い手て袋ぶくろを嵌はめたうえでトートバッグとレジ袋ぶくろを握にぎっているのは、先制攻こう撃げきはしないという意思表示ではあるまいか。

　だからと言っておもねるつもりは皆かい無むのようで、笑えみを完全に消したルビーアイは、冷れい徹てつな瞳ひとみをオリヴィエに向けた。

「取引は一つずつにしましょう。一つ答えたら、一つ質問できる。それでどう？」

「……いいぜ」

「なら、サービスでまず私から答えるわね。スターゲイザー……あなたの妹は、ルビーアイの組織の本ほん拠きよ地ちにいる」

「その本ほん拠きよ地ちってのは……」

　前のめりになったオリヴィエが、「一つずつ」という約束を思い出したのか言葉を途と切ぎれさせると、代わりにユミコが口を開いた。

「で、そっちの質問は？」

「トランサーはどこにいるの？」

　オリヴィエの質問を鏡に映したようなその問いに、ユミコはすぐには答えなかった。取引に乗ると決めても、やはり特課の極ごく秘ひ情報を漏もらすことには抵てい抗こうがあるのだろう。しかし、いまさら後には引けない。

「……特課を支し援えんする病院に収容されてるわ」

　硬かたく乾かわいた声で、真実の一部を告げる。

　リキダイザーが頷うなずくと、再びオリヴィエが半歩前に出た。さっきの質問を改めて口にするのだろうと思ったが、発せられたのは新たな問いだった。

「スティンガーの居場所は？」

　これにはリキダイザーも虚きよを衝つかれたのか、真顔でオリヴィエを眺ながめた。しかし余計なことは言わず、トートバッグを握にぎる右手を持ち上げる。

「坊ぼうやには昨日説明したけど、私が探知できるのは、おおまかな方向だけなの。でもここ数日スティンガーはほとんど動いていないから、私が動くことで位置をかなり絞しぼり込こめる。あいつはいま、南みなみ麻あざ布ぶ近辺に潜せん伏ぷくしてるわ」

「南みなみ麻あざ布ぶ……」

　オリヴィエが呟つぶやくのを聞きながら、ミノルは小声でユミコに訊たずねた。

「あの、南みなみ麻あざ布ぶってどのへんでしたっけ」

「広ひろ尾おの東、白しろ金かねの北。……もうちょっと絞しぼり込こめないの？」

　後半はリキダイザーに向けた言葉だ。腕うでを下ろしたルビーアイは、ひょいと肩かたをすくめる。

「近づけば、もちろん可能よ。でも気付かれるリスクがあるわ」

「……なるほどね」

　ユミコが頷うなずくと、リキダイザーは再び表情を消し、言った。

「じゃあ、次は私の番ね。──トランサーを収容してる病院の、詳しよう細さいな位置を教えて」

「…………」

　ミノルの左前に立つユミコが、口くち許もとを引き結ぶ。

　躊躇ためらう理由は、機き密みつ事じ項こうだからではなく、もしリキダイザーが病院──ＮＣＡＭの十一階を襲しゆう撃げきすれば、医い療りようスタッフや警備員に死者が出る可能性があるからだろう。オリヴィエの妹を救出するための取引ではあっても、その結果一いつ般ぱん人じんの犠ぎ牲せい者しやが出てもいいとまでは割り切れるまい。

　答えないユミコを見み据すえながら、リキダイザーが問いかけた。

「取引はここで終わり？」

「いえ……続ける」

　そう応じたユミコは、苦しさを隠かくせない声で続けた。

「でも、一つ約束して欲ほしい。病院の位置を教えても、強ごう引いんな襲しゆう撃げきはしないで」

「……は？　甘あまえてるの？」

　ひそやかな声が流れ、リキダイザーの両手から買かい物もの袋ぶくろがどさっと芝しば生ふに落下した。

　スエードのショートブーツを履はいた足あし許もとから、極低温の殺気が噴ふき上あがる。ユミコが素す早ばやく飛とび退すさり、オリヴィエがギターケースのバックルを弾はじく。ミノルも再び殻からを出しそうになるが、今度もぎりぎりのところで我が慢まんする。

　身構える三人を、錐きりのような視線で順に貫つらぬきながら、リキダイザーは言った。

「あなたたちが取引に乗ったのは、スターゲイザーを《強ごう引いんな襲しゆう撃げき》で奪うばい返かえすためでしょう？　同じことを私がしていけない理由がどこにあるの？」

「…………ないわ」

　そう呟つぶやくと、ユミコは前ぜん傾けいさせていた体をまっすぐに伸のばした。

「だから、これはただのお願い。それに……いくらあなたでも、闇やみ雲くもに突とつ入にゆうしてトランサーを救出できる可能性は低い。問題の病院には、防衛システムの一部として二百メガパスカル級のウォータージェットが設置されてるから」

　それを聞いてもリキダイザーは表情を変えなかったが、徐じよ々じよに殺気を収めると、地面に落としたトートバッグとレジ袋ぶくろを拾い上げた。

「……なるほどね。確かに私も高圧水流は無力化できない……でも確か、ウォータージェットの有効切断距きよ離りってせいぜい数センチじゃなかった？　たとえば天てん井じようから噴ふん射しやしたとして、下にいる人間を殺せるものなの？」

「それ、質問一つにカウントしていいの？」

　ユミコの切り返しに、リキダイザーは薄うすく苦く笑しようした。

「ノン、いまのは答えなくていいわ。殺せるように工く夫ふうしてるんでしょうし。──病院の守りが堅かたいことは解わかった、でも私の答えは同じよ。襲しゆう撃げきしないとは約束できない……だって、そのために取引を持ちかけたんだから」

「…………」

　更さらに何かを言おうとしたのだろう、ユミコは鋭するどく息を吸すい込こんだが、それが声に変わることはなかった。

　リキダイザーは、たとえ命を落とす危険があるとしても、単身敵地に乗のり込こんでトランサーを救出すると宣言したのだ。そこまでの覚かく悟ごを固めているのなら、これ以上何を言っても意味はあるまい。

　重苦しい沈ちん黙もくが続き、ついにリキダイザーが口を開いた。恐おそらくは、ここで取引を打ち切ると言おうとしたのだろうが、それより早く。

「違ちがうだろ」

　ギターケースのバックルを戻もどしながら、オリヴィエが言った。

「違ちがう……とは？」

「アンタがこの取引を持ちかけたのは、病院を襲しゆう撃げきするためじゃなくて、トランサーを取とり戻もどすためだろ」

　低く掠かすれたオリヴィエの声に、リキダイザーはゆっくりと一度瞬まばたきした。

「それ、何か違ちがいがある？」

「あるさ。……オレがトランサーの奪だつ還かんに手を貸す」

　そう言い切った分断者の顔を、ミノルとユミコは啞あ然ぜんと眺ながめた。驚おどろいたのはリキダイザーも同じだったようで、「オーララ……」と恐おそらくフランス語の間投詞であろう言葉を呟つぶやいてから、日本語に切きり替かえる。

「ディバイダ、何を言ってるか解わかってるの？　情じよう報ほう漏ろう洩えいだけならともかく、そんなことしたら今度はあなたが拘こう束そくされるわよ。洗脳されたと思われて、サードアイを摘てき出しゆつされてもおかしくないわ」

「構わない……クレアを取とり戻もどした後ならな」

　コードネームではなく妹の本名を交えてそう言い切ると、オリヴィエはユミコを、次いでミノルを見た。表情は落ち着いているが、ブルーグレーの瞳ひとみの奥おくには痛切な色合いが滲にじむ。

　凝結者トランサーこと三み川かわ霤りゆうは、斉さい藤とうクレア拉ら致ちの実行犯であり、オリヴィエはあの男に並々ならぬ敵てき愾がい心しんを示し続けてきた。トランサーのサードアイ摘てき出しゆつ手術への立ち会いを希望していたのも、宿敵の最さい期ごを──あくまでルビーアイとしての、だが──見届けたいがゆえだろう。

　そんなオリヴィエが、トランサーの救出に協力すると言い出したことにもちろんミノルは驚おどろいたが、しかし同時に納なつ得とくする気持ちもあった。妹を助け出すためならなんだってするという、その決意は理解できる。いや、そうするべきだとさえ思う。ゆえに──。

「僕ぼくも手伝います」

　ミノルがそう発言すると、オリヴィエは呆あきれたように眉まゆを上げた。

「アホかよアイソレータ、お前まで危ねー橋渡わたる必要ねーだろ」

「でも成功の確率は、一人より二人のほうが上がるはずです。そのぶんリキダイザーさんを説得できる確率も上がる、そうでしょう？」

「あのなぁ……」

　更さらに反論しようとして、口を閉じる。ユミコが一歩前に出たからだ。

「そんなこと言われたら、私も二人より三人って言うしかないじゃない」

　両手を持ち上げるユミコに、ミノルはオリヴィエと同時に何かを言おうとしたが、適切な言葉を見つけられなかった。渋じゆう面めんを突つき合あわせる三人を無言で眺ながめていたリキダイザーが、不意に長々とため息を漏もらした。

「はぁ…………、あなたたちを見てると、色々と認にん識しきがグラつくわね。でもまあ、協力すると言うなら頭ごなしに拒こばむつもりはないわ。ただ……」

　鋭するどさを取とり戻もどした瞳ひとみで、再びミノルたちを順に睨にらむ。

「具体的にはどうするつもり？　私の代わりにあなたたちが病院に殴なぐり込こんで、トランサーを連れ出してくれるわけ？」

　ミノルもそうなのだろうと思っていたのだが、オリヴィエはさっとかぶりを振ふった。

「それでも怪け我が人にんが出る。この件では誰だれも傷つけるつもりはねぇ。トランサーは今日の深夜、病院から移送される。狙ねらうのはその車だ」

「えっ……」

　と声を上げたのはユミコだった。

「移送……!?　私、聞いてないわよそれ。あんた、どうしてそんなこと知ってるの？」

「車を護衛するのが、オレとサーチャーだからさ。命令が出たのは一時間前だ。移送の件は、オレもその時初めて知った」

「一時間前!?」

　素す早ばやく時計を見たユミコが、オリヴィエを問とい詰つめる。

「それ、いくらなんでもドタバタすぎるでしょ。きょ……司令は何を考えてるのよ」

　わざわざ司令と言いい換かえなくても、教授のままで問題ないと思うけどな……とミノルが思し考こうを脱だつ線せんさせていると、オリヴィエが首を横に振ふった。

「司令じゃなくて、ずっと上のほうからの指示だ。アイソレータを例の場所に突とつ入にゆうさせた連中だろうな」

「…………」

　ユミコがきりっと歯を食くい縛しばる音が、ミノルの耳にも届いた。

　例の場所とは東とう京きよう湾わん原発のことだ。ミノルに炉ろ心しん突とつ入にゆうの命令を出したのは、特課を所管する厚こう生せい労ろう働どう省しようの上層部だという。今回も同じ構図だとすると、名も知らぬ厚こう労ろう省しよう幹部はいったいトランサーをどこに、何のために移送するつもりなのか。

　張はり詰つめた空気に、リキダイザーの低い声が更さらなる緊きん張ちようを加えた。

「移送先が病院よりマシな場所だとはとても思えないわね。そうと解わかったら、やっぱりあなたたちに任せておくことはできないわ。車の襲しゆう撃げきには私も参加する」

「……溶とかすのは車だけにするならな」

「約束はできないけど、努力はするわ」

　リキダイザーの答えに、オリヴィエは顔をしかめつつも頷うなずいた。

　どうやら今夜ミノルは、事情を一いつ切さい知らないＤＤが護衛する車から、リキダイザーと協力してトランサーを拉ら致ちする作戦に参加することになりそうだ。どんなに計画を練ってもカオスな状じよう況きようになることは間ま違ちがいないし、その後は特課をクビになり、サードアイも摘てき出しゆつされてしまうだろう。当然、《全てが終わったら周囲の人間全員からミノルの記き憶おくを消してもらう》という氷ひ見み課長との約束も反ほ故ごになる。

　しかしそれでも、オリヴィエの妹を助けるために全力を尽つくしたという事実は残る。亡なき姉のワカバも、もしいまここにいたらそうしろと言うだろう。

「……じゃあ、次はこっちが質問する番ね」

　再び黙だまり込こんだオリヴィエに代わって、ユミコが問いかけた。

「スターゲイザーが監かん禁きんされてる本ほん拠きよ地ちって、どこにあるの？」

「……正確な場所は言えないわ」

　リキダイザーの囁ささやくような声に、ユミコの鋭するどい声が重なる。

「いまさら何を！　取引を持ちかけたのはそっちじゃない！」

「解わかってるわ、でも言えないのよ。だって……」

　その先を聞くことはできなかった。

　直立していたリキダイザーが、いきなりその場に尻しり餅もちをついたからだ。誰だれかに後ろから足を払はらわれたかのような激しい転てん倒とう。買かい物もの袋ぶくろが地面にぶつかり、鈍にぶい音おとを立てる。

　遠えん距きよ離りから狙そ撃げきされたか、あるいは透とう明めい化かしたスウが転ばせたのかとミノルは瞬しゆん間かん的てきに考えた。しかしそのどちらでもないことを、コンマ五秒後に知った。

　スニーカーのソールの下から、地面の感かん触しよくが消しよう滅めつする。まるでつるつるに磨みがかれた氷のような──いや、その上に駄だ目め押おしで油を撒まいたかのような、想像を絶する平へい滑かつ感かん。とても立っていられず、前のめりに倒たおれる。両手で体を支えようとするが、掌てのひらも同じようにぬるりと滑すべって、結局横よこ倒だおしになってしまう。

　ユミコとオリヴィエもほぼ同時に転てん倒とうし、もがきながら叫さけんだ。

「な……なにこれ……!?」

「クソッ、ぬるぬるしやがる……！」

　ミノルも懸けん命めいに起き上がろうとしながら、地面に目を凝こらした。

　足あし許もとに広がっていたはずの、白く枯かれた芝しば生ふは一本たりとも見えない。代わりに光こう沢たくのある濃こい灰色の、ビニールのような薄はく膜まくが地面を覆おおっている。大きさは直径二十メートルほどにも及およぶだろうか。膜まくは柔やわらかいのにまったく手がひっかからず、どんなに指を突つき立たてようとしても表面をぬるぬる滑すべってしまう。

　ミノルたち四人にまったく気付かれずに、こんなものを靴くつ底ぞこと地面のあいだに差さし込こむのは絶対に不可能だ。つまりこれは──

「サードアイ能力……！」

　ミノルの口から零こぼれた言葉を、ただ一人もがいていないリキダイザーが裏付けた。

「これは……《潤滑者ルブリケーター》の……！」

　そのコードネームに聞き覚えはない。ユミコとオリヴィエも同様らしく、転がったままリキダイザーを睨にらむ。

「あんた、仲間を呼んでたの!?」

　ユミコの指し弾だんに、しかしリキダイザーはさっとかぶりを振ふった。

「違ちがうわ、私は一人で来た。それより、早くこれから脱だつ出しゆつしないと……」

　そこまで言いかけて、さっと顔を右に向ける。懸けん命めいに体を安定させようとしながら、右手を持ち上げた、その直後。

　遠くでプシュッというような音が聞こえ、リキダイザーの手て袋ぶくろの掌てのひら部分が無数の雫しずくとなって飛び散った。ミノルの目の前に、小さな粒つぶがいくつも転がってくる。茶色の粒つぶは、リキダイザーの能力で液化された化学繊せん維い。そして鈍にぶく光る金属粒つぶは……一いつ瞬しゆん前まえまで、銃じゆう弾だんだったもの。

　今度こそ、本当に撃うたれたのだ。

　そう認にん識しきしながら、ミノルは発射音がしたほうを見た。広場の北東、大きなケヤキの根元に何者かが立っている。暗いうえに五十メートル以上離はなれているのでシルエットしか見えないが、大型のライフルを持っている様子はない。拳けん銃じゆうであの距きよ離りから正確に狙ねらい撃うつのは、かなり難しいのではないか。

　ミノルの思し考こうを嘲あざ笑わらうかのように、人ひと影かげが両りよう腕うでを持ち上げた。小さな閃せん光こうが三回連続で瞬またたき、かすかな圧あつ搾さく音が聞こえ──リキダイザーの右手と左ひだり肩かたが、立て続けに弾はじけた。

　最初の二発は右手で液化したようだが、肩かたからはダウンコートの羽う毛もうが白い雪のように飛び散った。

「く……」

　小さく苦鳴を漏もらしながら横向きに倒たおれ、ビニール皮ひ膜まくの上をミノルのほうに滑すべってくる。南みなみ青あお山やまでの戦いでは、リキダイザーはユミコが乱射した銃じゆう弾だんを、直接触ふれることなく全て液化してみせたというが、今回はなぜそれができなかったのか。

　かすかな疑問を感じながら、ミノルはリキダイザーの体を受け止め、左ひだり肩かたの弾だん痕こんを確かめた。コートの破れ穴からはみ出した羽う毛もうが、たちまち黒っぽく染まっていく。

　顔を上げると、ケヤキの下の人ひと影かげが、三たび銃じゆうを構えるところだった。

　リキダイザーが、鬼き気き迫せまる表情で再び右手を掲かかげた。

「────ッ!!」

　情報源を失うわけにはいかないという判断が半分、そしてもう半分は本能的な衝しよう動どうによって、ミノルはリキダイザーの体を引っ張って自分の後ろに隠かくしながら防ぼう御ぎよ殻かくを展開した。

　全ての音が消えた世界の中で、襲しゆう撃げき者しやの銃じゆう口こうが連続して閃ひらめき、膝ひざ立だちになったミノルの胸で二回、顔面で一回、小さな火花が散った。衝しよう撃げきはまったく感じなかったが、銃じゆう弾だんが防御殻に当たって変形しながら跳はね返かえっていったことはありありと認にん識しきできた。

　殻からを出すのが一秒遅おそければ、確実に死んでいた。

　その事実を嚙かみ締しめながら、ミノルは懸けん命めいに両りよう腕うでを広げ、背後の三人を守ろうとした。

　防ぼう御ぎよ殻かく表面に摩ま擦さつはなく、地面を覆おおうビニール状の薄はく膜まくも恐おそるべき低てい摩ま擦さつ物質だ。教授の分ぶん析せきによれば、ミノルは殻からを出しながら歩く時は足裏を《空間に固定》しているらしいのだが、いまはその力は働かず、まるで全身が磁力で浮うかされているかのように安定しない。

　それでも、三人は絶対に傷つけさせないという決意のもと、ミノルが腕うでを広げ続けていると。

　彼方かなたの銃じゆう撃げき者しやが、構えていた銃じゆうを下ろした。そのまま、すたすたとこちらに歩み寄ってくる。距きよ離りが三十メートルを切ると、ようやく出いで立たちが視し認にんできるようになる。

　瘦やせ形がた、長身。灰色のトレンチコートと黒っぽいスーツを着き込こみ、ネクタイまで締しめている。コートと同色の中折れ帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、その下の顔は──見えない。暗いからではなく、頭部全体を薄うすい覆ふく面めんのようなもので覆おおっているのだ。

　あんな格好をしている刑けい事じはいないし、いたとしても警告なしで銃じゆうを撃うつことは許されていないはずだ。しかも右手にぶら下げた大型の拳けん銃じゆうには、制音器サプレツサーまで装着されている。

　つまりトレンチコート男はルビーアイだ。何らかの手段でこの取引のことを知り、妨ぼう害がいするために現れたのだろう。ミノルたちの自由を奪うばっているビニール薄はく膜まくも、あの男の能力に違ちがいない。

　ルビーの匂においがしなかった理由は不明だが、考察はあとでもできる。いまは、こちらを全員殺すつもりのトレンチコート男をどうにかしなくては。

　そう考えた直後、視界の右みぎ隅すみで動きがあった。

　ミノルが広げた右みぎ腕うでの下で、ユミコが拳けん銃じゆうを構えている。摩ま擦さつがないビニールの上で、どうやって姿勢を安定させたのかと思ったら、横たわるリキダイザーの腹部に自分の上体を載のせているらしい。仇きゆう敵てきを台にするほうもされるほうも複雑だろうが、いまは何をおいても生き延びるのが先決という点では二人とも一いつ致ちしているはずだ。

　ユミコが両手で握にぎる、こちらもサプレッサーつきの小型自動拳けん銃じゆうが、黄色い発はつ火か炎えんを二連続で閃ひらめかせた。トレンチコート男はもう二十メートル近くにまで接近している。ユミコの腕うでなら当てるはず。

　ミノルはそう確信したし、実際に男の胸と脇わき腹ばらでコートの生き地じが弾はじけた。

　しかし男は、小さくよろめきはしたものの歩みを止めない。ユミコが更さらに一発撃うち、その弾たまは男の左ひだり頰ほおに当たったように見えたが、それでも止まらない。

　距きよ離り、十五メートル。

　四人を捕とらえるビニール薄はく膜まくの縁ふち近くにまで歩み寄ったトレンチコート男は、サプレッサーつき大型拳けん銃じゆうを持ち上げ、ミノルの左下──防御殻のカバー範はん囲いからはみ出したリキダイザーの体に狙ねらいをつけた。

　ユミコが更さらに撃うち、男も撃うった。ミノルは射線上に体を投げ出して、どうにか敵の弾たまを殻からで受け止めたが、姿勢を崩くずして再びビニールに倒たおれ込こんでしまう。慌あわてて起き上がろうとするが防ぼう御ぎよ殻かくとビニール薄はく膜まくの接点は完全に摩ま擦さつゼロで、まったく体を支えられない。

　次の射しや撃げきはもう防げない──！

　ミノルが歯を食くい縛しばった、次の瞬しゆん間かん。

　トレンチコート男の背中で、青白い光が激しくフラッシュした。テーザーの放電。

　高アンペアの電でん撃げきを浴びた男は、体を大きく仰のけ反ぞらせつつも、銃じゆうを握にぎった右手を凄すさまじい勢いで振ふり回まわした。その手が透とう明めいな何かを殴なぐるのが、ミノルの目にもはっきりと見えた。

　暗くら闇やみの中に、小さな人ひと影かげが小刻みに明めい滅めつしながら現れる。よろめき、芝しば生ふに倒たおれ込こんだのは小こ村むらスウだ。電でん撃げきのショックから立ち直った男が、スウに拳けん銃じゆうを向ける。

「うああああ！」

　ミノルは殻からの中で絶ぜつ叫きようしながら、スウに駆かけ寄よろうともがいた。ユミコが銃じゆうを乱射し、数発が命中したが、それでも男は倒たおれない。

　サプレッサーが、スウの頭に向けられる──その刹せつ那な。

　空中を銀色の光が走り、トレンチコート男の右みぎ腕うでを貫つらぬいた。

　剣だ。オリヴィエが投とう擲てきしたのであろう西洋風のロングソードが、男の上じよう腕わん部に深々と突つき刺ささっている。大型拳けん銃じゆうが落下し、それをスウが空中でキャッチすると、見事な指さばきでグリップを手に収め、寝ね転ころがったまま男に向けて連射する。

　至近距きよ離りからの銃じゆう撃げきに、さしものトレンチコート男も踊おどるようによろめき、中折れ帽ぼうが宙を舞まった。灰色の覆ふく面めんに包まれた、目も口もない顔がん貌ぼうが露あらわになる。

　だが、まだ倒たおれない。サードアイ保持者としても有り得ないほどのタフネスだ。ふらふらと後退しつつ、左手で右みぎ腕うでに刺ささる長ちよう剣けんを引ひき抜ぬく。それを無造作に投げ捨てると、振ふり向むいて走り去っていく。怪我けがを負っているとは思えない猛もうダッシュ。

　男の背中が闇やみに紛まぎれ、見えなくなる。

　ミノルは防御殻を解除し、地面に手を突ついた。すると、ビニール薄はく膜まくのぬるりとする感覚の代わりに、ざらっと粉っぽい手て触ざわりが伝わってくる。何がどうなったのか確かめたいが、いまはそれよりも。

「だ……大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　焦あせる気持ちを抑おさえ込こみ、ミノルは背後に倒たおれたままのリキダイザーに訊たずねた。右手で左ひだり肩かたを押おさえるリキダイザーは、苦く笑しよう交じりに答えた。

「私は大だい丈じよう夫ぶよ、坊ぼうや。透とう明めいガールのところに行ってあげなさい」

「は……はい」

　素す早ばやく跳はね起おきると、十数メートル離はなれた場所に横たわるスウのところに急ぐ。出血している様子はないが、左手で側頭部を押おさえているところをみると、トレンチコート男にそのあたりを殴おう打だされたらしい。

「す……リフラクター、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　上ずった声を掛かけると、スウはしかめっ面つらで小さく頷うなずいた。

「平気。ちょっとタンコブができただけ」

「頭を手術したばかりなんですから、すぐ病院に行ったほうが……」

「あとでいい」

　そう言い張ると、ミノルに左手を差し出してくる。その手を握にぎり、そっと引き起こす。

　立ち上がったスウは、頭痛の程度を確かめるように軽く頭を振ふってから、右手に握にぎったままの大型拳けん銃じゆうを見下ろした。

「ソーコムピストル……」

　呟つぶやいたのは銃じゆうの名前なのだろうが、ミノルにはスウが難しい顔をしている理由が解わからない。近くに落ちていたオリヴィエのロングソードを拾い上げ、振ふり向むくと、ちょうど持ち主が歩いてくるところだった。

　剣のグリップを差し出しながら、さっと頭を下げる。

「ありがとうございました、ディバイダ。剣を投げてくれなかったら、あのコート男は撃げき退たいできませんでした」

「アイソレータこそ、タンクお疲つかれ」

　にっと笑いながら剣を受け取り、ギターケースに収める。すぐに表情を引ひき締しめ、トレンチコート男が逃とう走そうしていった方向を見やる。ゆっくりかぶりを振ふりながら、ぼやくように──。

「ったく……この前退院したばっかりだってのになぁ……。悪わりぃけど、あとは頼たのんだ」

「え……？」

　きょとんとしながら、ミノルはオリヴィエの全身を見た。

　いつの間にか、右手で左ひだり脇わき腹ばらをしっかり押おさえている。指のあいだから滲にじみ出だし、ぽたぽたと滴したたるのは──血。

「お……オリビーさん！」

　掠かすれ声ごえで名前を呼びながら、ミノルはオリヴィエの体に手を伸のばした。しかし間に合わず、分断者は体をがくんと沈しずませると、前のめりに地面に倒たおれた。
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　一時間後──一月七日、午後七時三十分。

　ミノルは右手にドラッグストアのレジ袋ぶくろをぶら下げて、一人で足早に歩いていた。

　井いノの頭かしら通どおりから西に入った商店街は、原はら宿じゆく駅前ほどではないが多くの人が行いき交かっている。道路は神かみ山やま通どおりという名前らしいが、街灯の鉄柱からぶら下がるタペストリーには黒々としたゴシック体で「奥おく渋しぶ」と書かれていて、それが「渋しぶ谷やの奥おく」という意味だと悟さとるのに少し時間がかかった。

　数分歩いて商店街の中心部を抜ぬけると、左に曲がって井いノの頭かしら通どおりに出る。巨きよ大だいなＮＨＫ放送センターの向かいにあるビジネスホテルが目的地だ。ロビーに入るとフロントを素す通どおりして、エレベーターで六階へ。廊ろう下かに他の人間がいないことを確かく認にんしてから、奥おくまったツインルームのドアにカードキーを差さし込こむ。ガチャッと音がするや、キーを抜ぬいて素す早ばやく中へ。

　閉めたドアが自動で再ロックされると、ほっと息を吐はく。しかしまだリラックスできる状じよう況きようではまったくない。

　まず洗面所で手を綺き麗れいに洗ってから、短い廊ろう下かの先にあるツインルームへ。そこそこ広いが細長い形状の部屋には、手前にソファー、奥おくに二台のシングルベッドが設置され、その片方に女性が一人横たわっている。

「……お待たせしました」

　ミノルがそう言いながら歩み寄っていくと、女性は横になったまま「メルシー」と囁ささやいた。体に掛かけている毛布の下から右手を引ひき抜ぬき、そこに握にぎられていた小型拳けん銃じゆうをサイドボードに置く。

　──今日会った女の人、みんなピストル持ってるなあ。

　などと考えながら、ミノルはソファー前のテーブルに、ドラッグストアで買ってきた品々を出した。消毒薬、鎮ちん痛つう薬やく、ハイドロコロイド素材の大型絆ばん創そう膏こう、抗こう生せい剤ざいの軟なん膏こう、包帯、ハサミ、ピンセット、テーピングテープ、アルコールティッシュ、そしてお釣つりが四千円と少し。

「いちおう、言われたものは揃そろいましたけど……」

「ありがと」

　今度は日本語で礼を言うと、女性──ルビーアイ《液化者リキダイザー》はベッドから足を下ろし、立ち上がった。一いつ瞬しゆんふらついたが、中ちゆう腰ごしになるミノルを右手で制し、自力でソファーまで移動する。どさりと腰こし掛かけ、瞼まぶたを閉じると、「じゃ、やるわよ」と宣言する。

「……はい、いつでも」

　ミノルが応じると、リキダイザーは左ひだり肩かたをきつく縛しばっているタオルを解いた。アイボリーのニットは、肩かたから肘ひじ近くまで赤黒く染まっている。顔をしかめながら前まえ屈かがみになり、ミノルを見上げて──

「ニット、引ひっこ抜ぬいて」

「えっ」

「早く。ほんとは切って脱ぬがすとこだけど、そのハサミじゃ時間かかるから」

「いや、でも」

　無理です、と言いたいのはやまやまなれど、こうしているいまも傷口は出血し続けている。これは緊きん急きゆう事態なんだと自分に言い聞かせ、ミノルはリキダイザーの背中側からニットの裾すそを摑つかんだ。慎しん重ちように引っ張り、まず頭を襟えりぐりから抜ぬく。次いで下に動かして、両りよう腕うでも袖そでから引ひき抜ぬいていく。

　幸い──と言うべきか、ニットの下はシンプルなデザインのキャミソールで、直視できないというほどのことはなかった。それよりも問題は、左ひだり肩かたの銃じゆう創そうだ。

　スウが《ソーコムピストル》と呼んでいたトレンチコート男の拳けん銃じゆうは、ユミコたちが使っているものより口径が大きいらしく、傷口も惨むごい有あり様さまだった。真っ白い肌はだには直径一センチ以上の穴が開き、そこから血がじくじくと染しみ出している。

　リキダイザーも、自分の傷を見ると思いきり顔をしかめたが、すぐに表情を戻もどした。

「イソジンちょうだい」

「はい」

　ミノルが消毒薬のキャップを外してから渡わたすと、リキダイザーはそれを躊ちゆう躇ちよなく傷口に注ぎかけた。特とく徴ちよう的てきな匂においが漂ただよい、「っ……」と押おし殺ころした声が漏もれる。

「ピンセット」

「はい」

　ピンセットの包装を破り、差し出すと、リキダイザーはその先せん端たんにもイソジンを振ふりかけた。少し待ってから受け取り、左ひだり肩かたの銃じゆう創そうに近づける。だが、苦痛に耐たえているせいか手が震ふるえ、なかなか安定しない。

「……ダメだわ、坊ぼうやがやって」

「えっ……む、無理ですよ！」

　今度こそ、ミノルは小刻みにかぶりを振ふった。

「いままで、傷口から弾だん丸がんを取り出したことなんて一度も……」

「私もないわよそんなの。大だい丈じよう夫ぶ、太い血管からは離はなれてるし痺しびれもないから、挟はさんで引ひっこ抜ぬくだけよ」

「で……でも……」

「お願い、あとで何でも買ってあげるから」

「……子供じゃないんですよ……」

　力なく言い返し、深く呼吸して覚かく悟ごを決める。ここにはリキダイザーとミノルしかいない。本人が無理なら、ミノルがやるしかないのだ。

　ピンセットを手て渡わたすと、リキダイザーはソファーの背もたれに寄より掛かかった。その上に屈かがみ込こみ、銃じゆう創そうを凝ぎよう視しする。光が足りない……と思った途と端たん、サードアイが暗視モードになったのか、傷口の中の明度が上がる。

　意外と浅いところに、鉛なまり色いろの塊かたまりが見えた。どうやら銃じゆう弾だんは、上じよう腕わん骨こつの大だい結けつ節せつ近くに当たって止まっているらしい。これならいけるか……と一いつ瞬しゆん考えたが、リキダイザーは麻ま酔すいもしていないのだ。

「せめて、痛み止めを飲んでからにしたほうが……」

「市し販はん薬やくじゃ、この傷にはバカスカ飲まないと効かないし、そんなに飲んだらこのあとの作戦に支障が出るわ。あとで少しだけ飲むけどいまは大だい丈じよう夫ぶよ、やって」

「……はい」

　戦い続けていれば、ミノルだっていつか誰だれかに同じことをしてもらう日が来るかもしれないのだ。そう考えて追加の覚かく悟ごを上乗せし、ピンセットの先せん端たんを銃じゆう創そうに差さし込こむ。

　なるべく傷口に触ふれないようにと思ったが、そんなことは不可能だ。リキダイザーがか細く呻うめき、右手でミノルの左ひだり腕うでを握にぎる。

　息を止め、ピンセットを少しずつ差さし込こんでいくと、硬かたい物に触ふれた。先せん端たんをそっと開き、もう少し差さし込こんで銃じゆう弾だんを挟はさむ。力を入れないとホールドできないし、しかし入れすぎて先せん端たんが滑すべり、ばちっとなったらとんでもなく痛むだろう。ギリギリの力加減で弾たまを摑つかみ、ゆっくり、ゆっくりと引ひき抜ぬいていく。

　わずか一センチ半ほどの距きよ離りが、その十倍ほどにも長く感じられた。息を止めていることも忘れ、ミノルは慎しん重ちように右手を動かし続け──ついに、金属の塊かたまりが傷口から抜ぬき出だされた。

「はあっ……」

　喘あえぐように呼吸しながら、右手の力を抜ぬく。ピンセットから外れた銃じゆう弾だんが、重い音を立ててカーペットに転がる。

　リキダイザーも大きく息を吐はくと、ミノルの左ひだり腕うでを離はなした。ぐったりソファーに沈しずみ込こみ、しばらく呼吸を繰くり返かえしてから、もう一度傷口をイソジンで消毒する。

「……絆ばん創そう膏こう、お願い」

　その声に、ミノルは急いで紙箱を開けた。大判のハイドロコロイド絆ばん創そう膏こうを一枚取り出し、ふと思いついて訊たずねる。

「あの……傷口、縫ぬわなくていいんですか？」

「本当は縫ぬったほうがいいんでしょうけど、私にそんな技術ないし、坊ぼうやも無理でしょ？」

「ぜ……絶対無理です」

「まあ、血はほぼ止まってるから大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。絆ばん創そう膏こう貼はっちゃって」

「……はい」

　指示に従い、銃じゆう創そうを左右から閉じるように絆ばん創そう膏こうを貼はり付つける。その上からテーピングテープを丁てい寧ねいに重ね、応急手当ては完かん了りようした──のだが。

「あの……なるべく早く、病院に行ったほうがいいと思いますよ」

　ミノルがそう言うと、リキダイザーは皮肉そうな笑えみを浮うかべた。

「あのねえ坊ぼうや、そのへんの医者に銃じゆう創そうなんか見せたら、治ち療りようはしてくれるでしょうけど警察も呼ばれちゃうわよ。公的バックアップのないルビーアイは、この手の怪我けがは自分でなんとかするしかないの」

　その言葉に、ようやく眼前の女性はミノルたちジェットアイと相あい容いれぬ敵なのだということを思い出す。それでもなぜか、胸にわだかまる憂ゆう慮りよは消えない。

「でも……ちゃんと手当てしないと、傷きず痕あとが残るんじゃ……」

「あら、心配してくれるの？」

「そりゃ……しますよ、僕ぼくのガードが遅おくれたせいで当たった弾たまなんですから」

　視線を伏ふせつつそう言い返すと、かすかな含ふくみ笑わらいが聞こえた。

「妙みようなとこで義ぎ理り堅がたいのね。気にしなくていいわ、ちょっとくらいは残るでしょうけど、そんなのＢＣＧ注射の痕あとと大差ないでしょ」

　そう言い切ると、リキダイザーは自分で鎮ちん痛つう薬やくの箱を開けた。顔を上げ、視線を部屋の隅すみの冷蔵庫に振ふる。

「悪いけど、ビール一本取ってきてちょうだい」

「あ、はい……」

　腰こしを上げかけてから、首を横に振ふる。

「だ、ダメですよ、怪我けがしてるのにお酒なんて！　ミネラルウォーターにして下さい！」

「はいはい、じゃあ水でいいわ」

　ため息を吞のみ込こんで、小型の冷蔵庫から水のペットボトルを出し、キャップを開けて渡わたす。リキダイザーが薬を飲んでいるあいだに、床ゆかから弾だん丸がんを拾い上げる。半ばひしゃげたそれは、黒豆くらいの大きさでずしりと重い。

「……こんなに大きい弾たまが、よく骨で止まりましたね……」

　ミノルが呟つぶやくと、リキダイザーが真しん剣けんな顔で答えた。

「もともと[image: ]ＡＣＰは亜あ音おん速そく弾だんだし、私のコートには防ぼう弾だんシートがインサートされてるけど、確かに普ふ通つうなら骨を砕くだいてるわね。よく見てみて、もしかしたら弾たまにライフルマークがついてないんじゃない？」

「え……」

　言われるまま、ミノルは銃じゆう弾だんに目を凝こらした。

　銃じゆうに関しては完全に素人しろうとだが、ミステリや警察小説を読むのでライフルマークという言葉くらいは知っている。普ふ通つう、拳けん銃じゆうの銃じゆう身しん内部には螺旋状の溝ライフリングが切ってあり、弾たまはそこに押おしつけられながら飛び出すことで回転運動を与あたえられ、直進性や速度が向上するのだ。結果、弾たまにも線状の傷が残り、それをライフルマークと呼ぶ。確か、現代の拳けん銃じゆうでライフリングがないものは存在しない──はずだ。

　しかし、ミノルの掌てのひらに載のる銃じゆう弾だんには、それらしい傷がついていない。

「あ……ないです、ライフルマーク……」

「やっぱりね。坊ぼうやたちじゃなく私がターゲットだったから、わざわざライフリングのない銃じゆうを用意していたんだわ」

「そ、そんな銃じゆうがあるんですか？　リフラクターは、敵の銃じゆうをソーコムピストルだって言ってましたけど……」

「ソーコムピストルっていうのは、Ｈ＆Ｋマーク23っていう拳けん銃じゆうの通つう称しようね。ＳＯＣＯＭソーコム……アメリカ特とく殊しゆ作戦軍に制式採用されたからそう呼ぶんだけど、もちろんライフリングはあるわ。でも拳けん銃じゆうのインナーバレルは、旋せん盤ばんやフライス盤ばんがあれば案外自作できるのよ。ライフリングを切らなくていいならなおさらね」

「自作……でもどうして、ライフリングがないことがリキダイザーさん対策に……」

　そう呟つぶやきかけてから気付く。

　ミノルは直接見ていないが、南みなみ青あお山やまでの戦いでリキダイザーに液化されたユミコの銃じゆう弾だんは、全て空中で渦うず状じように飛び散ったという。ライフリングによって高速回転する銃じゆう弾だんが液体になると、遠心力で四散してしまうのだ。

　しかし今回、リキダイザーを狙ねらった弾だん丸がんは回転していない。ならば液化されても、熱く溶とけた鉛なまりとなって直進するはずだ。

　ミノルの推測を裏付けるように、リキダイザーは右手の掌てのひらを突つき出だしてみせた。白い肌はだが、無数の水ぶくれと内出血で酷ひどいことになっている。これではピンセットを操あやつれないのも当然だ。手を下ろしたリキダイザーが、腹立たしそうに言う。

「三連射の一発目と二発目はどうにか液化したけど、溶とけた弾たまがそのまま掌てのひらに当たってね……。あっち！　って思った瞬しゆん間かんに集中が乱れて、三発目を液化し損そこねたってわけ」

　あっち、という言い方が面おも白しろく、ミノルはつい口くち許もとを緩ゆるめてしまった。慌あわてて表情を戻もどし、助言する。

「……掌てのひらも、手当てしたほうがいいですよ」

「そのために軟なん膏こうと包帯も買ってきてもらったんだけど……」

　リキダイザーは、火傷やけどをした右手と卓たく上じようの軟なん膏こうを交こう互ごに見てから、右みぎ肩かただけを軽くすくめた。

「悪いけど、ついでにそれも塗ぬってくれる？」

「え……い、いいですけど……」

　確かに、片手では少々難しい作業だ。弾たまを抜ぬいた左ひだり肩かたはテーピングで固めてはいるが、いまは動かすだけで激痛が走るだろう。

　銃じゆう弾だんの摘てき出しゆつに比べれば、何てことない仕事だと自分に言い聞かせ、銃じゆう弾だんをテーブルに載のせてからアルコールティッシュを一枚引き出す。まず自分の手を拭ふいてから、新しいティッシュでリキダイザーの右手も丁てい寧ねいに拭ぬぐい、軟なん膏こうの箱を開ける。チューブから指先に適量を絞しぼり出だし、傷だらけの掌てのひらにそっと塗ぬり広げる。

　この手は、全てのサードアイ保持者の中でも最大級に危険な力を秘めている。スティンガーには通用せず、トレンチコート男にも一いち撃げき喰くらってしまったが、とてつもなく恐おそろしい武器であることに変わりはない。

　しかしミノルは、リキダイザーの手が、思っていたよりずっと小さくて華きや奢しやなことに内心で驚おどろいていた。ユミコや朋とも美みと何ら変わらない、女性の手。拳けん銃じゆうやナイフよりも、綺き麗れいな万年筆やティーカップのほうが何倍も似合いそうなその手が、いまは火傷やけどと痣あざ、それにスティンガーとの戦いで負ったのであろう細かい切り傷で覆おおわれている。

　なんでこの人は……、とミノルは考えた。

　リキダイザーはなぜ、こんなにも多くの傷を負いながら戦い続けているのか。ルビーアイだから？　しかしリキダイザーは言っていたはずだ。ルビーアイもジェットアイも、あの球体に精神を操作されているのだと。そうと自覚しているなら、どうして人類の敵であり続けることを選ぼうとするのか。

「……もういいわ」

　その声に、ミノルははっと我に返った。軟なん膏こうを必要以上に塗ぬり込こみまくってしまったことに気付き、素す早ばやく手を離はなす。

「ほ……包帯、巻きます」

「お願い」

　リキダイザーの顔を見ることができず、俯うつむいたまま包帯を出し、丁てい寧ねいに巻いていく。作業を終えてから、先にテーピングテープを少し切っておくんだったと気付く。

「あの、すみません、左手痛いでしょうけど、ちょっと端はしを押おさえておいてもらえますか」

「それには及およばないわ」

　そう答えると、リキダイザーは左手を動かし、包帯の端はしを指先でなぞった。まるで速そつ乾かん性せいの接せつ着ちやく剤ざいを塗ぬったかのように、端はしがぴたりと固定される。かすかなルビーの能のう力りよく臭しゆうを感じてからようやく、液化したのだと気付く。

「……便利ですね」

「便利だけど、こういう薄うすいものを選せん択たく的てきに液化できるようになるには、ずいぶん練習が必要だったのよ」

　そう答えると、リキダイザーは包帯が巻かれた右手でミネラルウォーターを飲んだ。差し出されたボトルを受け取り、キャップを閉める。

　今度こそ、治ち療りようは全て終しゆう了りようだ。ガラステーブルの上に散らばった薬品類を片付けていると、ぽつりと呟つぶやくような声が聞こえた。

「あなたがいてくれて助かったわ、坊ぼうや。ありがとう」

　びっくりして顔を上げると、ルビーアイはカーテンを閉めた窓を見ていた。濃こいめの化け粧しようのせいで相変わらず年ねん齢れいが解わかりづらいが、力の抜ぬけた横顔は同年代のようにも思える。

「い……いえ、これも取引のうちですから」

　なんとかそんな言葉を返すと、リキダイザーはミノルを見て薄うすく微笑ほほえんだ。

「……そうね」

　大たい儀ぎそうに立ち上がり、手前側のベッドに移動する。どさりと横たわり、瞼まぶたを閉じる。

「悪いけど、少し休むわ。十時に起こして」

「……はい」

　ミノルはそう答えると、壁かべの時計を見た。八時十五分。

　立ち上がり、メインの照明を消す。薄うす暗ぐらくなった部屋をそっと横切り、ソファーに腰こし掛かける。典のり江えには、社しや会かい貢こう献けんサークルの勉強会で遅おそくなると連れん絡らくしてあるが、恐おそらく今夜は帰れないだろう。もう少ししたら、友人の家に泊とまると追加のメッセージを入れなくてはならない。

　高校生が平日に外がい泊はくするというのは常識的に見て好ましくない行いであり、ミノルはいままで積み上げた信用を、特課の作戦があるたびに切きり崩くずしている状態だ。いつかは典江もおかしいと思う日が来る──いや、もうすでに思っていてもおかしくないわけで、社しや会かい貢こう献けんサークルなどというその場しのぎの偽ぎ装そうではなく、根本的な対処が必要な時期に来ている。

　もちろん特課からは、より現実的な対処案を示されてはいるのだ。吉よし城き高校から、学がく生せい寮りようのある都内の高校に──具体的にはユミコとオリヴィエが通っている都立光こう彩さい高校に転校する。光彩高校は３Ｅ会議のコントロール下にある学校で、ユミコたちは名めい簿ぼ上じようは寮りよう生せいということになっているが、実際には特課本部で寝ね起おきしている。ミノルもそうすれば、気き兼がねなく深夜の作戦に参加できるし、ルビーアイの攻こう撃げきに典江を巻まき込こんでしまう危険も減る。

　しかし、理り屈くつではなく感情の部分で、ミノルは吉城高校から、そして典江から離はなれたくない。変化を嫌きらうという後ろ向きな理由だけではなく、たぶんいまの生活が好きなのだ。朝の通学路で前方に新しん都と心しんのビル群が見えてくる瞬しゆん間かんや、朋とも美みと待ち合わせて走る荒あら川かわ土手の冷えた空気。典江と一いつ緒しよに夕食を作り、お喋しやべりしながら食べ、食器を片付けてから一いつ緒しよに映画や連続ドラマを見るひととき──それらが存在しない暮らしは、どんなに味気ないだろうか。

　作戦のたびに噓うそをつくような生活を、たぶんずっとは続けられない。でも、もう少しだけ……せめて三学期が終わるまでは。

　そう考えながら、スマートフォンに典江宛あてのメッセージを打うち込こんでいると、不意に胸ポケットが震ふるえた。リキダイザーがくれたスマホに、見知らぬ番号からの着信。素す早ばやくベッドを見ると、リキダイザーは正しい仰あお向むけ姿勢で熟じゆく睡すいしているようだ。体を反対側に向け、応答アイコンに触ふれてから口くち許もとを手で覆おおう。

「……はい」

『そっち、どう？』

　聞こえたのはユミコの声だった。３Ｅ会議の盗とう聴ちよう対策で、彼かの女じよも新しい端たん末まつを手に入れたのだろう。色々と省いた簡潔な問いに、ミノルは囁ささやき声ごえで答えた。

「リキダイザーさんの治ち療りようはなんとか終わりました。骨や神経には異常ないみたいです」

『あっそ、お疲つかれ。まったく、なんで私らがあいつの治ち療りようの手伝いしてんのかしらね……』

　実際に弾たまを抜ぬいたのは僕ぼくです、とは言わずにミノルは正論で応じた。

「スターゲイザーを救出するまでは、互たがいの協力が必要ですから……。それより、ディバイダとリフラクターは……？」

『小こ村むらさんは軽い打だ撲ぼく、脳にも異常なし。オリビーもまあ大だい丈じよう夫ぶよ、弾たまが相当な低てい速そく弾だんだったみたいで、プロテクションインナーと腹ふく直ちよく筋きんは貫かん通つうしたけど腹ふく膜まくでギリギリ止まってたって。ただ、しばらくはＮＣＡＭに逆ぎやく戻もどりだから、今夜の作戦には参加できないわね』

「そう……ですか。じゃあ、移送車の護衛は誰だれが？」

『ＤＤは変わらず、オリビーの代打は私』

「ゆ……アクセラレータが……」

　呟つぶやきながら、ミノルは考えた。

　今夜、ミノルたちは特課を……正確には３Ｅ会議を裏切る作戦を実行することになっている。病院を出発した移送車を適当な場所でリキダイザーが停止させて、荷室からトランサーを奪うばい、別の車に乗せて一目散に離り脱だつする。至ってシンプルな計画だが、護衛が探知役のＤＤと攻こう撃げき役やくのオリヴィエだけなら、それほど困難ではないはずだった。ＤＤは何も知らないがオリヴィエは襲しゆう撃げき側がわと通じているので、交戦するフリをして剣の一本も溶とかされれば後で疑われることはないだろう。

　しかし攻こう撃げき役やくがユミコになったとなると、多少状じよう況きようが変わる。なぜなら彼かの女じよは、バイクがなくとも自前の足で車より速く移動できるからだ。リキダイザーの車を追えなかった、あるいは追ったが見失ってしまった理由が必要になる。

「……どうするんです？」

　ミノルも主語を省いて訊たずねると、即そく座ざにフンという鼻息が返った。

『シャクだけど、靴くつ底ぞこくらいは溶とかされる必要がありそうね。そのへんはこっちで考えるわ……移送車の出発予定は午前一時で変わりなしよ、出発前にまた連れん絡らくする』

　こちらの返事を待たず、通話が切れる。

　小型スマホをポケットに戻もどし、再び典のり江えへのメッセージを打うち込こみ始めるが、なかなか集中できない。それでもどうにか、【勉強会が長引きそうだから今夜は斉さい藤とうくんの家に泊とめてもらうね、明日の始発で帰ります】という文面を捻ひねり出だし、送信。少しすると典江から、【了りよう解かい、お家うちの方にもちゃんとお礼を言うのよ、迷めい惑わくにならないようにね】というメッセージが返ってくる。

　胸がきゅうっと痛くなるような罪悪感に襲おそわれ、ミノルはスマートフォンを持ち上げると、深々と頭を下げた。噓うそをついてごめんなさい、友達とその妹さんのためなんです、と一いつ生しよう懸けん命めい念じて、どうにか痛みを抑おさえ込こむ。

　ユミコやオリヴィエは、家族に噓うそをつき続けなくてはならないことにどうやって折り合いをつけているのだろう、今度そのへんのことも訊きいてみよう……と思いながらスマホをズボンのポケットに戻もどし、もう一度ベッドを見る。

　リキダイザーが目を覚ます様子はない。常夜灯の仄ほのかな光に照らされた横顔は、意外なほど幼く見える。

　最強最悪とも評されたルビーアイが、こうも無防備に熟じゆく睡すいしていることが少し意外だったが、しかし無理もないのだ。一月三日の夜にスティンガーと戦って重傷を負ったのに、たった一日休んだだけで、一月五日からはミノルを発見するためにさいたま新しん都と心しん駅に張はり込こみ続けた。六日の夕方にようやくミノルと接せつ触しよくし、その翌日には謎なぞのトレンチコート男から銃じゆう撃げきされて、またしても大おお怪け我がをしてしまった。

　いかにサードアイ保持者といっても、肉体的にも精神的にもそろそろ限界だろう。なのに、たった二時間足らず仮か眠みんしただけで、再び戦場に赴おもむこうとしている。

　もし──。

　もしもいまミノルが、サイドボードに出しっ放しになっている拳けん銃じゆうを取ってリキダイザーの頭を撃うてば、容易に殺せるだろう。慎しん重ちような彼かの女じよがその危険を考えなかったはずがない。しかし、そうと認にん識しきしていてもリキダイザーは、トランサー奪だつ回かい作戦の成功率を少しでも上げるために休息することを選んだ。ミノルを信用しているわけでも、甘あまく見みているわけでもなく、リスクの大小を冷静に計算したうえで。

　──この人にも、家族はいるはずだ。

　ミノルはふと、そんなことを考えた。

　四ヶ月前、赤いサードアイを体に宿すまでは、普ふ通つうの女性として普ふ通つうの暮らしを送っていたはずなのだ。しかしその生活は、奪うばわれたにせよ自ら捨てたにせよ、すでに失われてしまった。宿主に抗あらがえぬ殺さつ人じん衝しよう動どうを与あたえる、ちっぽけな寄生体によって。

　──同情なんかするな。

　自分にそう言い聞かせ、ミノルはリキダイザーの寝ね顔がおから視線を外した。

　ルビーアイだって、常に思し考こうをコントロールされているわけではない。特課に投降し、自ら摘てき出しゆつ手術を受けるという選せん択たく肢しだってあったはずだ。しかしリキダイザーは──バイターも、イグナイターも、トランサーもそうしなかった。彼かれらは皆みな、少なくとも部分的には、自らの意思で人類の敵となることを選んだのだ。

　リキダイザーがトランサーを奪だつ還かんし、オリヴィエがクレアを取とり戻もどしたら、この共きよう闘とう関係は消しよう滅めつする。特課とリキダイザーは敵同士に戻もどり、次に会う時はまた殺し合うことになるだろう。それだけは、決して忘れてはいけない。

　ミノルは卓たく上じようのペットボトルを引き寄せ、水を一口飲むと、バッグから単語帳を取り出した。こちらも仮か眠みんしておいたほうがいいのかもしれないが、リキダイザーを漫まん然ぜんと信用し、ミノルを殺すチャンスを与あたえることは、彼かの女じよにも失礼なのだと思えた。
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　ビジネスホテルのツインルームにわずか四時間滞たい在ざいし、深夜にチェックアウトしていく社会人女性と男子高校生を、フロントクラークの男性がどう思ったにせよ顔に出すことはなかった。クレジットカードで支し払はらいを済ませたリキダイザーに、ミノルはホテル前の道路に出てから礼を言った。

「すみません、払はらってもらっちゃって……ありがとうございます」

「この状じよう況きようで、大人が払はらうのは当たり前でしょ」

　平然と答え、リキダイザーはちらりと自分の左ひだり肩かたを見る。

「……それに、そもそも部屋を取ったのは、私の手当てをするためだし」

「具合、どうです？」

「痛みはまあまあマシになったわ。車の運転くらいはできるでしょ」

「すみませんがお願いします……僕ぼく、運転はまったくなんで」

「そりゃそうでしょうね」

　ふっと笑えみを浮うかべる顔には、そこそこ血の気が戻もどりつつある。あずき色のダウンコートも銃じゆう弾だんが開けた穴を液化能力で塞ふさいであるので、外見的には四時間と少し前に銃じゆうで撃うたれた人とは思えない。乾かわいた血で左ひだり腕うでがごわごわになったニットをもう一度着るのは、かなり辛つらかったようだが。

　とは言え、戦せん闘とうとなれば左手はほぼ使えないだろう。

　移送車襲しゆう撃げきはいわば八や百お長ちようなので戦せん闘とうになる予定はないが、軽視できない不確定要素はある。代よ々よ木ぎ公こう園えんで襲しゆう撃げきしてきたトレンチコート男──リキダイザーが《ルブリケーター》と呼んだルビーアイは、ミノルたち特課メンバーではなくリキダイザーを狙ねらってあの場に現れたらしい。つまり男は、何らかの追つい跡せき手段を持っているということだ。作戦を始める前に、その点を確かく認にんしておかねばならない。

「あの……移動する前に、少しお話いいですか」

「いいけど……ここで立ち話はやぁよ。車の中にしましょ」

「……はい」

　頷うなずいたミノルを、リキダイザーはＮＨＫ放送センターの南にある地ち下か駐ちゆう車しや場じように連れていった。入り口の看板によれば収容台数六百五十台という大おお型がた駐ちゆう車しや場じようには、この時間でもかなりの数の車が並んでいる。

　通路を歩きながら、ミノルは鼻からゆっくり空気を吸すい込こんだ。ルビーアイの能のう力りよく臭しゆうがするか確かめようと思ったのだが──。

「ルブリケーターの不意打ちを警けい戒かいしてるなら無む駄だよ。あいつの力の《被ひ探たん知ち圏けん》はもの凄すごく狭せまいから」

　被ひ探たん知ち圏けんとは、サードアイ保持者の能力発動を匂においによって気付ける範はん囲いのことだ。能力が引き起こす事象変化の大きさによって広さが決まり、ユミコの《加速》やオリヴィエの《分断》は半径二十五メートルほど、ミノルの《防ぼう御ぎよ殻かく》が十メートル、スウの《屈折リフラクシヨン》で五十センチ、教授の《思し索さく》やＤＤの《探たん索さく》はほぼゼロである。

　しかるに、トレンチコート男ルブリケーターが生成したぬるぬるビニールは直径二十メートルにも及およんでいた。ならば被ひ探たん知ち圏けんは最低でもそれ以上、感覚では五十メートルはあってもおかしくない、と思えるのだが。

　ミノルの表情から思し考こうを読んだのか、リキダイザーはすぐに続けた。

「そのへんのことも説明するわ、車はこれよ」

　トートバッグから取り出したスマートキーのボタンを押おすと、前方右側の白いハッチバックがピピッと返事をした。これは確かスズキのスイフト、いや上級グレードのスイフトスポーツか。

　車にはさして興味のないミノルが車種を判別できるのは、特課に参加したばかりの頃ころ、仕事に必ひつ須すの技能だからとユミコに言われて一通り暗記したからだ。車で逃にげたルビーアイを追つい跡せきするためらしいが、役に立った場面はほとんどない。ここでリキダイザーがミノルを置き去りにして逃とう走そうすれば初めて役に立つだろうが、そんなことが起きるはずもなく。

「カバン、リアシートに置いていいわよ」

　言われたとおりにしてから、助手席のドアを開ける。ユミコが乗っていたアルファロメオ・ジュリエッタと同じくらいスポーティな形のシートに体を沈しずませると、ホテルではあまり感じなかった非日常感が襲おそってきて、意味もなくダッシュボードを眺ながめ回してしまう。

　ミノルだけがリキダイザーと同行している理由は、銃じゆう創そうの手当てをする必要があったのと、二人は代よ々よ木ぎ公こう園えんにはいなかったことにしたからだ。特課への報告は、ユミコとオリヴィエ、スウが公園を散策していたところ未み確かく認にんのルビーアイに襲しゆう撃げきされ、撃げき退たいしたもののオリヴィエが被ひ弾だん──というシンプルな内容になったらしい。

　ＤＤはともかく、人にん間げん離ばなれした思し考こう力りよくを持つイサリリ教授を誤ご魔ま化かせるのかは正直不安だが、いまさら中止にはできない。オリヴィエが剣を投げなければスウは殺されていただろうし、ミノルはそのオリヴィエに「あとは頼たのんだ」と言われたのだ。

　浮うき足あし立だつような感覚を、どうにか現実にアジャストさせようとしていると──。

「ルブリケーターは、《組織》の幹部よ。私と同格」

　ルームミラーを覗のぞき込こんでいたリキダイザーが、いきなりそう告げた。ミノルは思ったことをそのまま口にする。

「同格……と言われても、僕ぼく、あなたがどれくらい偉えらいのか知らないんですが……」

「そんなの私だって知らないわ……って言いたいとこだけど、推測でいいなら教えてあげる。組織のトップは《オーガナイザー》って呼ばれてて、私が会ったことがあるのは一人だけだけど、たぶんあと二人いるわ。その三人が合議で《組織》の活動方針を決めてる」

「オーガナイザー……能力者コードネームと紛まぎらわしいですね」

　ミノルのコメントに、リキダイザーは小さく苦く笑しようした。

「それは私たちのせいじゃないわ。うちは最初の頃ころはコードネームなんか使ってなかったのに、特課がおかしな名前で呼び始めたせいで、いつの間にかうちでも定着しちゃったのよ」

「……別に特課のせいでもないような……」

「まあいまとなってはどうでもいいけどね。──組織の話に戻もどるけど、オーガナイザーの下には《リエゾン》って呼ばれてる連れん絡らく調整役が一人いて、私はその下の《メンター》……階級で言うと上から三つ目ね。で、メンターと同格の《オブザーバー》っていう連中もいて、ルブリケーターはそれ」

　メンターとは指導役というような意味だったはずだ。つまり、リキダイザーはトランサーのメンターだったということなのだろう。改めて納なつ得とくしながらも、ミノルは新たな疑問を投なげ掛かけずにはいられなかった。

「説明ありがとうございます……でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか、僕ぼくにそこまで話しちゃって……。代わりに特課の内情を教えろって言われても困りますよ」

「言わないわ、そんなケチなこと」

　ひらっと右手を動かすと、リキダイザーは表情を引ひき締しめた。

「オブザーバーは《監かん視し者しや》……組織に所属するルビーアイが、真面目に活動してるか見張る連中。たいていは偵てい察さつ向きな能力を持ってるメンバーが選ばれるんだけど、ルブリケーターは例外ね……。あいつは監かん視し者しや兼けん、処刑者エクセキユーシヨナーなのよ」

「え……エクセキューショナー!?」

「そんなに驚おどろくことないでしょ、いきなり拳けん銃じゆうぶっ放してきたんだから。あいつの独断だとは思えない……まず間ま違ちがいなく、オーガナイザーたちが私の排はい除じよを決めたんだわ」

　平然と言い切るリキダイザーの横顔を、ミノルはまじまじと見つめた。

「排はい除じよって……それは、僕ぼくたちに接せつ触しよくしたことが知られたから……？」

「う────んん……」

　こめかみに右手の人差し指を押おし当あてて、リキダイザーは長々と唸うなった。

「状じよう況きようから考えればそうなるけど、私が坊ぼうやに接せつ触しよくしたのが昨日の夕方なのに、処しよ刑けいしにくるのがさすがに早すぎるような気もするわね。昨日も今日も尾び行こうがついてないことは嫌いやってほど確かく認にんしたし……だいたい私は、独自の作戦行動を認められてるのよ」

「……つまり……？」

「つまり、坊ぼうやたちに接せつ触しよくしたのが欺ぎ瞞まん工作の一いつ環かんなのか、本当に組織を裏切ったのか、そう簡単には判別できないってことよ。少なくとも、排はい除じよ命令を出す前に面談くらいはするはずだわ……」

「え…………」

　作戦の一いつ環かんという言葉を聞いた途と端たん、ミノルはドア側に体をずらしてしまった。リキダイザーが呆あきれたように息を吐はき、自分の左ひだり肩かたを指さす。

「本当に工作だったら、こんな大おお怪け我がした時点で中止してるわよ」

「べ……別に疑ってませんよ。ともかく……いまの問題は、ルブリケーターがどうやってリキダイザーさんの居所を知ったのかってことです。代よ々よ木ぎ公こう園えんではどうにか撃げき退たいしましたけど、逃にげ足あしの速さからして大きなダメージは受けていないはず……だったら、また襲おそってくるかもしれません」

「かもじゃなくて、確実に次の襲しゆう撃げきもあるでしょうね」

　そう言い切ると、リキダイザーは両手を本ほん革がわ巻まきのステアリングに置いた。左ひだり肩かたが痛んだのか、少し顔をしかめたが、すぐに表情を消す。

「ルブリケーター……潤じゆん滑かつ者しやの能力は、コードネームのとおり、どんな物に対しても摩ま擦さつ係けい数すうがほぼゼロとなる薄うすい膜まくを作り出すことよ。潤じゆん滑かつ膜まくのサイズは、私が知る限り最大で二十メートル以上……しかもそれを自由に移動させられる。摩ま擦さつ力りよくがないから誰だれかの靴くつ底ぞこと地面の間に滑すべり込こませることも容易だし、いったん膜まくの中に捕とらえれば動きを完全に封ふうじられる」

　すでに潤じゆん滑かつ膜まくの驚きよう異い的てきなぬるぬる加減を体感しているミノルにとって、その説明は理り屈くつではなく感覚で理解できるものだった。どれほどもがこうと、まるで空中に浮ういているかのように力が逃にげていってしまう。

　あの膜まくから逃のがれるためには、アクション映画に出てくるようなワイヤーガンを──そんな代しろ物ものが実在するのかどうかは知らないが──使うか、携けい帯たいボンベから高圧の空気を噴ふん射しやするか、それとも、とそこまで考えてふと気付く。

「いや……待って下さい。摩ま擦さつがゼロなら、二人が足の裏と裏を合わせて、互たがいに蹴け飛とばせばどっちも膜まくの外まで滑すべっていけるんじゃないですか？」

　ミノルが即そつ興きようのアイデアを披ひ露ろうすると、リキダイザーは拍はく手しゆする代わりに、右手の指先でステアリングを軽く叩たたいた。

「なかなか頭の回転が速いわね、坊ぼうや。潤じゆん滑かつ膜まくの中に二人以上いれば、確かにその方法で……実際には一人がもう一人を押おしやるだけで移動できるわ。でも、ルブリケーターは膜まくを自由に動かせることを忘れないで。脱だつ出しゆつできたと思っても、立とうとした瞬しゆん間かんにまた転ばされて、結局は手玉に取られてしまうのよ」

「…………なるほど……」

　頭の中で状じよう況きようを想像すると、確かにそうなりそうだと認めざるを得ない。しかしすぐに諦あきらめるのは癪しやくなので、懸けん命めいに考えを巡めぐらせ続ける。

「ええと……潤じゆん滑かつ膜まくって、両面がぬるぬるなんですよね？　つまり、何かに貼はり付つけることはできない？」

「できないでしょうね。物体の表面に這はわせたり、何かを包つつみ込こむことは可能でしょうけど、固着させるのは無理だと思うわ」

「だったら、携けい帯たい掃そう除じ機きで吸すい込こんじゃうのはどうですか？　もちろん、掃そう除じ機きの吸引力と、ルブリケーターの操作力の戦いになるでしょうけど……」

　アイデア第二弾だんを聞いたリキダイザーは、一いつ瞬しゆんきょとんと両目を見開いてから、あはは……と大きな声で笑った。すぐに右手で口を隠かくしたが、笑い声はしばらく漏もれ続ける。

「ふ、ふふふ……掃そう除じ機きか、なるほどね。それは私も思いつかなかったわ……でも、掃そう除じ機きの吸引力って、結局は空気の摩ま擦さつ力りよくなんじゃないの？　対象物の摩ま擦さつ係けい数すうがゼロでも吸すい込こめるのかしら？」

「え、ええと……空気の摩ま擦さつってつまり、気体分子の衝しよう突とつですよね……」

　なんでこの状じよう況きようで物理の話なんかしてるんだろう、と思いながらミノルは懸けん命めいに口を動かし続けた。

「巨視マクロレベルの摩ま擦さつ力りよくは、物体表面のデコボコアスペリテイが引っかかることで発生するんですけど、微視ミクロレベル……原子レベルの摩ま擦さつ力りよくは、あなたもよくご存じの分子間力によって発生するわけです。分子間力は静せい電でん相そう互ご作さ用ようですから、物体表面の形状的な滑なめらかさは関係ない。ルブリケーターの潤じゆん滑かつ膜まくも何らかの物質でできている以上、空気分子の衝しよう突とつには影えい響きようを受けるはずです。直感的にも、極ごく薄うすペラペラの膜まくが掃そう除じ機きの吸引力を無視できるとは思えませんよ」

　奇き跡せき的に一度もつっかえることなく最後まで言えたが、リキダイザーはさほど感かん銘めいを受けた様子もなく、たったひと言だけを口にした。

「炭素よ」

「え……何がですか？」

「ルブリケーターの、潤じゆん滑かつ膜まくの材料。以前、危険を冒おかしてこっそり調べたの。あの膜まくは、純じゆん粋すいな炭素だけでできてる。被探知圏がもの凄く狭いのはそのせいでしょうね」

「炭素……？」

　予想もしなかった物質名に、ミノルは大きく首を傾かしげた。

「あの……炭素って、カーボンですよね。ぬるぬるしてるイメージぜんぜんないんですが……。どっちかっていうとざらざらなんじゃ……」

　そう言ってから気付く。ルブリケーターが逃とう走そうし、潤じゆん滑かつ膜まくが消えたあと、地面にはざらっとする粉末が積もっていたのだ。思わず左手を見てしまうが、リキダイザーの手当てをするためにいやというほど洗ったので残っているはずがない。

「私もそう思うけど間ま違ちがいないわ。なんで炭素の膜まくがあんなにぬるぬるするのかは解わからない……これ以上は、ルブリケーター本人の協力がない限り解明不可能でしょうね」

　ため息交じりの言葉を聞いて、ミノルは「イサリリ教授に意見を求められれば」と思わずにいられなかった。わずかな材料からでも瞬しゆん時じに解答へと辿たどり着つく《思索者スペキユレータ》の能力なら、潤じゆん滑かつ膜まくの秘密を暴いてくれるかもしれないのに。

　しかし、トランサー奪だつ還かん作さく戦せんに教授を巻まき込こむことはできない。オリヴィエの妹を取とり戻もどすまでは──せめて監かん禁きん場ば所しよの詳しよう細さいな位置が解わかるまでは、ミノルたちは指揮官抜ぬきで戦い続けるしかないのだ。

「……トランサーを取とり戻もどしたら、スターゲイザーの居場所を教えてくれるんですよね」

　ミノルが話を突とつ然ぜん切きり替かえても、リキダイザーは表情ひとつ動かさず、あたかもその問いを予期していたかのように頷うなずいた。

「教えるわ。そういう取引でしょ」

「なら……ルブリケーターは僕ぼくがなんとかします。もし今夜、もう一度あいつが襲おそってきても、あなたはトランサー奪だつ還かんを優先して下さい」

「なんとかって……坊ぼうやにどうにかできるわけ？」

「ルブリケーターの潤じゆん滑かつ膜まくは、動きを止めるだけで攻こう撃げき力りよくはない……あいつの武器が拳けん銃じゆうなら、防ぼう御ぎよ殻かくで防げます。少なくとも、足止めくらいはできるはずです」

「…………」

　今度は、しばらく沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、リキダイザーが左手をハンドルからシフトノブに移動させた。バックに入っていたギアをニュートラルに戻もどし、ペダルを踏ふんでスタートボタンを押おす。国産車にしてはなかなか迫はく力りよくのある音でエンジンが始動し、計器類に光が入る。カーナビ画面に表示された現在時刻は、午後十一時。トランサーを乗せた車がＮＣＡＭを出るまで、あと二時間。

「……まだ、ちょっと早くないですか？」

　ミノルが訊きくと、リキダイザーはサイドブレーキを解除しながら思わぬことを言った。

「燃料補給しておきましょ」

「え……車にですか？」

「私たちによ。取引前に買った食料は公園のゴミ箱に放ほうり込こんじゃったでしょ」

　コクッという音とともにギアが一速に入り、スイフトは滑なめらかに動き始めた。




　リキダイザーはまず大型の衣料品店に寄ると、ろくに選びもせずにハイネックのセーターを買い、血で汚よごれた服を着き替がえた。

　続いてミノルが連れていかれたのは、渋しぶ谷や区く神じん宮ぐう前まえの裏道にあるお好み焼き屋だった。細い通りの左右にはギャラリーやアパレル店、カフェなどが立ち並んでいて、こんなところにあるお好み焼き屋ならさぞかし小こ洒落じやれているだろうとミノルは気き後おくれしたが、古民家風の店構えは落ち着いていて、メニューも豚ぶた玉たま、ミックスなどの定番からアボカドトマトやシソエビチーズといった変わり種までを豊富に揃そろえた本格派だった。もっとも値段だけは、さすが原はら宿じゆく界かい隈わいと思わずにいられなかったが。

　店内に漂ただようソースの匂においを嗅かいだ途と端たん、ミノルも燃料切れを自覚させられて、お好み焼きを二種類と海かい鮮せんの鉄板焼きにシーザーサラダまで食べてしまった。リキダイザーは焼き方に一家言あるようで、助言通りに火を通したお好み焼きは確かにふわっとしていて美味おいしかった。

　食事代もリキダイザーに払はらってもらったミノルは、コインパーキングに戻もどる道すがら、少しだけ──ほんの少しだけ、姉のワカバが生きていたらこんなふうに外で一いつ緒しよにご飯を食べたりしたのだろうか、と考えてしまった。

　しかし、わずか十分後。そんなセンチメンタルな感かん慨がいは、否いや応おうなしに一いつ掃そうされることとなった。




「えっ……警察が？」

　車に戻もどった途と端たん、ユミコからかかってきた電話に、ミノルは啞あ然ぜんと問いかけた。

「運転はサーチャーじゃなかったんですか!?」

『私もそう思ってたんだけど、うちは護衛に専念しろって。面めん倒どうなことになったわ』

「そう……ですね」

　呟つぶやき、対応策を捻ひねり出だそうとするが、何も思いつかない。

　ユミコによれば、ＮＣＡＭを出発する移送車のドライバーとナビゲーターは、警視庁公安部３Ｅ事案対応室所属の警察官が担当すると急きゆう遽きよ知らされたのだという。普ふ段だんはルビーアイとの戦せん闘とう現げん場ばを即そく座ざに封ふう鎖さしてくれる、縁えんの下したの力持ちといったポジションの警官たちだが、今日ばかりは出てきて欲ほしくない。ＤＤは後から事情を話せば解わかってくれるだろうが、警察はそうはいかない。

『出発は予定どおり一時よ。あと四十五分あるから、その間にこっちでもなんとかできないか考えるわ。また連れん絡らくする』

「はい……」

　電話が切れても、ミノルはしばらくスマホの画面を凝ぎよう視しし続けた。だがいつまでも口を閉ざしてはいられない。顔を回し、右みぎ頰ほおに感じる視線を受け止める。

「……トランサーを移送する車に、公安警察官が二人乗っているそうです」

「そう」

　答えは簡潔だったが、リキダイザーの双そう眸ぼうがほんの一いつ瞬しゆん、薄うす赤あかく光った──ような気がした。反射的にミノルは、小さくかぶりを振ふっていた。

「だめです」

「何が？」

「殺したらだめです。きっと何かいい方法が……」

　みしっ、という音がミノルの言葉を遮さえぎった。ステアリングを握にぎるリキダイザーの両手に骨が浮うき出だし、関節が白くなっている。

「方法があるならいま教えて。ないなら私のやり方で対処する」

　発せられた声は一月の夜風よりも冷たかった。ミノルは唇くちびるを強く嚙かみ、警察官二名を無傷で、しかも特課メンバーの仕業だと解わからないように排はい除じよする方法を模も索さくした。しかし、アイデアが降りてくるより早く、リキダイザーが抑よく揚ようの薄うすい声を響ひびかせた。

「坊ぼうや、忘れてるなら思い出させてあげるわ。トランサーは、いままで一いつ般ぱん人じんを無差別に十人以上殺してるのよ。そんな凶きよう悪あく犯の脱だつ走そうに手を貸すことを、坊ぼうやたちは選んだ。いまさら犠ぎ牲せい者しやが二人増えたところで、何が変わるっていうの？」

「…………」

　それは、ミノルがずっと意図的に意識の外へと追いやり続けていた事実だった。いっそう強く歯を食くい縛しばると、耳の奥おくに鋭するどい声がありありと甦よみがえる。

　──トランサーは、いままで罪もない人を十人以上も殺しているのよ。ここで無力化しなければ、私がジェットアイでいる意味がなくなるわ。

　四日前に大おお井い埠ふ頭とうの冷れい凍とう倉庫でリキダイザーと対たい峙じしたユミコの言葉だ。あの時ユミコは、トランサーに向けた拳けん銃じゆうのトリガーを引く寸前だった。いや、スティンガーが乱入しなければ間ま違ちがいなく引いていただろう。

　そのユミコに、リキダイザーは懇こん願がんするように言った。

　──いまその子を殺せば、あなたも気まぐれに操作される駒こまの一つということになってしまうのよ。

　あの時リキダイザーは、トランサーを助けようと必死になっていた。それはいまも同じだ。トランサーを救出するために組織を裏切り、自分の命を危険に晒さらしている。そんな彼かの女じよにとって、いまさら警察官が二人死のうが大したことではないのかもしれない。それでも。

「……それでも、あなただって、人を殺したくてそんなことを言ってるわけじゃないでしょう。あなたなら、警察官を殺さなくても作戦を成功させられるはずです」

　ミノルが懸けん命めいに言葉を絞しぼり出だすと、リキダイザーは視線を前に向けた。

「つまり、私にその方法を考えろと？」

　冷ややかな声。しかしここで臆おくしてはならない。

「……僕ぼくも、できることは何でもします。最悪、僕ぼくだけなら裏切りがバレてもいい。それでも特課をクビになるだけですから」

「クビだけじゃ済まないわよ、ディバイダにも言ったけど、洗脳を疑われてサードアイを摘てき出しゆつされてもおかしくない」

「構わないです。それでスターゲイザーが……ディバイダの妹さんが助かるなら」

　ミノルがそう言い切ると、リキダイザーはハンドルを握にぎり締しめる両手から少しずつ力を抜ぬき、深く息を吐はいた。

　やがて発せられた声からは、凍こおるような響ひびきがいくらか薄うすれていた。

「問題はサーチャーね」

　突とつ然ぜん飛び出したＤＤのコードネームに、ぱちくりと瞬まばたきする。

「……どういうことです？」

「あの野球小こ僧ぞうは、規格外の索さく敵てき能のう力りよくを持ってる。彼かれが車に乗ってるなら、待まち伏ぶせての不意打ちは不可能よ」

「……サーチャーが野球好きとか、聞いたことないんですが」

「坊ぼう主ず頭あたまで野や球きゆう帽ぼうよ、賭かけてもいいわ。──ともかく、サーチャーがいる以上、こっちも強ごう引いんな仕し掛かけにならざるを得ない。探知されることを覚かく悟ごで正面から突つっ込こんで移送車を止めて、動けなくしてトランサーを奪うばう……。向こうの戦せん闘とう要よう員いんがアクセラレータだけなら適当に戦うフリだけして逃にげればいいけど、警官が乗ってるとなるとそうもいかないわ。当然武装してるでしょうし、私一人で警官の銃じゆう撃げきを防ぎながらトランサーを助け出してこっちの車に乗せるのは難しい」

　野球好きの件はともかく、後半は反論できない。警官二名だけでなくＤＤも武装はしているはずだから、いかなリキダイザーでも三方向から撃うたれたら全ての銃じゆう弾だんを溶とかすことはできないだろう。

　いっぽう警官たちも、周囲に他の車や歩行者がいる状じよう況きようで銃じゆうを撃うつことは許されているまい。一いつ般ぱん人じんを盾たてにするようだが、いっそそこを狙ねらったほうがいいのではないか。

「……あの、車で逃にげるのは諦あきらめて、南みなみ青あお山やまでやったみたいに地面を溶とかして地下に逃にげるのはどうなんですか？　地下鉄の線路とかに入っちゃえば、サーチャーでも簡単には追えないと思うんですが」

　ようやく思おもい浮うかんだアイデアだったが、リキダイザーは即そく座ざにかぶりを振ふった。

「道路上じゃ無理。もし電でん線せん共きよう同どう溝こうにぶつかったら高圧線を溶とかして感電死するし、ガス管や水道管も充じゆう分ぶんに危険だもの」

「ああ……そうですね……」

　今年のオリンピックに向けて、都内の大きな道路では電線の地中化が急ピッチで進められている。電線がなくとも、リキダイザーの言うとおりガス管、水道管にぶつかる可能性は高い。あの脱だつ出しゆつ方法は、あらかじめ地下に何があるかリサーチしてある場所でないと使えないということだ。

「……ちなみに、もし待まち伏ぶせできるなら、どういう手順を考えてるんですか？」

「簡単よ。移送車の進行ルート上に遅ち延えん液化エリアを作っておいて、そこに車が突つっ込こんで動けなくなったら、後ろから近づいてリアゲートのロックを溶とかして開けて、トランサーを脱だつ出しゆつさせる」

「なるほど……」

　シンプルだがそれゆえに成功率が高そうな作戦だ。しかしＤＤの鼻は、リキダイザーの罠わなを確実に嗅かぎつけてコースを変へん更こうさせてしまうだろう。いままではあまり意識してこなかったが、敵──とは言わずとも相手方に回った途と端たん、広こう範はん囲いレーダー能力の有用さ、恐おそろしさを再さい確かく認にんさせられる。

　だが、強ごう引いんな正しよう面めん突とつ破ぱ作戦だけは許容できない。その場合、リキダイザーは運転席と助手席に座すわっている警察官を真っ先に無力化しようとするだろう。拳けん銃じゆうだけを溶とかすような手加減ができる状じよう況きようではないだろうし、またするつもりもあるまい。

　ルブリケーターに撃うたれて倒たおれる前に、オリヴィエは言っていた。この件では誰だれも傷つけるつもりはない、と。彼かれに後事を託たくされた以上、ここで諦あきらめるわけにはいかない。何か──まだ何か方法があるはず。

　焦しよう燥そうを押おし込こめるためにミノルも何かを握にぎりたかったが、目の前にはグローブボックスの蓋ふたしかないので、代わりに両手を祈いのるような形に組み合わせた。力を込こめると、骨がみしみしと軋きしむ。

　リキダイザーの液化能力の代わりに、ＤＤに探知されない方法で車を止められないだろうか。たとえば道路にワイヤーを張っておくとか、釘くぎを撒まいておくとか……いや、どちらも確実ではないし、車が大きな事故を起こしてしまいかねない。やはり、ミノルが体を張って止めるしかないのか。防ぼう御ぎよ殻かくを出した状態でフロントに衝しよう突とつし、少しずつ車を減速させられれば、周囲や乗員に被ひ害がいを出すことは防げるのではないか……。

　その、いわば最後の手段を口に出そうとした、その時。

「一つだけ、サーチャーに気付かれずに待まち伏ぶせる方法がある……かもしれないわ」

　リキダイザーが呟つぶやくようにそう言ったので、ミノルはさっと隣となりを見た。

「え……ど、どんな……？」

　ルビーアイは、ゆっくり顔を動かすと、正面からミノルの視線を受け止めた。

「できるかどうかは、私じゃなくて坊ぼうや次し第だいよ……アイソレータ」
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　ユミコから三度目の連れん絡らくがあったのは、午前一時のわずか十分前だった。

『トイレから掛かけてるからのんびり話してる時間はないわ。出発時間は予定どおり、移送車は黒のアルファード。目的地は自衛隊の三み宿しゆく駐ちゆう屯とん地ち、ルートは外がい苑えん東ひがし通どおりを南進、２４６を西進、渋谷駅を通り過ぎて三み宿しゆく交差点を左折。乗員に変へん更こうなし。襲しゆう撃げき地点を決めたらショートメールで連れん絡らくして』

「は……はい」

　ミノルが答えると、そのまま通話が切れる。

　自衛隊という単語が予想外すぎて、スマートフォンを握にぎったまま一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまったが、右みぎ頰ほおに突つき刺ささるような視線を感じて我に返る。急いで情報を伝えると、リキダイザーの顔にも剣けん吞のんな表情が浮うかぶ。

「三み宿しゆく駐ちゆう屯とん地ち……ですって？」

「はい……そこ、何があるんですか？」

「色々あるけど、主な施し設せつは防衛装備庁の電子装備研究所と自衛隊中央病院……かしらね」

　その答えを聞いて、ミノルは少しだけ腑ふに落ちたような気がした。

「病院があるなら、そこにトランサーを転院させるってことでしょうか。普ふ通つうの病院より守りは堅かたいでしょうし……」

「……そんな受け身な理由じゃない気がするけど……身み柄がらを奪うばい返かえしてしまえばどうでもいいことだわ」

　押おし殺ころした声で呟つぶやくと、リキダイザーもスマホを取り出した。地図アプリをスクロールさせながら、言葉を続ける。

「……外がい苑えん東ひがし通どおりも２４６も、この時間じゃまだ交通量が多いわね。仕し掛かけるなら……ここ、世せ田た谷がや公こう園えん北側の道路しかない」

　差し出されたスマホを覗のぞき込こみ、目を剝むく。

「え……!?　そこ、駐ちゆう屯とん地ちの目と鼻の先じゃないですか！」

「関係ないわよ、たとえ正門の前でドンパチしても、駐ちゆう屯とん地ちの自衛官が武器を持って出動するには総理大臣やら防衛大臣やらの命令がどっさり必要だもの。それより……」

　スマホを引ひっ込こめると、リキダイザーは静かに問うてきた。

「やれるのね？」

「……はい」

　ミノルが頷うなずくと、リキダイザーは無言でエンジンに火を入れた。駐ちゆう車しや場じようを出たスイフトは、世せ田た谷がや目指して猛もう然ぜんと走り始めた。




　山やまの手て線せんの終電が出たばかりの時間だからか、明めい治じ通どおりも２４６号線も多くのタクシーで混み合っていたが、リキダイザーは巧たくみなハンドル捌さばきで約五キロの道のりを十分とかからず走はしり抜ぬけた。

　襲しゆう撃げき予定地点に到とう着ちやくすると、まず徐じよ行こうしながら監かん視しカメラを探す。道路南側の駐ちゆう車しや場じよう入り口に一台見つかったので、撮さつ影えい範はん囲い外でＵターンして車を停とめ、付近に三台ほどある路ろ駐ちゆう車両が全て無人であることを確かく認にんしてから制音器つきの拳けん銃じゆうでカメラを破は壊かいする。

　次にリキダイザーは、グローブボックスから薄うす手での黒くろ手て袋ぶくろと大判のシールのようなものを取り出した。

「手て袋ぶくろをしてから、これを後ろに貼はって」

　という指示とともに渡わたされた白地のシールには、濃こいグリーンでひらがな一つと四桁の数字がプリントされている。用よう途とは一いち目もく瞭りよう然ぜん。言われたとおりに手て袋ぶくろを嵌はめてから車を降りてリアに回り、ナンバープレートの数字に重ねてしっかり貼はり付つける。

《組織》も色々工く夫ふうしてるんだなあ……と考えていると、内ポケットのスマホが振しん動どうした。ユミコがショートメールを送ってきたのだ。

　文面は【＠ＳＢＹ　５ｍｉｎ】となっている。

　何だこりゃ、と眉まゆを寄せてから気付く。移送車の現在位置が渋しぶ谷や駅えき、あと五分で到とう着ちやく予定という意味だろう。ユミコはＤＤの隣となりでこっそりメッセージを打っているのだろうから、簡潔な内容になってしまうのはやむを得ない。ミノルも【世せ田た谷がや公こう園えん北側で待機中】とだけ返信し、歩いてくるリキダイザーを見た。

「あと五分です」

「ダコール」

　フランス語らしき単語で応じたリキダイザーは、さっと周囲に視線を走らせた。

「あの車が良さそうね」

　指さしたのは、スイフトの二十メートルほど東に停とまっているシルバーのミニバンだ。日につ産さんセレナ……持ち主には申し訳ないが、大おお柄がらな図ずう体たいは確かに隠かくれ場ば所しよとしては最適だろう。

　セレナの鼻先に歩み寄ったリキダイザーは、ボンネットとフロントグリルの隙すき間まに人差し指をあてがった。直後、指が幅はば五ミリもない隙すき間まに音もなく埋うまる。そのままさっと横に動かし、すぐに引ひき抜ぬく。

　液化能力でロック機構を破は壊かいしたのだ。一いつ瞬しゆんのことだったので、さしものＤＤも数キロ先からは気付けないだろう。リキダイザーはボンネットを持ち上げるとミノルに支えさせ、バッテリーに繫つながっている赤いケーブルも能力で切断する。車のセキュリティを無効化するためだ、ということくらいはミノルにも解わかる。

　ボンネットを閉め、歩道側の後部ドアに移動。当然施せ錠じようされているが、リキダイザーは右手でずるっと窓を突つき破やぶり、内側からロックを外した。スライドドアを引き開け、中に滑すべり込こむ。ミノルも続き、ドアを閉める。残り時間、四分。

　セレナの二列目シートは、特課が使っている三みつ菱びしデリカＤ：５よりいくらか広かった。革かわ張ばりのシートに体を沈しずめたリキダイザーが、目を閉じて軽く息を吐はく。

　お好み焼き屋ではしっかり食べていたが、決して顔色がいいとは言えない。当然だろう、対スティンガー戦のダメージが残っているところを銃じゆう撃げきされ、自力で弾たまを抜ぬいてほんの二時間足らず寝ねただけなのだ。

「……肩かたは……」

　大だい丈じよう夫ぶですか、とミノルは訊たずねようとした。しかしリキダイザーはさっと右手を持ち上げて質問を遮さえぎると、瞼まぶたを持ち上げてミノルを見た。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。──始めましょう」

「……はい」

　頷うなずき、ミノルは自分の胸に右手を押おし当あてた。胸骨に融ゆう合ごうしている黒いサードアイの存在を感じながら、赤いサードアイを宿す女性に語りかける。

「僕ぼくの中に、僕ぼくとはまったく別人格の、小さい子供がいると想像して下さい」

「……子供？」

「そうです。恐こわがりで、人見知りで、でも好こう奇き心しんが強い子供。その子供は、僕ぼくと戦ったあなたのことを怖こわがっている。でも同時に、あなたのことを知りたいとも思っている」

「……その子供が、坊ぼうやの防ぼう御ぎよ殻かくをコントロールしているの？」

　リキダイザーの問いに、ミノルはそっとかぶりを振ふった。

　残り三分。あと一分もしないうちに、ＤＤの鼻はリキダイザーを嗅かぎつけるだろう。

「スイッチをオンオフしているのは僕ぼくです。でも、殻からを作っているのはその子供です。だから、殻からの中に誰だれかを入れるか、それとも弾はじき飛とばすかは、僕ぼくには決められない」

　それが、《防御殻に他人を取とり込こむ》という不可思議な現象に対する、現時点でのミノルの答えだった。

　殻からは初対面の小こ村むらスウを受け入れた。しかしその後、特課で行った再現実験では、頑がんとして安あ須ずユミコを拒こばんだ。その理由をミノルは、双そう方ほうの精神状態──具体的には敵意の有う無むに起因するものだと思おもい込こんでいたのだが、よく考えてみれば実験の当時、ミノルはユミコに気き後おくれこそすれ敵意など抱いだいていなかったし、気き後おくれしたのはスウの時も同じだ。イグナイター戦の時はユミコの取とり込こみに成功したことからも、単純な条件だけで結果が決まるわけではないのだろう。

　今日の……いや昨日の夕方、コペンで迎むかえに来てくれた小村スウも言っていた。病院でミノルがスウを殻からに取とり込こんだ時、誰だれかの手のようなものが頭の中に入ってきて、血けつ腫しゆを治ち療りようしてくれたのだと。ミノルもまったく同じように感じた。あの手の持ち主が、防御殻という不思議な能力をミノルに与あたえているのだとしたら、リキダイザーを取とり込こむかどうかは彼かれまたは彼かの女じよの意思で決まる。

　不意に、リキダイザーが左手を持ち上げた。胸に当てたままのミノルの右手にそっと重ね、かすかな、しかし明めい瞭りような声で言う。

「約束する……トランサーにはもう二度と人を殺させない。だから、彼かれを助けるチャンスを私にちょうだい」

　その言葉を聞いた途と端たん、胸むねの奥おくが鋭するどく疼うずいて、ミノルは反射的に問い返していた。

「あなたは……あなた自身はどうするんですか」

「私はいままでただの一人も殺したことはないわ」

　真顔でそう告げると、ミノルに何を言わせる時間も与あたえず、リキダイザーは上体を密着させた。両りよう腕うででしっかりミノルを引き寄せ、囁ささやく。

「いいわ、やって」

　ミノルは小さく頷うなずき、深く息を吸って、スイッチを入れた。

　体がシートからわずかに浮うき上あがる。あらゆる背景音が消しよう滅めつし、街灯の光が青っぽく変わる。しかし消えないものもあった。密着するリキダイザーの息いき遣づかいと、体温。

　防ぼう御ぎよ殻かくは、ジェットアイの敵であるルビーアイの中でも最強と目される女性を、内部に取とり込こんだのだ。

　殻からの中ではいつも聞こえる、ごーん、ごーんという不思議な低音だけがしばし響ひびき続けた。やがて、耳みみ許もとでかすかな声が生まれた。

「……これが、坊ぼうやの力なのね……」

「僕ぼくの……ではないです。僕ぼくを助けてくれる、誰だれかの力です」

　ミノルがそう答えると、リキダイザーの全身から徐じよ々じよに強こわ張ばりが抜ぬけていった。ミノルの左ひだり肩かたに頭を預け、リキダイザーは更さらなる言葉を発した。

「私はずっと、サードアイは、宿主を支配して戦わせるだけの収しゆう奪だつ的てき寄生生物だと考えていた。だから私も、サードアイとそれが作り出した状じよう況きようを利用して、自分の望みを果たそうと……。でも……この空間には、怒いかりも憎にくしみも存在しない。あるのはただ……ただ…………」
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　そこで口を閉ざしてしまったリキダイザーに、ミノルは何かを言うべきなのだろうと思ったが、言葉が見つからなかった。代わりに、実務的な情報を口にした。

「……あと一分です」

「ええ」

　頷うなずく動作が、肩かたに伝わる。

　リキダイザーが提案した、ＤＤの広こう範はん囲い探知能力をかい潜くぐって移送車を待まち伏ぶせする方法。それは、彼かの女じよをミノルの防御殻に入れることだ。殻からの中にいる限り、リキダイザーの被ひ探たん知ち圏けんは完全に遮しや断だんされ、いかな《探索者サーチヤー》でも存在に気付くことはできない。

「私が飛び出したら、あとは手はずどおりに」

　厳しさの戻もどったリキダイザーの言葉に、今度はミノルが頷うなずく。

　三十秒後、フロントガラスの向こうで、交差点を曲がってきた車のヘッドライトが輝かがやいた。黒いミニバン……威い圧あつ的てきなフロントグリルは、トヨタのアルファードに間ま違ちがいない。

「来ました」

「カウントゼロで解除して」

　アルファードは時速四十キロほどで近づいてくる。後続車はない。二人が隠かくれるセレナとの距きよ離り、残り三十メートル……二十メートル……。

「三、二、一、ゼロ」

　リキダイザーのカウントが終わると同時に、ミノルは防ぼう御ぎよ殻かくを解除した。

　大おお怪け我がをしたばかりとは思えない身のこなしで、リキダイザーが車道側のドアに飛びつく。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなくレバーを引き、スライドしたドアから道路に飛び出す。

　アルファードが急ブレーキを踏ふみ、甲かん高だかいスキール音が夜のしじまを切きり裂さいた。あまりスピードは出ていなかったとはいえ、大おお柄がらなミニバンは簡単には停とまれない。うずくまる人ひと影かげを撥はね飛とばす──と見えたその刹せつ那な、リキダイザーが右にジャンプする。

　直後、アルファードががくんとつんのめった。

　フロントグリルが路面に半分以上も沈しずみ込こんでいる。リキダイザーが液化したアスファルトに突つっ込こんだのだ。いや、あの深さからすると、液化されたのは道路の舗ほ装そう面めんだけではない。その下の基き層そうから砕さい石せき層そう、路ろ床しようとなっている地面までをも一いつ瞬しゆんで液体に変えたようだ。しかも範はん囲いは幅はば二メートル、長さ三メートル以上にも及およんでいる。凄すさまじいとしか言いようのない力だ。

　だが、車を止めるだけならタイヤを半分沈しずめる程度で良かったはず。いったいどうしてあれほど深く、と考えてからやっと気付く。アルファードは、フロントドアが半分近く、リアドアも三分の一が黒い沼ぬまに沈しずんでいる。あれでは、乗員がドアを開けることはできない。

　ビキッ！　と重い音が響ひびく。液化したアスファルトが元の固体に戻もどったのだ。

　そこまで見届けてから、ミノルも歩道側のドアを開けて外に飛び出た。体を沈しずめ、二十メートルほど離はなれたスイフトへとダッシュする。リアハッチを開け、ラゲッジルームに跳とび乗る。後席を倒たおしてあるので、ミノルの他にもう一人乗せるだけのスペースは充じゆう分ぶんにある。

　──このまま、誰だれも傷つかずに終わってくれ！

　そう念じながら、ミノルは後方を見た。

　ちょうど、車体を回まわり込こんだリキダイザーが、アルファードのバックドア下部に右手を押おし当あてるところだった。

　ロックを溶とかし、ドアを開ける。内部に体を突つっ込こみ、大型の車くるま椅い子すを引っ張り出す。何本ものストラップで固定されている、トランサーであろう人ひと影かげはぴくりとも動かない。どうやら薬か何かで眠ねむらされているようだ。

　車くるま椅い子すを道路に下ろすと、リキダイザーはバックドアを閉め、フェンダーとの隙すき間まを両手でさっと撫なでた。恐おそらく、液化能力で車体とドアを溶よう接せつして開けられないようにしたのだ。その作業を終えるや車くるま椅い子すのハンドルを握にぎり、ミノルが待つスイフトへと走ってくる。ここまでは恐おそろしいほど順調。

　しかし問題もある。天てん井じようが低いスイフトの荷室には、車くるま椅い子すをそのまま載のせられないので、拘こう束そくストラップを全て外してトランサーを解放しなくてはならない。

　飛び降りて手伝うべきかとミノルは考えた。しかし荷室から出れば、アルファードに乗っている警察官かＤＤに顔を見られてしまう。ＤＤだけならユミコがフォローしてくれるかもしれないが、警察官はどうしようもない。

　こんなことなら目出し帽ぼうでも用意しておくんだった──と悔くやんでももう遅おそい。懸けん命めいに走るリキダイザーを、じりじりしながら見守っていると。

　アルファードのバックドアのガラスが、粉々に砕くだけ散ちった。暗い車内で黄色い閃せん光こうが瞬またたき、乾かわいた破は裂れつ音が立て続けに夜気を震ふるわせる。警察官たちが、リキダイザーを狙ねらって銃じゆうを撃うち始めたのだ。

　路面で火花が弾はじけ、スイフトのバンパーも被ひ弾だんする。車の前席から後方を狙ねらい撃うつのは難しいだろうが、距きよ離りは二十メートルしかない。このままではいずれリキダイザーかトランサーに当たる……とミノルが歯は嚙がみした、その時。

　車くるま椅い子すのハンドルを離はなしたリキダイザーが、振ふり向むいて両手を突つき出だした。飛来する銃じゆう弾だんが、液化フィールドに触ふれるはしから銀色の螺ら旋せんとなって飛び散る。同時に、声。

「お願い、ストラップを外して！」

　ミノルへの指示、いや懇こん願がんだ。いまなら、車から出てもリキダイザーが壁かべになってミノルの姿は見えないはず。転がるように路面へ飛び降り、車くるま椅い子すに走り寄る。

　灰色の拘こう束そく衣いを着せられたトランサーこと三み川かわ霤りゆうは、項垂うなだれたまま動かない。やはり意識がないのだ。車くるま椅い子すの座面と背もたれ、足置きには頑がん丈じようそうなストラップベルトが取り付けられ、三川の全身を捕ほ縛ばくしている。

　急いで左ひだり脚あしのストラップから外そうとしたが、何ということか、全金属製のバックルは鍵かぎでロックできるタイプで引っ張るだけではびくともしない。ストラップ自体はナイロン製だが、切断するには鋭えい利りなナイフが必要だ。銃じゆう撃げきはリキダイザーが防いでくれているものの、これ以上時間をかければ応おう援えんのパトカーが山ほど集まってくる……いや、大おお晦日みそかに出動した自衛隊の攻こう撃げきヘリコプターが出てきてもおかしくない。早くこの場を離り脱だつしないと。

「…………ッ！」

　全身の血が沸ふつ騰とうするような焦しよう燥そうに駆かられながら、ミノルは車くるま椅い子すを睨にらんだ。

　そして気付く。要は、トランサーをスイフトの荷室に収められればいいのだ。拘こう束そく用よう車くるま椅い子すは大きいので、そのままでは絶対に乗らない。しかしタイヤを外して九十度倒たおせば、ギリギリで収まるはず。

　車くるま椅い子すのタイヤは六角ナットで固定されているが、もちろんスパナなど持っていない。黒い手て袋ぶくろを嵌はめた両手で左右のタイヤの上部を摑つかみ、押おし広ひろげる。

「ん……う、ううう！」

　大声で吼ほえるわけにはいかないので、最小限の音量で唸うなりながら力を振ふり絞しぼる。スポークが次々と根元から弾はじけ飛とび、ホイールのリムが変形していく。リキダイザーの液化能力なら一いつ瞬しゆんで分解できるが、銃じゆう弾だんを防いでいる彼かの女じよの手は借りられない。

「ううあッ!!」

　ランナーのミノルは瘦やせ形がた体型で、脚あしならまだしも腕うでの筋力に自信はまったくない。しかしサードアイ保持者に限っては、時として意志力が肉体のリミッターを外すこともある。胸から肩かた、腕うでにかけての筋肉が震ふるえ、うねり、限界を超こえたパワーを引き出し──。

　バキン！　と悲鳴を上げて、ホイールハブを支えている車しや軸じくが二本ともへし折れた。タイヤを放り捨てるやハンドルを握にぎり、最後の力で横向きに持ち上げると、トランサーの足から先にスイフトの荷室へ放ほうり込こむ。ハッチを閉め、叫さけぶ。

「ＯＫです！」

「向こうの弾たまが切れたら逃にげるわよ！」

　リキダイザーがそう答えた数秒後、アルファードからの銃じゆう撃げきが止やんだ。公安警察官二人が、十数発ずつを撃うち尽つくしたのだろう。すぐにユミコとＤＤが割れたリアウインドウから出てくるはずだ。二人と戦う羽目になる前に逃とう走そうしなくては。

　ミノルたちは左右に分かれると、助手席と運転席に飛び乗った。エンジンが目覚めるや、ギアを一速に叩たたき込こんでアクセルを踏ふみ付つける。前輪が一いつ瞬しゆん鳴いてから路面を嚙かみ、軽量な車体をダッシュさせる。

「坊ぼうやは顔を伏ふせていなさい！」

　その指示の理由は、逃とう走そう路ろにも無数の防犯カメラがあるからだろう。やや情けない姿だが、そうも言っていられない。ダッシュボードで顔が隠かくれるようにうずくまり、両足を踏ふん張ばる。直後、激しい横Ｇ。スキール音を響ひびかせながら左折し、再び加速。

「ど……どこに逃にげるんですか!?」

　いまさらに過ぎる質問だが、そう訊きかずにはいられない。すぐに《白いスイフト》の手配情報が警視庁から通達され、自衛隊三み宿しゆく駐ちゆう屯とん地ちを中心に厳しい検問態勢が敷しかれるはずだ。このまま都内の道路を走って逃にげ切きれるとは思えない。

　しかしリキダイザーは、答える代わりに再びハンドルを切り、歩道を横切って停車させた。

「まだ伏ふせてて」

　低い声に、窓が開く音が続く。数秒後、

「カメラはないわね。もういいわよ」

「…………」

　恐おそる恐おそる顔を上げると、どうやら通りすがりの月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じように入ったようだ。襲しゆう撃げき地点からは一キロも走っていないだろう。もしかして、ここで車を乗のり換かえるのか……と思ったのだが、リキダイザーが先回りして言う。

「いまどきの車はたいていイモビライザーがついてるから簡単には盗ぬすめないわ。車を降りて、ナンバープレートのシールを剝はがして」

「……は、はい」

　言われるままドアを開けて車外に出ると、すでにパトカーのサイレンがかすかに聞こえた。のんびりしている余よ裕ゆうはない。車の前側にしゃがみ込こみ、数分前に貼はったばかりの偽にせナンバーシールを剝はがす。

　立ち上がると、リキダイザーが奇き妙みようなことをしていた。車のルーフに両手を押おし当あて、目を閉じているのだ。何をするつもりなのか気になるが、深く集中しているようなので声は掛かけられない。まずは言われた仕事を終わらせるべく後部に移動し、二枚目のシールを剝はがし終えた、その時──。

　かすかな水音を立てて、スイフトの車体を染める純白が、無数の雫しずくとなって流れ落ちた。

「……!?」

　仰ぎよう天てんして両目を見開く。一いつ瞬しゆん、車体そのものを溶とかしてしまったのかと思ったが、そうではない。液体になったのはパールホワイトの塗と装そうだけで、その内側にあった艶つややかな黒の塗と膜まくが露あらわになっている。

「に……二重に塗と装そうされていたんですか？　外側の塗と料りようだけを液化した……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、リキダイザーはさっと首を横に振ふった。

「さすがにそこまで細かいコントロールはできないわ。白はラッピングフィルムだったのよ、それを液化したの。……乗って」

　なおも啞あ然ぜんとしながらドアを開け、乗のり込こむ。確かに塗と料りようとラッピングフィルムでは材質が違ちがうだろうが、厚さ〇・何ミリというフィルムだけを選せん択たくして液化するのがとんでもない離はなれ業わざであることは間ま違ちがいない。

　──この人と、またいつか戦う日が来るんだ。

　改めてそう認にん識しきしながら、ミノルはシートベルトを締しめた。

　駐ちゆう車しや場じようを出た漆しつ黒こくのスイフトは、再び南へと走り始めた。三百メートルも進まないうちに、サイレンを鳴らすパトカーとすれ違ちがう。運転席の警察官がちらりとこちらを見た気がしたが、スピードを緩ゆるめず走り去っていく。

　スイフトはありふれた車種だし、手配情報と色もナンバーも異なっていれば怪あやしまれることはあるまい。これでひとまず逃にげられそうだ、とミノルが肩かたの力を抜ぬくと、見計らったようにリキダイザーが言った。

「トランサーの様子はどう？」

「あ……」

　確かにいまはそれが一番気になるだろう。シートバックを少し倒たおし、荷室に身を乗り出す。

　ミノルが車くるま椅い子すのハンドルを持って積つみ込こんだので、トランサーは前席に足を向ける姿勢で横たわっていて顔は見えない。右手を伸のばし、ストラップで固定されたトランサーの左足首を摑つかむ。くるぶしとアキレス腱けんの間にある後こう脛けい骨こつ動脈に触ふれると、薬のせいか少々遅おそいが確かな脈動が伝わってくる。

「……脈はしっかりしてます。たぶん麻ま酔すい薬やくで眠ねむらされてるんだと思います」

「薬……だといいけどね……」

　その呟つぶやき声ごえの意味を、ミノルはすぐに理解した。麻ま酔すい薬やくなら作用時間が終われば意識を取とり戻もどすはずだが、万が一何らかのサードアイ能力によって眠ねむらされているなら、覚かく醒せいさせられるのは同じ能力者だけということも有り得るのだ。

　しかし、仮にそうであっても、いまは警察もしくは自衛隊の警けい戒かい網もうから逃のがれるのが先決だ。リキダイザーは次の交差点で右折し、西に向かった。このまま世せ田た谷がや区くを横断し、多た摩ま川がわ方面に逃にげるのかと思ったが、五分ほど走って環かん状じよう七号線にぶつかると再び右折し、今度は北へと走り始める。

「あの……どこに向かってるんですか？」

　思わずそう訊たずねると、「どうしようかしら」という呟つぶやきが返ってきた。

「どうしようって……」

「最初は組織のセーフハウスでほとぼりを冷ますつもりだったけど、それも危険になっちゃったからね……ともかく、いまはできるだけ遠くに行くしかないわ」

「東京を離はなれるってことですか？」

「東京どころか関東……へたすると日本から出る必要があるかもね」

「…………」

　ただの一度も海外旅行というものをしたことがないミノルには、想像もできない言葉だった。ふと思いつき、訊たずねる。

「フランス語はどこで習ったんです？」

「カナダ」

　という答えが真実なのか噓うそなのかを判断できず、ちらりと横を見る。シートに深く体を沈しずめるリキダイザーの顔に、表情らしい表情は浮うかんでいない。

　スイフトは上かみ馬うまのアンダーパスで２４６号線をくぐり、北上を続ける。再びパトカーとすれ違ちがうが、見み咎とがめられた様子はない。リキダイザーは法定速度プラス十キロを維い持じし、左車線をひっそりと走り続ける。

　内ポケットのスマートフォンが震ふるえたので取り出すと、ユミコからの着電だった。画面をタップし、耳に当てた途と端たん、

『怪我けがしなかった？』

　と急せいた声が聞こえた。

「はい、全員無事です」

『そう……』

　ほっとしたような息いき遣づかいに、押おし殺ころした声が続く。

『私とＤＤはまだ現場。状じよう況きようの指揮権は公安から陸自《別ベツ隊タイ》に移ったわ』

「別隊に……？」

『いつの間にか、あいつらが一枚嚙かんでたみたい。ヘリを飛ばすらしいから、空にも注意して』

「りょ……了りよう解かいです」

『無事に帰るのよ』

　そう囁ささやくと、ユミコは通話を切った。結局訊きかれたのは無事かどうかだけで、ミノルたちの現在位置や目的地を確かく認にんしなかったのは、こちらが警けい戒かいしなくていいようにという配はい慮りよだろう。完全なフリーハンドを与あたえられた以上、なすべきこと──リキダイザーとトランサーが安全な場所に辿たどり着つくのを見届けて、スターゲイザーの情報を入手するという任務を完かん遂すいしなくてはならない。

　スマホをポケットに戻もどし、小声で伝える。

「陸自の《別ベツ隊タイ》が指揮権を引ひき継ついだみたいです。ヘリコプターで捜そう索さくするって……」

「なるほど、いよいよきな臭くさくなってきたわね」

　囁ささやき返したリキダイザーが、わずかにアクセルを踏ふみ込こむ。車線を変えて大型トレーラーをパスし、また戻もどる。

　カーナビ画面の時計は、午前一時四十八分を示している。いつもならとっくに寝ねている時間、というよりもう起き床しよう時間に近いが、まだ気が張はり詰つめているせいか眠ねむ気けはほとんど感じない。車は小お田だ急きゆう線せんをくぐり、京けい王おう線せんをまたいで北上を続ける。もうすぐ杉すぎ並なみ区く……少し窓を開けて耳を澄すませるが、いまのところヘリコプターの飛行音は聞こえないようだ。

　先刻の言葉どおり関東を脱だつ出しゆつするなら、練ねり馬ま区くを横断して関かん越えつ自じ動どう車しや道どうに乗るか、このまま環かん七ななを足あ立だち区くまで走り続けて常じよう磐ばん自じ動どう車しや道どうに乗るか、だろうか。あるいは本当に海外へ逃のがれるつもりなのかもしれないが、その方法はミノルには見当もつかない。

　しかしどうあれ、いまは走り続けるしかない。襲しゆう撃げき地点から遠ざかれば遠ざかるほど、警察や自衛隊の網あみから抜ぬけ出だせる可能性が高まるのだ。

　いままで、特課の攻こう撃げきから逃にげ延のびた──あるいは逃にげられなかったルビーアイたちは、みんなこんな気分を味わっていたのだろうか。

　そんなことを考えながら、ミノルが窓を閉じようとした、その時。

　突とつ然ぜん、フロントガラス越ごしの夜景が横に流れた。車が何の前兆もなくスリップしたのだ。

　タイヤの下の路面が消しよう滅めつしてしまったかのような、異様な感覚。グリップが完全に失われ、スイフトはハーフスピン状態に陥おちいりながら、右側の中ちゆう央おう分ぶん離り帯たい目め掛がけて突とつ進しんしていく。

「くっ……！」

　唸うなったリキダイザーが、ハンドルを大きく切りながらギアを落とす。右後輪が分ぶん離り帯たいの縁えん石せきに接せつ触しよくし、そこでようやくトラクションが回復。車は左右に蛇だ行こうしながらも、どうにか車線の真ん中に戻もどる。

「な、何が……!?」

　喘あえぐミノルに、リキダイザーが答えた。

「ルブリケーターよ！　真後ろのデミオ！」

「…………！」

　慌あわてて振ふり向むくと、二十メートルほど後方でハイビームのヘッドライトが煌こう々こうと輝かがやいている。対向車のライトに照らされた鋭えい利りなフロントマスクは確かにマツダのデミオだ。ドライバーの姿までは見えないが、ひりつくようなプレッシャーを感じる。

「なんでこの車が……！」

　色もナンバーも変わっているのに、と思いながら叫さけぶと、即そく座ざに鋭するどい声が返る。

「間ま違ちがいなく、あいつ以外のサードアイ能力者による追つい跡せきよ！　それをどうにかしないと逃にげ切きれない！」

「ルブリケーター以外の……!?」

　見開いた目を再び後方に向けるが、ハイビームの強きよう烈れつな光線と、荷室を占せん領りようしている車くるま椅い子すが妨さまたげになって、デミオの車内に二人以上乗っているのかどうか見み極きわめられない。

　と、再びスイフトが横よこ滑すべりした。

　今度は道路左側のガードレールへと突つっ込こんでいく。ルブリケーターが路面に潤じゆん滑かつ膜まくを貼はり、スイフトのタイヤからグリップ力を根こそぎ奪うばっているのだ。このスピードで横っ腹からガードレールにぶつかったら、横転して歩道でひっくり返りかねない。

「く……！」

　ミノルは歯を食くい縛しばりながらドアを十五センチほど開けた。みるみる近づくガードレールを睨にらみ、タイミングを計ってドアから左足を突つき出だす。すかさず防ぼう御ぎよ殻かくを展開し、ガードレールの支柱を蹴けり飛ばす。

　生身でこんな真似まねをしたら、サードアイ保持者であっても骨が何なん箇か所しよか折れていただろうが、殻からを出していれば強度無限の外骨格に支えられているのと同じ状態になる。車体プラス三人分の重量を受け止めた支柱はぐにゃりと変形したが、辛からくも横転は免まぬがれ、スイフトは右側に滑すべり始める。

　そこでようやくルブリケーターの潤じゆん滑かつ膜まくから脱だつ出しゆつし、前輪が路面を捉とらえた。リキダイザーがアクセルを踏ふみ込こみ、スピードメーターの針がみるみる上がっていく。ドアを閉め、防御殻を消すと、ミノルは叫さけんだ。

「と……停とまったほうがいいんじゃ……！」

「ルブリケーターはそこを狙ねらっているのよ！　絶対、安全には停とまれない！」

　即そく座ざに言い返される。確かに、定速直進中でも潤じゆん滑かつ膜まくを踏ふむとあれほど姿勢が乱れるのだ。旋せん回かい中ちゆう、あるいは減速中を狙ねらわれたら完全に制せい御ぎよ不能になり、一いつ瞬しゆんでスピンしてしまうだろう。

「あいつの能力の射程距きよ離りは……!?」

「五十メートル程度のはず！」

　答えたリキダイザーが、ギアを上げて更さらに加速する。射程の外に出れば、潤じゆん滑かつ攻こう撃げきから逃のがれられる──停とまれないなら、引ひき離はなすしかない。

　エンジンの唸うなりを聞きながら振ふり向むくと、デミオのヘッドライトは幾いくらか遠ざかったものの、それ以上小さくならない。リキダイザーがフランス語で毒づく。

「サルテくそつ！　粘ねばるわね、デミオのくせに……」

「く、くせにって……」

「国産コンパクトカーだと、スイフトとデミオがガチンコなのよ。それより顔を下げて！　この先にオービスがある！」

　指示され、ミノルは慌あわててダッシュボードの下に屈かがみ込こんだ。環かん七ななの制限速度は五十キロ、メーターは百キロを超こえているので、間ま違ちがいなく自動取締装置オービスに撮さつ影えいされるだろう。ミノルが伏ふせているあいだにも、スイフトは右に左に車線移動しながら加速を続ける。

「……いいわ！」

　その言葉に顔を上げると、目の前に方ほう南なん町ちようのアンダーパスが迫せまってきていた。リキダイザーは迷わず本道を選び、下り坂に突つっ込こんでいく。一気にスピードが上がり、右車線をゆっくり走るワンボックスカーのテールライトがみるみる迫せまる。

　と、突とつ然ぜん。

　そのテールライトの片方が爆ばく発はつしたかのように砕くだけ散ちり、スイフトのリアハッチがボコンと鈍にぶく鳴った。背筋に冷たいものを感じながら、ミノルは叫さけんだ。

「う……撃うたれてます！」

　振ふり向むくと、五十メートル後方に貼はり付つくデミオのドライバーが窓から腕うでを突つき出だしている。黄色い閃せん光こうが瞬またたき、再び車体後部のどこかが不ふ吉きつな音を立てる。

「まずい……ウインドウはもちろんだけど、リアハッチも大して厚みがないわ。当たった場所によっては[image: ]ＡＣＰでも貫かん通つうする！」

　リキダイザーが何を心配しているのかはミノルにも解わかった。スイフトの荷室には、意識がないトランサーが、両りよう脚あしを持ち上げ、頭をハッチに向ける格好で横たわっているのだ。ガラスを割られれば脚あしに、ハッチを貫かん通つうすれば頭に被ひ弾だんする危険がある。

　スイフトがワンボックスカーを追おい抜ぬき、アンダーパスの最下部を通過すると上り坂に突つっ込こんだ。ギアを一つ落として猛もう然ぜんと駆かけ上のぼり、わずかにジャンプしてから道路に戻もどる。後ろのデミオも遅おくれることなく付いてくる。

　ここからは片側三車線の広い直線がしばらく続く。ルブリケーターにとっては狙ねらいをつけやすい状じよう況きようだろう。ミノルは無む我が夢む中ちゆうでシートベルトを外し、座席の隙すき間まから荷室に移動しようとした。防ぼう御ぎよ殻かくを出してハッチの手前に横たわれば、トランサーの頭と体だけは守れるはず。

　しかしここで、ふと気付く。

　このままカーチェイスを続けていれば、いずれ《別ベツ隊タイ》にも情報が行く。いくらスイフトが俊しゆん足そくでも戦せん闘とうヘリを振ふり切きることはできない。京けい浜ひん島じまの倉庫を掃そう射しやした重じゆう機き関かん銃じゆうで撃うたれれば、車も乗っている人間もずたずたに引ひき裂さかれてしまう。

　いますぐに、デミオを……ルブリケーターを止めなくてはならないのだ。

　奪だつ還かん作さく戦せんを始める前、ミノルはリキダイザーに言った。ルブリケーターは僕ぼくがなんとかします、もし今夜もう一度あいつが襲おそってきてもあなたはトランサー奪だつ還かんを優先して下さい──と。その言葉を噓うそにしてはならない。

「……僕ぼくがあいつを止めます」

　後方を振ふり向むいたままミノルがそう宣言すると、リキダイザーが鋭するどく息を吞のんだ。

「でも……どうやって……」

「説明してる時間はありません！　限界までスピードを上げて下さい！」

「…………ッ」

　リキダイザーは短く息を漏もらしたが、それ以上何も訊きこうとはしなかった。

　前方に他の車はいない。スイフトのターボエンジンが吼ほえ、メーターが百五十キロを超こえる。黄色信号を突つっ切きり、長い直線に入る。

　──ここだ。

「絶対逃にげ切きって下さい！」

　叫さけぶと、ミノルは再びドアを開けた。

　凄すさまじい風圧に息が詰つまる。目の前のアスファルトが無数の流線を描えがく。防ぼう御ぎよ殻かくを出し──跳とぶ。

　ミノルが助手席から飛び出すと、大きく開いたドアが風圧で自動的に閉まった。スイフトは一いつ瞬しゆん姿勢を乱したが、すぐに立て直して再加速していく。

　遠ざかるテールライトの光を視界の端はしに感じながら、目の前に迫せまる路面を睨にらむ。

　ミノルはいま、時速百キロメートル以上のスピードで空中を滑すべっている。ミノルの体重を五十五キログラムで計算すると、運動エネルギーは約三十キロジュール。このまま路面に接せつ触しよくすれば、防御殻の力で怪我けがはしないだろうが道路をどこまでも転がり、ガードレールに激げき突とつするだろう。その頃ころには、ルブリケーターが駆かるデミオはスイフトを追って走り去ってしまっている。

　両足から着地し、そこで踏ふみ留とどまらなければならない。

　力学的エネルギー保存則に反するもくろみだ。だがそれを言うなら、サードアイそのものが既き存そんのあらゆる理論を超ちよう越えつしている。イサリリ教授は、ミノルが防御殻を出したまま歩く時、厳密には地面を踏ふんでいないのだと言った。無自覚の能力操作によって、空間そのものに対して足の位置を固定しているのだと。

　それを、自らの意思で行う。

　無音の世界で、アスファルトが静かに近づく。大きく両手両足を広げ、前ぜん傾けい姿勢で降下していく。不可視の殻からが、路面に触ふれたと感じた、その瞬しゆん間かん。

　────止まれ!!

　衝しよう撃げきも、振しん動どうすらもなかった。ただ単に、凄すさまじいスピードで流れていた視界の何もかもが、ぴたりと静止した。

　喩たとえるなら、停止中のエスカレーターに足を踏ふみ入いれた時の違い和わ感かんを何百倍にも増ぞう幅ふくしたかのような、かつて経験したことのない異様な感覚に襲おそわれてミノルは喘あえいだ。三十キロジュールの慣性エネルギーがどこに消えてしまったのかはまったく解わからない。

　しかしどうあれ、着地には成功したのだ。理り数すう科かの生徒として悩なやむのはあとでいい。いまは特課のメンバーとして、為なすべきことを為なすのだ。

　顔を上げると、左ひだり斜ななめ前方につり目のヘッドライトが見えた。ルブリケーターのデミオ。後続車はいない。

　突とつ然ぜん、奇き妙みようなものがデミオの左側の路面に出現し、凄すさまじいスピードで近づいてきた。直径五メートルほどの、灰色の影かげ。潤じゆん滑かつ膜まく。

　影かげはミノルの真下に滑すべり込こみ、ぴたりと静止した。代よ々よ木ぎ公こう園えんでこの攻こう撃げきを喰くらった時は、パニックに陥おちいって《殻からを出している時の歩き方》さえ忘れ、いいように翻ほん弄ろうされてしまった。しかしいまは違ちがう。ミノルはアスファルトを踏ふんでいるわけではないのだ。

　右足に力を込こめる。潤じゆん滑かつ膜まくの上でも靴くつ底ぞこはまったく滑すべらず、がっちりとミノルの脚きやく力りよくを受け止める。

「うおおおああ──ッ！」

　叫さけびながら、渾こん身しんの力でジャンプ。デミオの正面に飛とび込こみ、ひざまずいて両りよう腕うでをクロスさせる。時間の流れが遅おそくなり、全ての感覚がクリアになる。

　フロントガラスの向こうに、ドライバーの姿がはっきり見える。ミノルを撥はね飛とばす衝しよう撃げきに備えるためだろう、両手でハンドルを握にぎり、前ぜん傾けい姿勢になっている。代よ々よ木ぎ公こう園えんに現れた時と違ちがって中折れ帽ぼうを被かぶっていないが、顔は確認できない。相変わらず、灰色のマスクで頭部全体を覆おおっているからだ。

[image: ]

　そうか、と思う。あのマスクは布ではなく、奴やつの能力である潤じゆん滑かつ膜まくそのものだ。摩ま擦さつゼロの薄はく膜まくで全身を包つつみ込こんでいるので、銃じゆう弾だんが滑すべってしまって全てのエネルギーを伝えられないのだ。

　だが、いまは、ルブリケーター自身が巨きよ大だいな運動エネルギーを蓄ちく積せきしている。

　────止まれ。

　ミノルは再び、防ぼう御ぎよ殻かくを空間に対して固定した。

　まず、デミオのフロントグリルが殻からに触ふれた。艶つややかな樹じゆ脂しが凹へこみ、ひび割れ、塗と料りようの薄はく片へんを散らす。続いて金属のボンネットがミノルの目の前で厚紙のようにひしゃげ、呆気あつけなく左右に引ひき裂さかれていく。

　そこからの破は壊かいは、まるでハリウッド映画のＶＦＸのようだった。

　ラジエーターが潰つぶれ、無数のホースや配線類がちぎれ、エンジン本体がシャーシから外れて奥おくに押おし込こまれていく。バッテリーが火花を散らしながら吹ふき飛とび、漏もれた燃料に着火して、オレンジ色の小しよう爆ばく発はつを引き起こす。

　これほどの破は壊かい現げん象しようの真まっ只ただ中なかにいるのに、ミノルは痛みも衝しよう撃げきも轟ごう音おんも熱も感じなかった。ただ目を見開き、一台の自動車が完全に破は壊かいされていく様を凝ぎよう視しし続けた。

　絶対的強度を持つ防御殻が空間に対して固定されたということは、哀あわれなマツダ・デミオは、地中深く打うち込こまれた鋼鉄の柱に激げき突とつしたに等しい。時速百五十キロで走行する重量一トンの車が保持していた運動エネルギーは、その全てが車体へと跳はね返かえっていき──。

　エンジンルームが完全に押おし潰つぶされると同時に、車体が地面から離はなれ、逆立ちした。

　そしてミノルは見た。フロントガラスを突つき破やぶって前方に飛んでいく、ドライバーの姿を。

　いくら全身を潤じゆん滑かつ膜まくで覆おおっていても、逃にげ場ばのない衝しよう撃げきはキャンセルできない。チャコールグレーのスーツは無残に破け、解ほどけたネクタイが宙を舞まう。口くち許もとから零こぼれる黒い雫しずくは血だろう。内臓に大きなダメージを受けたのだ。

　ノーズ部分が無む残ざんに破は壊かいされたデミオは、裏返りながらミノルの頭上を跳とび越こえ、屋根から路面に墜つい落らくした。火花を散らして滑かつ走そうし、中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいに激げき突とつ。直後、巨きよ大だいな炎ほのおに包まれる。

　防御殻の固定を解除して立ち上がると、ミノルはルブリケーターを確保するべく走り始めた。炎えん上じようするデミオの真横を駆かけ抜ぬけ、広い道路を見回す。

　いた。二十メートルほど先に、黒い人ひと影かげが横たわっている。殻からを出したまま、慎しん重ちように近づく。

　高そうなスーツは無残に破け、革かわ靴ぐつも片方なくなっているが、間ま違ちがいなくルブリケーターだ。手足を投げ出したまま、ぴくりとも動かない。

　死んだ──のか。

　だとすれば、殺したのはミノルだ。一いつ瞬しゆんだけ胃が縮こまるような感覚に襲おそわれるが、腹筋に力を入れて堪こらえる。ルビーアイを殺すのは初めてではない。最初の敵であるバイターは、ミノルの殻からを嚙かみ砕くだこうとして果たせず、頭を爆ばく発はつさせて死んだ。あの男を殺したのはミノルだし、ルブリケーターが最後でもないだろう。悔くやむとすれば、《組織》に関する情報を何一つ引き出せなかったことに対してだ。

　そう考えながら、ミノルはもう一歩足を前に出した。

　その時。体の陰かげになっていたルブリケーターの左手がヘビのように動いた。握にぎられた大型の拳けん銃じゆうがミノルを照準し、立て続けに炎ほのおを吐はき出だした。

　放たれた三発の弾だん丸がんは、一発がミノルの眉み間けん、二発がミノルの心臓に──正しくはその三センチ手前の空間に着ちやく弾だんし、ひしゃげながらどこかに飛んでいった。拳けん銃じゆうのスライドが後退したままになり、弾たまが尽つきたことを教えたが、それでもルブリケーターは引き金を引こうとし続ける。

「…………」

　ミノルは無言で歩を進めると、左手で拳けん銃じゆうを奪うばい、しゃがみ込こんで右手を男の首元にあてがった。このまま力を込こめていけば、気道を潰つぶし、頸けい骨こつを砕くだくこともできる。

　だが、もちろん、そうはしない。

　首を押おさえたまま、奇き妙みような灰色の膜まくに包まれた顔を見つめていると。

　不意に、その膜まくが微び細さいな粉となって崩くずれ落おちた。

　中から出てきたのは、瘦やせていること以外まるで特とく徴ちようのない、どこにでもいそうな中年男の顔だった。せわしなく瞬まばたきする、落ちくぼんだ両目を覗のぞき込こんだミノルは、そこに一つの巨きよ大だいな感情を読み取り、いささか途と惑まどった。

　恐きよう怖ふ。

　ルブリケーターは──ルビーアイの《組織》に於おいてリキダイザーと同格の幹部メンバーであり、処刑者エクセキユーシヨナーの役割を与あたえられているこの男は、ミノルを激しく恐おそれている。

　──僕ぼくなんか、自分の身を守ることしかできない、特課のいちばん下したっ端ぱなのに。

　そう思ったが、頑がん張ばって当とう惑わくを顔に出さないよう努める。怖こわがりたいのなら怖こわがればいい。いままで、他の人間を散々怖こわがらせてきたのだろうから。

　すぐ右側にある中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいのガードレールに、赤い光が反射した。ルブリケーターを押おさえたまま振ふり向むくと、炎えん上じようするデミオの向こうから、複数のパトカーが近づいてくるのが見えた。それ以外にも、五台ほどの一いつ般ぱん車しやが左車線に停とまっている。道路全体にプラスチックや金属の破は片へんが飛び散っているので通れないのだ。

　まったく事情を知らないであろう警察官に、何をどう説明したものかと考えながら、再ふたたび前を向く。

　スイフトのテールライトはもう見えない。もしかしたら、二度とあの人に会うことはないのかもしれないと思うと胸の奥おくに奇き妙みような感覚が湧わいてきたが、それが何なのかはミノル自身にも解わからなかった。
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「まったく……最初から事情を説明してくれれば、私もそのつもりであれこれ根回しできたんだぞ」

　腕うで組ぐみをして立つ白衣姿の少女の前で、ミノルは隣となりのユミコと同時に首を縮めた。

　説明は全部お任せしますという固い決意を横方向に放射していると、それを受信したからかどうかは不明だが、ユミコが悄しよう然ぜんとした声で答えた。

「ええと、それはですね……全部説明したら教授の責任問題になって、迷めい惑わくかけちゃうかなーって思って……」

「私は現場の責任者なんだから責任を取って当然だろう」

　即そく座ざにそう切り返すと、少女──特課の課長代理兼作戦指揮官であるイサリリ教授は真顔で付け加えた。

「あと、いまのユッコちゃんの『ええとそれはですね』というやつ、だいぶミッくんっぽかったぞ」

　んぐっ、という奇き妙みような音がユミコの喉のどから発せられ、教授の後方で椅い子すに座すわっているＤＤがクヒクヒと笑う。いつもなら殺人光線が発射されるところだが、今回ばかりはＤＤを蚊か屋やの外そとにしてしまった負い目があるので、さしものアクセラレータも強くは出られない。

　項垂うなだれるユミコとミノルを見上げ、ふうっと息を吐はいた教授は、少し歩いて愛用のメッシュチェアに腰こし掛かけた。可愛かわいらしいスリッパを履はいた足を組み、先刻ミノルが用意したカフェオレ──レミルクが九十五パーセント以上でカフェ成分は香かおり付け程度だが──をずずっと啜すする。

　午前四時四十分。環かん状じよう七号線でのカーチェイスから二時間以上が経過している。特課本部五階の窓から見える夜空はまだ真っ暗だが、もうすぐ始発電車も動き始める頃ころ合あいだ。

「……ま、ことがスターゲイザーにかかわっているのなら、ユッコちゃんたちの判断を責めるわけにもいかないな……」

　教授はそう呟つぶやくとマグカップを置き、窓の外を見やった。

「私にとっても、クーちゃん……クレアの奪だつ還かんは悲願だからな。いままではオリビーの要よう請せいもあってことさら口には出さなかったが、状じよう況きようが動いたからにはこれを最大優先度のミッションとするのを躊躇ためらう理由はない。いまここにオリビーの奴やつがいないのが残念だが……」

「あの、オリビーさんとスウさんの怪我けがは……？」

　ミノルが口を挟はさむと、教授は椅い子すごとぐるりと体を回した。

「ヒナコちゃんは軽い打だ撲ぼくだけだから、明日……ではなく今日には戻もどれるそうだ。オリビーは大事を取って二日ばかり入院することになったが、怪我けがそのものは南みなみ青あお山やまの時よりずっと軽いそうだよ」

「そう、ですか」

　ほっと息を吐はくと同時に、後こう悔かいの念が込こみ上あげてくる。

　ミノルが落ち着いて行動すれば、代よ々よ木ぎ公こう園えんでもルブリケーターの潤じゆん滑かつ膜まくを無視して動けたはずだ。オリヴィエが撃うたれることも、スウが殴なぐられることも──そしてリキダイザーが被ひ弾だんすることも防げたのに。

「こーら」

　突とつ然ぜんユミコが手を伸のばし、ミノルの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「いてっ……な、何するんですか」

「あんたの考えてることなんかお見通しなんだからね。あんたは今回、ベストを尽つくした……それ以上の成果を上げたわ。いまは前だけ見てればいいのよ、クレア奪だつ還かん作さく戦せんにも空うつ木ぎくんの力が必要不可欠なんだから」

「……はい」

　頷うなずくと、ミノルは視線を壁かべの大型モニタに向けた。

　そこにはオンライン地図と、一枚の写真が並んでいる。地図が表示しているのは東とう京きよう湾わん。そして写真は、一いつ隻せきの大型クルーザー。相当な望遠レンズを使ったらしく、海面の空気が揺ゆらいでいる。

「まさか、ルビー組織の本ほん拠きよ地ちが船とはなあ……。どんだけ都内をパトロールしても、俺おれの鼻に引っかからなかったはずだよ」

　ＤＤがぼやくと、すかさずユミコが訊きいた。

「アクアラインも湾わん岸がん線せんも何度か通ってるでしょ？　その時に気付かなかったの？」

「まったく。たぶん、船の中じゃ能力を使わないよう徹てつ底ていしてるんだろうな」

「あんたの鼻も有名になったもんね」

　テンポのいいやりとりを聞きながら、今回の作戦が失敗しなくてよかったとミノルは改めて思った。最初は情報交こう換かんだけをするつもりがとんでもない大おお騒さわぎになってしまったが、一いつ般ぱん人じんにも警察官にも特課メンバーからも犠ぎ牲せい者しやを出すことなく、こうして求める情報を手に入れることができたのだ。

　リキダイザーがミノルのスマートフォンに船の写真を送ってきたのは、ほんの一時間前だ。メール本文には【Merciありがとう】のひと言だけしか書かれていなかったが、写真には緯度経度情報ジオタグが付ふ与よされていた。この大型クルーザーこそがルビーアイ組織の本ほん拠きよ地ちだと解かい釈しやくして間ま違ちがいあるまい。情報を信じるなら、オリヴィエの妹である斉さい藤とうクレアはこの船の中に囚とらわれている──ということになる。

「……しっかし、いくら超高級クルーザーっつっても、船の中で何ヶ月も暮らせるもんかねえ……？」

　ＤＤが疑義を呈ていすると、教授もモニタに視線を向けた。

「まあ、ずっと沖おき止どめしっぱなしというわけではあるまい。定期的にマリーナに戻もどっているんだろう……そういう船上生活をしている人間はそこそこいるらしいぞ」

「へええ、優ゆう雅がなモンっすね」

　羨うらやましそうなコメントに、今度はユミコが口を挟はさむ。

「だったら、特課解散ボーナスで手て漕こぎボートでも買ったらどう？　中にテント張れば暮らせるんじゃないの？」

「その生活、優ゆう雅がの対極にあるやつだろ……」

「ともかく！　次の任務はこの船の特定と契けい約やくしてるマリーナの割り出しよ。もっとも、これだけの大型船を係留できるマリーナなんか東とう京きよう湾わん全体でも幾いくつもないだろうから、そんなには手間取らないはずだわ」

　そうまくし立てると、ユミコは右みぎ拳こぶしを左の掌てのひらに打ち付けた。

　オリヴィエ以外の特課メンバーにとっても、クレアの救出は秘めたる悲願だったのだろう。拉ら致ち事件の後に特課に参加したミノルは、その感情を百パーセント共有することはできないが、しかし奮い立つものはある。もしも姉のワカバが生きていれば、きっとクレアのために全力を尽つくしなさいと言うだろうから。

「……それじゃ、僕ぼくはいったん家に帰ります」

　ミノルが声を上げると、ユミコが近づいてきた。

「あんた、今日も学校行くつもり？」

「そりゃ行きますよ……三学期始まったばっかりですから」

「マジメねえ。車で送ってくから、寝ねてていいわよ」

　そう言って歩き出そうとするユミコを、ミノルは引き留めた。

「いえ、今日はいいです。徹てつ夜やなのはユミコさんも一いつ緒しよですから……それに、下り電車だから座すわれますし」

「えー？　遠えん慮りよしなくていいのに」

「そのぶん、バイクの練習する時に助けてもらいますから」

　その返事を聞くと、ユミコはにやりと笑い、ミノルの背中を叩たたいた。

「そりゃもちろん、たっぷりシゴくわよ」




　特課本部を出ても、空はまだ暗かった。作戦行動中はさして気にならなかった真冬の寒さが骨まで沁しみてきて、コートの襟えりをかき合わせる。

　体温を上げるためにハイペースで歩きながら、白いため息を一つ。

　とうとうオートバイを買うことになってしまったが、その理由を作ったのはミノル自身だ。３Ｅ会議への報告書で、ミノルがルブリケーターと交戦、確保した理由をまさかリキダイザーと同行していたからと書くわけにもいかず、「環かん七ななをバイクで移動中にルブリケーターと接せつ触しよくした」ということになったのだ。

　こうなると今後、バイク移動を前提とした指示が下りてくる可能性があるので、泥どろ縄なわ式しきではあるが免めん許きよの取得と車両の購こう入にゆうを急がねばならない。ユミコは今週中に全て終わらせるつもりらしいので、しばらくは毎日放課後に運転の練習をすることになる。

　しかしいまはその件よりも、やはりリキダイザーのことが気に掛かかる。メールを送ってきたのだからひとまず安全な場所まで移動できたのだろうが、その先はどうするつもりなのか。ミノルに約束した、トランサーにはもう二度と人を殺させないというあの言葉を、本当に守れるのだろうか。

　特課本部に戻もどる車の中で、ミノルはユミコに訊たずねた。いままでリキダイザーに殺された犠ぎ牲せい者しやは何人いるのか、と。

　するとユミコは少し考えてから、犠ぎ牲せい者しやの数は不明だと答えた。それはつまり、確かく認にんされている死者はいないということだ。

　だからといって、リキダイザーが本当に一人も殺していないと信じる根こん拠きよにはならない。彼かの女じよは南みなみ青あお山やまのアジトで、ミノルとスウ、ユミコを容よう赦しやなく殺そうとした。昨夜だって、ミノルが止めなければ、移送車に乗っていた警察官を液化能力で排はい除じよしていたはずだ。

　割り切れないものを抱かかえながら、ミノルは暁ぎよう闇あんの中を歩き続けた。明るい明めい治じ通どおりに出ると右に曲がり、シャッターが開いたばかりの地下鉄の階段を下りる。

　始発電車が来るまで少し待たされたが、暖だん房ぼうの効いた車内に落ち着くと、すぐに強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。池いけ袋ぶくろで乗のり換かえるので熟じゆく睡すいしてしまうわけにはいかない。単語帳でも眺ながめていようと考えてから、ようやく自分が手ぶらであることに気付く。

　教科書やノート類が入ったメッセンジャーバッグは、スイフトの後部座席に置きっ放しだ。

「………………」

　しばし呆ぼう然ぜんとしてから、窓ガラスに頭をもたれさせる。

　リキダイザーがいまどこを走っているのかは不明だが、もう関東を出ていてもおかしくない。恐おそらくバッグは取とり戻もどせないだろう。ノートは三学期の開始に合わせて新調したばかりだが、五科目ぶんの教科書は買い直す羽目になりそうだ。

　特課の報ほう酬しゆうをもらっておいてよかったと思いながら、ミノルはもう一度小さくため息をついた。




　自転車は学校に置いたままなので、与よ野の本ほん町まち駅から徒歩で自宅に帰り着いた時には六時三十分になっていた。

　ぎりぎりのタイミングだったが、典のり江えが起きる前に洗面所に入れたので、少々汗あせ臭くさくなった制服を脱ぬいでシャワーを浴び、自室で予備の制服に着き替がえる。昔使っていたデイパックに紛ふん失しつしなかった教科書と新しいノートを詰つめて再び一階に下りると、ちょうど典江が起きたところだった。おはようを言い、予定外の外がい泊はくを謝あやまってから一いつ緒しよに朝食の支し度たくをする。

　家を出たのは、いつもと同じ時間だった。

　日常が戻もどってくるのを感じながら、速めのペースで歩く。箕みの輪わ朋とも美みは数日入院するという話だったので今朝は通学路で行き会うことはないはずだが、それでも吉よし城き高校のジャージを着た女子を追おい越こすたび、視線をそちらに向けてしまう。

　結局、学校でひそかに流行はやっているらしい謎なぞの貧ひん血けつ症しよう状じようについて、特課メンバーに相談する時間は作れなかった。だが一日経たつと、尾お久ぐと話し合った《ピロリ菌きんテロリスト説》が何とも荒こう唐とう無む稽けいな話に思えてきて、やはり他にもっと合理的な説明が可能なのではないかと考えたくなる。

　尾久は昨日、他の運動部でも貧ひん血けつ症しよう状じようのある部員がいないか調べてみると言っていた。今日、その結果を聞いてから判断してもいいだろう。スーパーアリーナの大屋根を見上げながらそう結論づけ、ほこすぎ橋の階段を上る。

　橋を渡わたる前に、念のため空気の匂においを嗅かぎ、目でも確かく認にんしたが、怪あやしい人ひと影かげは見当たらない。それはそうだ、いまごろリキダイザーは何百キロも離はなれた場所にいるのだろうから。

　──そう思ったのだが。

　ほこすぎ橋を渡わたり、コクーンシティ脇わきの道路を東に進んで吉城高校の正門に近づいた、その時だった。今度こそミノルは、背筋が粟あわ立だつような感覚に襲おそわれて立ち止まった。

　正門の脇わきに、吉城高校の制服ではない、黒っぽいセーラー服を着た女子生徒が立っている。ダークグレーのモッズコートを羽織り、大きな黒くろ縁ぶちメガネを掛かけ、髪かみを二本結びにしたその姿は、一昨日ほこすぎ橋に現れた時とまったく同じ。異なるのは肩かた掛かけのバッグだけだ。

「リ……」

　反射的に飛び出しかけた言葉を、冷たい空気と一いつ緒しよに吞のみ込こむ。ここで騒さわぎを起こすわけにはいかない。なぜならリキダイザーは、吉城高校の生徒と何やら話しているからだ。

　足音を殺しながらそっと近づいていくと、会話が耳に届いてきた。

「……そっか、今年の転入試験を受けるのね。職員室の場所、解わかる？　案内してあげようか？」

　そう話しかけているのは、三年生の女子生徒。名前までは解わからないが、生徒会の役員だったはずだ。親切な申し出に、リキダイザーは生真面目きまじめそうな笑えみを浮うかべて答えた。

「ありがとうございます。でも、こちらの学校の友人に案内してもらうことになっていますので」

「あら、そうなの。でも、ここで待つのは寒くない？　せめて校舎の中に入ったら？」

「いえ、ちょうど来たみたいです」

　そう言うと、リキダイザーはミノルの接近を察知していたかのように──いや、実際そうなのだろう──振ふり向むいた。生徒会の女子も顔を上げ、こちらを見る。こうなれば、話を合わせておくしかない。

「……お、おはようございます」

　小声で挨あい拶さつしながら近づいていくと、三年生は一歩下がって微笑ほほえんだ。

「あなた、きちんと案内してあげるのよ。木き田ださん、学校生活について知りたいことがあったら、昼休みに生徒会室に来てね」

「はい、ありがとうございます」

　リキダイザーがぺこりと頭を下げる。

　校門の中に去って行く三年生を見送るや、ミノルは最新の疑問を口にした。

「あの……木田って誰だれです？」

「あたしの偽ぎ名めいに決まってるでしょ。それより移動しましょう、目立って仕方ないわ」

　リキダイザーは真顔で囁ささやくと、ちらりと周囲を見た。確かに、通り過ぎる生徒たちの過半数がミノルたちに好こう奇きの視線を注いでいく。

　しかし、移動と言ってもこの時間に開いている店なんか……と考えてからやっと悟さとる。リキダイザーは、学校の中に入ろうと言っているのだ。

　絶対イヤだ！　と脳内で叫さけぶが、拒きよ否ひできる状じよう況きようでもない。いまミノルは、周囲の生徒たちを人ひと質じちに取られたも同然なのだ。リキダイザーがその気になれば、視界内にいる数十人を一分で皆みな殺ごろしにできるだろう。ここは指示に従うしかない。

　ぎこちなく頷うなずき、連れ立って校門をくぐる。ひとまず人のいない中庭へと移動しながら必死に頭を整理しようとする──が、情報が足りないうえに寝ね不ぶ足そくのせいで何が起きているのかすら把は握あくできない。

「……転入するって、本気なんですか？」

　周囲に生徒がいなくなったタイミングで二つ目の質問をぶつけると、リキダイザーはあからさまな呆あきれ顔がおを作った。

「本気なわけないでしょ」

「だったらなぜここに……？　そもそもどうやって僕ぼくがここの生徒だと……」

「これを返しにきてあげたのよ、空うつ木ぎミノル君」

　当然とばかりに言い切ると、リキダイザーは右みぎ肩かたに掛かけていたバッグを外し、差し出した。それが自分のメッセンジャーバッグであることにようやく気付き、ミノルはぽかんと口を開けた。二秒ほどフリーズしてから、慌あわてて受け取る。

「ど……どうもありがとうございます、助かりました……」

　とりあえず礼を言ったが、まだ謎なぞは解けない。バッグには、学校名や自宅住所が解わかるものは何も入っていなかったはずだ。さすがに教科書にはクラスと名前が書いてあるが、それだけで吉よし城き高校の生徒だと当たりを付けるのは困難だろう。

　表情から疑念の内容を読み取ったのか、リキダイザーがミノルの胸を指さした。

「あなた、昨日ずっとその学生服を着てたでしょう。さすがにボタンの柄がらを憶おぼえちゃうわよ」

「あ……」

　自分の体を見下ろすと、いまは全てのボタンがコートとマフラーに隠かくれているが、昨日はどちらも脱ぬぐ場面が多々あった。学生服の金ボタンには校章がレリーフされているので、新しん都と心しん近辺の高校のホームページを調べれば簡単に割り出せるだろう。

　──次からは、作戦の時は服を着き替がえよう。

　そう決意しながら、ミノルは改めて問いかけた。

「……つまり、カバンを返すためにわざわざ学校を調べて、ここまで来たんですか……？」

「それだけじゃないわ」

　リキダイザーはメガネ越ごしにミノルの全身を眺ながめ、言った。

「あと二つ用事がある。一つは善意のオファーで、もう一つはお願い」

「お、オファー……って、何を……」

「スーパーアリーナで話をした時にも言ったけど、あなた少しだけ匂におうわよ」

「…………」

　じりっと後ろに下がりながら、ミノルは再び自分の体を見た。制服は変えたしシャワーも浴びたばかりなので、汗あせ臭くさいということはないはずなのに。

「違ちがうわよ、体たい臭しゆうとかじゃなくて」

　小さく肩かたをすくめると、リキダイザーは素す早ばやく距きよ離りを詰つめ、ミノルの首元に顔を近づけた。周囲に他の生徒がいないと言っても中庭全体が無人というわけではないので、ミノルは焦あせって飛とび退すさりかけたが、次の言葉を聞いて凍こおり付つく。

「あなた以外の能力の匂いよ。あなた、ごく微び弱じやくだけど他の能力者に何かされてるわ」

「えっ…………」

　息を吞のみ、リキダイザーの顔と自分の左手を交こう互ごに眺ながめる。

「能力者……？　未知のルビーアイが近くにいるってことですか……？」

「しっかりしなさい。ルビーのあたしが、ルビーの匂においを嗅かぎ取とれるはずないでしょう？」

「…………」

　再び絶句してから、ようやくそのとおりだと悟さとる。

《匂においで敵を探知する》という能力は、黒色サードアイ保持者ジエツトアイにも赤色サードアイ保持者ルビーアイにも与あたえられているが、探知できるのは敵──すなわちジェットはルビーの、ルビーはジェットの匂においだけだ。例外として、《探索者サーチヤー》ＤＤは同じジェットも匂においで識別できるが、その有効範はん囲いはルビー相手の時よりずっと狭せまくなるらしい。

「……ジェットアイが……僕ぼくに何かを……」

　呟つぶやきながら、思考を進める。それはつまり、特課メンバーの誰だれかが、何らかの能力によってミノルに継けい続ぞく的な影えい響きようを及およぼしているということなのか。だが、ミノルの知る限り、特課にはそのような力を持つメンバーは氷ひ見み課長以外いないはず。

　ここしばらく会ってもいない課長が、僕ぼくに何かを──という推測は、またしてもリキダイザーの言葉で否定された。

「坊ぼうやだけじゃないわ。あたしが校門に立ってたのは、他にも能力の影えい響きよう下かにある生徒がいないかチェックするためでもあったんだけど、校門が開いてからの三十分で四人も通っていったわ。しかもみんな、坊ぼうやよりずっと強く操作されてる。具体的な内容までは不明だけど、全員顔色が悪くて、病気の一歩手前って感じだった」

「顔色が……悪い？」

　その言葉が、幾いくつもの断だん片ぺん的てき情報と音を立てて結合していく。

　昨日の朝、ミノルの目の前で倒たおれてしまった箕みの輪わ朋とも美みの、紙のように真っ白な顔。

　教室でミノルを睨にらんだ津つ森もり聡さとしの、青ざめた顔。

　昼休みに尾お久ぐ昇しよう也やが口にした言葉──。

　──つまり……勉強できるヤツと、運動できるヤツが、選せん択たく的てきに狙ねらわれてるってのか？　誰だれかが箕輪や前まえ崎ざきや理り数すう科かの秀しゆう才さい連中に、意図的にピロリを感かん染せんさせたっていうのかよ？

　原因はヘリコバクター・ピロリ菌きんではなかった。サードアイ能力だったのだ。しかもミノルと同じジェットアイが、この学校の生徒たちに貧ひん血けつ症しよう状じようを引き起こしている。

「思い当たるところがありそうね」

　相変わらずの観察眼を発揮するリキダイザーに、ミノルは小さく頷うなずき返した。

「はい……。僕ぼくは本物の病気だと思ってたんですが、まさかサードアイ能力だったなんて……。──でも、だとすると、校門に張はり込こむのは危険だったんじゃ？　被ひ害がい者しやじゃなくて、能力者本人と鉢はち合あわせする可能性だってあったでしょう？」

「それも狙ねらいのうちよ、相手の反応が見たかったの。どうせあたしの顔はもう特課に割れてるから見られたって何てことないしね」

「反応って……戦せん闘とうになったらどうする気だったんですか」

「ならないでしょ、黒なんだし」

　あっさりそう言い切ると、リキダイザーは視線を校舎に向けた。

「それで……問題のジェット君はまだ登校してないと思うけど、どうする？　割り出しも手伝う？」

「ええっ……と……」

　自分でできます、と言いたいのはやまやまだが、匂においで識別できない以上、ミノルが独力で問題のジェットアイを特定するのは難しい。ＤＤなら朝飯前だろうが、特課に報告する前に、ある程度の事情を把は握あくしておきたい。恐おそらく報告は３Ｅ会議にも上がるのだろうから、学校が丸ごと閉へい鎖さされるようなことにもなりかねないのだ。

「……すみません、お願いします……あの、見つけるだけでいいですから……」

　ミノルの返事を聞くと、リキダイザーは「了りよう解かい」と答え、囁ささやき声ごえで付け加えた。

「その代わりってわけじゃないけど、あたしもちょっと助けて欲ほしいことがあるのよ」

「ああ……さっき、何かお願いがあるって言ってましたね。何ですか……？」

「ここじゃ難しいわね。どこか、人の来ないところはない？」

　学校にそんな場所があるわけないじゃないですか、と言おうとして思い出す。昨日、尾お久ぐに教えてもらった、南校舎屋上手前の踊おどり場ば。

　腕うで時ど計けいを見ると、予よ鈴れいまではまだ三十分以上ある。

「……すぐ終わる話ですか？」

「五分くらいかしら」

「じゃあ……ついてきて下さい……」

　いよいよコントロール不能な状じよう況きように嵌はまりつつあるのでは、と思いながらミノルは南校舎の入り口へと向かった。

　来客用のスリッパを借りて校舎に入ると、教師がいないタイミングを見計らって階段を上る。どうにか誰だれにも見み咎とがめられずに四階を突とつ破ぱできたので、ほっと息を吐はきながら踊おどり場ばへ。

　尾久の《秘密基地》を一いち瞥べつしたリキダイザーは、薄うすい笑えみを浮うかべて言った。

「なるほど、どこの学校にもたいていこういう穴場があるわよね」

「……リキダイザーさんは、いまのその格好と、昨日の格好と、どっちが変装なんですか？」

　思わずそう訊たずねてしまってから、昨日ユミコも同じことを訊きいていたと思い出す。リキダイザーは今度も「どっちでも好きなほうに思っていいわ」と煙けむに巻まくようなことを言うと、いきなりモッズコートを脱ぬぎ始めた。

「な……何してるんですか」

「上着だけだから安心しなさい」

　できるもんか、と後ずさりかけたが、すぐに背中が壁かべにぶつかってしまう。リキダイザーは脱ぬいだコートをミノルに差し出し、表情を引ひき締しめて言った。

「色々考えてみたんだけど、昨日も言ったとおり、ルブリケーターがあたしを追つい跡せきできた理由は、あいつ以外のサードアイ保持者によるマーキング能力だとしか思えないの」

　コートを預かりながら繰くり返かえす。

「マーキング……？」

「そう。発信器の類は徹てつ底てい的てきに洗ったし、スマホも替かえたからね……。そのマーキングをどうにかしないと、どこまで逃にげても無む駄だになる」

「……だから、まだ東とう京きようにいたんですか」

　ミノルが呟つぶやくと、リキダイザーは軽く首を傾かしげた。

「大おお宮みやは東とう京きようじゃないわよ」

「わ……解わかってますよ、東とう京きよう近辺ってことです」

　そう訂てい正せいしてから、質問を重ねる。

「……トランサーは、いまどこに……？」

「詳くわしい場所は言えないけど、近くの安全なところにいるわ。ただ……」

　言いよどんだリキダイザーが、メガネの奥おくで瞳ひとみを曇くもらせる。

「……呼吸も脈みやく拍はくも安定してるのに、なぜか目を醒さまさない。サードアイ保持者は薬物の代謝が早いから、どんな麻ま酔すい薬やくでももう効果が切れてるはずなんだけど……」

「え…………」

　ミノルも眉まゆを寄せ、昨夜ちらりと見たトランサーの寝ね顔がおを思い起こした。

「……顔色も悪くなかったし、すぐにも目を醒さましそうだったのに……」

「それこそサードアイ能力のせいかと思ったけど、何も匂におわなかったわ。特課の誰だれか、つまりジェットアイの能力なら、あたしには気付けるはずなんだけど」

「……僕ぼくの知る限り、特課に誰だれかを眠ねむらせられるような……」

　そこまで言いかけてから慌あわてて口を閉じる。特課の内部情報を、たとえ「いない」という話であっても不用意に漏もらすわけにはいかない。こんな状じよう況きようでも、やはりリキダイザーはルビーアイであり敵なのだ。

　ミノルのそんな胸中を知ってか知らずか、リキダイザーは再び淡あわい笑えみを浮うかべた。

「まあ、トランサーはこっちでどうにかするわ。助けて欲ほしいのは、あたしに仕し掛かけられてるマーキングのほうなの」

「……僕ぼくには、誰だれかの能力を解除する力なんてないですよ」

「解除までは頼たのまないわよ」

　そう言うと、両りよう腕うでを真横に持ち上げる。

「…………？」

「あたしの体の匂においをくまなく嗅かいで。たぶんものすごくかすかな匂においだと思うけど、もしどこかにマーキングされてたら、ジェットアイのあなたなら気付けるはず」

「…………はぁ!?」

　できませんよそんなこと、と言おうとしたが先を越こされてしまう。

「あたしだって楽しくはないわよ。でもこうするしかない……それに、もしかしたらあなたたちも同じ能力でマーキングされるかもしれないのよ？　いま能力の情報を得られるならあなたにも都合のいい話でしょ？」

「…………」

　そう言われれば同意するしかない。もし特課メンバーの誰だれかに同じマーキングが施ほどこされ、それに気付かなかったら、特課本部の場所が露ろ見けんしてしまうかもしれないのだ。

　覚かく悟ごを決め、一歩近づく。七十センチくらいの距きよ離りから匂においを嗅かごうとすると、リキダイザーも一歩前に出てくる。

「そんなに離はなれてたら気付けないわ」

「……解わかりました」

　恥はずかしがっている場合ではないのだと自分に言い聞かせ、ほとんど鼻が接せつ触しよくするほどの距きよ離りまで近づく。まずは頭の匂においを慎しん重ちように嗅かぐが、シャンプーの香かおりしかしない。両耳や首筋も同様。

「……あれ」

　そこでふと気付く。

「感じた？」

「いえ、そうじゃなくて……変なんです。この距きよ離りなら、僕ぼくはあなた自身の《ルビーアイ臭しゆう》を感じるはずです……能力を使っていなくても」

「…………」

　今度はリキダイザーが、珍めずらしくぽかんと口を開けた。すぐに小さなため息。

「そうか……それはそうよね。だとすると、匂においが交じって気付けない……」

「いえ、そうじゃなくて……」

　間近からルビーアイの顔を見つめ、告げる。

「匂いがしないんです。一昨日、ほこすぎ橋で会った時は……渋しぶ谷やのホテルで銃じゆう創そうの手当てをしてる時も、確かにあなたの匂においを感じたのに……いまはシャンプーの匂においしかしない……」

「え……？」

　眉まゆを寄せると、リキダイザーはいきなりミノルの胸むな元もとに顔を近づけた。ふんふん鼻を鳴らし、離はなれる。

「……本当だ。あたしもあなたのジェット臭しゆうを嗅かぎ取とれない。どういうこと？」

「僕ぼくに訊きかれても……」

　途と惑まどうばかりのミノルに対して、リキダイザーの切きり替かえは早かった。

「まあ、この件はあとで考えればいいわ。あたし自身の匂においがしないならいまは好都合よ、体の匂においも嗅かいで」

「…………はい」

　いまは前に進むしかないと考え、再び鼻を近づける。セーラー服の襟えり元もと、背中、腕うでと確かく認にんしていくがやはり匂においはしない。ひたすら心を無にしながら胸と腹の匂においも嗅かぎ、右みぎ脇わき腹ばらから左ひだり脇わき腹ばらに移動した──その時。

「あっ……」

　ミノルは再び声を上げた。

　一いつ瞬しゆんだが、今度こそ確かに感じたのだ。血液の金きん属ぞく臭くささと植物の青あお臭くささが交じったような、野生の獣けものを思わせる匂におい。

　ざらっとした紺こんサージの生き地じに鼻を押おしつけ、懸けん命めいに空気を吸すい込こむ。間ま違ちがいない、肋ろつ骨こつの五センチほど下から、ごくかすかだがルビーアイの能のう力りよく臭しゆうが放出されている。

「こ……ここです！」

　ミノルが脇わき腹ばらに人差し指を突つき立たてると、リキダイザーがびくっと体を折り曲げた。

「ちょっ……いきなりつつかないでよ」

　ぐいっとミノルを押おしのけてから、躊ちゆう躇ちよなくセーラー服の裾すそを持ち上げる。ぴったりした厚手のインナーもまくり上げ、白い素す肌はだを露あらわにする。左手の指先で肌はだを何度も強く押おし、やがて手を止める。

「あ……ここに、何かある……」

　そう呟つぶやき、二本の指で肉を摘つまむが、ミノルの目には何も見えない。

「ど、どうするんですか……？」

「メスとか消毒薬とか持ってないわよね」

「あるわけないです」

「んーと……」

　リキダイザーはスカートのポケットに右手を突つっ込こむと、百円玉を取り出した。目の高さまで持ち上げ、見つめる。

　不意に百円玉の下半分がとろりと変形し、溶とけたカラメルのように長く糸を引いて垂れた。先せん端たんの雫しずくが分ぶん離りした瞬しゆん間かん、かすかな音を響ひびかせて再さい硬こう化かする。リキダイザーが持っているのはもはや硬こう貨かではなく、扇おうぎ形がたのつまみがついた銀色の針だ。

「……それで刺さす気ですか」

「他に用よう途とないでしょ」

「消毒しないで大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「ウイルスも雑ざつ菌きんも液化されて死んだわ」

　あっさりそう言い切ると、リキダイザーは指先で挟はさんだ皮ひ膚ふに針を近づけた。鋭えい利りな尖せん端たんを垂直に差さし込こんでいく。一センチほど埋うまったところで、素す早ばやく引ひき抜ぬく。傷口に滲にじんだ血が、小さな珠たまを作る。

　すぐには何も起きなかった。しかし数秒後、ミノルは驚おどろきのあまり目を見開いた。

　肌はだの下で、何かが動いている。

　米こめ粒つぶよりも小さな物体が、不規則に蠕ぜん動どうしつつ傷口に近づいていく。血の珠たまが大きく膨ふくらみ、震ふるえ、ぽとりと床ゆかに落ちる。

「あっ…………!?」

　それを見た瞬しゆん間かん、ミノルは小さく声を上げてしまった。

　飛び散った小さな血けつ痕こんの中で、円えん錐すい形けいの虫が緩かん慢まんに蠢うごめいている。全長はわずか四ミリほど、足らしいものはないが、太いほうの端はしから極ごく細ぼその糸が数本伸のびる。

　しゃがみ込こんだリキダイザーが、右手の針で小虫を貫つらぬいた。立ち上がり、じっと見つめる。ミノルも顔を近づけ、針先に目を凝こらす。

　二人の視線を浴びながら、小虫はしばらくもがいていたが、やがて動かなくなった。直後、どろりと溶よう解かいし、暗赤色の粘ねん液えきとなって針を伝った。

「な……んですか、いまの……」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやいたミノルに、リキダイザーが冷静に応じた。

「あたしは生き物には詳くわしくないけど、死んだ直後に溶とけるような虫がいるとは思えないわ。これはやっぱり、サードアイ能力で作られた生物よ」

「でも……能力で虫を作るなんて……」

　そこまで言ってから、ようやく思い出す。ミノルはほんの五日前、まさに能力で多様な虫を作り出すルビーアイと戦ったばかりではないか。

「……！　いまの虫……スティンガーの……!?」

「間ま違ちがいないでしょうね」

　厳しい顔で頷うなずくと、リキダイザーは右手に持った針をも溶とかした。銀色の雫しずくが床ゆかに落下し、微び小しような金属球となって踊おどり場ばの隅すみに転がっていく。

「あたしは大おお井い埠ふ頭とうでスティンガーと格かく闘とうした……あの時に植え付けられたんだと思う」

「そう言えば……スティンガーはトランサーを追つい跡せきする時、極ごく細ぼその糸を使ったんです。いまの虫がその発生源だとすると……リキダイザーさんはこの五日間、糸を出しっぱなしだったってことですか？」

「人をイモムシみたいに言わないで」

　右手で軽くミノルの胸を小こ突づくと、リキダイザーは嫌けん悪お感かんもあらわにかぶりを振ふった。

「さすがにそれならあたしも気付いたと思うわ。たぶん糸を出す虫……仮にスレッドバグと呼んでおくけど、人体に寄生できた場合は無線発信器の役割をして、寄生できなかったら糸を出して目印にするんじゃないかしら」

「ああ……いくらなんでもさっきのサイズの虫が突つき刺ささったら相当痛みますもんね。気付かれずに寄生させるには、他の痛みに紛まぎれさせる必要があるってことか……」

　これまでの戦せん闘とうでスティンガーが繰くり出だした三種類の虫──スパインバグ、ミサイルバグ、ワイヤーワームだけでも厄やつ介かい極きわまりないのに、追つい跡せき用ようの四種類目まで作れるとなるといよいよ規格外の能力と言いたくなる。いずれ再戦しなくてはならない相手だが、よほど準備に念を入れないと──……

「え……いや、でも、待って下さい」

　思考を中断し、ミノルはリキダイザーの顔を見た。

「なに？」

「その……さっきの虫がスティンガーの能力だとすると、ルブリケーターはスティンガーから情報を得てあなたを追つい跡せきしてたってことですよね？　でもスティンガーは五日前、ジェットもルビーも関係なく襲おそってきた……。本来なら、ルブリケーターもあいつのターゲットにされてしかるべきなんじゃ……？」

「やっとそれに気付いたの？」

　呆あきれたように言うと、リキダイザーはスレッドバグを摘てき出しゆつしたばかりの左ひだり脇わき腹ばらをさすりながら続けた。

「単純に考えれば、ルブリケーターはスティンガーと繫つながってるってことでしょうね。もしそうなら、あたしの抹まつ殺さつ指令を出したのは《組織》じゃなくて別の勢力なのかも……」

「……ルビーアイに、《組織》以外の勢力が……？」

　ミノルの呟つぶやきには反応せず、リキダイザーはインナーの裾すそをスカートの内側にたくし込こんだ。ドアノブに掛かけていたコートを取り、羽織ろうとしたが、左ひだり腕うでを上げかけたところで動きが止まる。まだ肩かたの銃じゆう創そうが痛むのだろう。

　ミノルは無言で手を伸のばすと、受け取ったコートを背後から着せかけた。振ふり向むいたリキダイザーが、瞬まばたきしながら礼を言う。

「ありがとう。……ルブリケーターはどうなったの？」

　続けて発せられた問いに、ミノルは答えていいのか迷った。だが、あの男に撃うたれたリキダイザーには聞く権利があるだろうと考え、口を開く。

「トランサーが収容されていたのと同じ病院に運ばれました。相当な重傷ですから、しばらくは治ち療りようが続くと思います」

「そう」

　頷うなずくと、リキダイザーは再び目礼した。

「あの時、坊ぼうやがあいつのデミオを止めてくれて助かったわ。悔くやしいけど、あたし一人じゃ対処できなかった」

「本当にあなた一人だったらどうとでもできたと思いますけどね……」

　ミノルの呟つぶやきに、ルビーアイは淡あわい苦く笑しようを返す。

「まあ、ね……守るものがあるっていうのは大変だわ。あたしが選んだことだから泣き言は言わないけどね。ともかく、お礼は言わせてちょうだい。言葉だけで悪いけど」

「だったら、僕ぼくを坊ぼうやって呼ぶのはやめてもらえますか」

　せめてこれくらいはと思いながら要求すると、リキダイザーの笑えみがわずかに深くなった。

「解わかったわよ、ミノル君」

　いや、本名もちょっと……と焦あせったがもう手て遅おくれだ。微び妙みような表情になるミノルを見て、リキダイザーはくくっと喉のどの奥おくを鳴らしたが、その笑えみがいきなり消えた。

　瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめ、ミノルの頭をぐっと押おさえ込こむ。

「…………!?」

「静かに！　ジェットの匂においがする！」

　耳みみ許もとの囁ささやき声ごえに、大きく目を瞠みはる。南校舎四階には各教科の準備室があるだけで、予よ鈴れいまで間もないこの時間に生徒が来ることはないはずだ。もしリキダイザーの存在に気付いてここまで来たのなら、戦せん闘とうになる可能性もある。

　手すり壁かべの内側にしゃがみ込こみながら、ミノルはひたすら「来るな！」と念じた。やがて、階段を上る足音が聞こえてくる。教師が履はいているサンダルではなく、生徒の上うわ履ばきが樹じゆ脂しの床ゆか材ざいと擦こすれる音。

　足音は、四階に達したところで止まった。そのまま数秒間動かずにいたが、やがて歩き出す。階段ではなく廊ろう下かへと遠ざかり、ドアが開閉する音が聞こえ、静かになる。

　リキダイザーに押おさえ込こまれたまま、ミノルは囁ささやき声ごえで訊たずねた。

「いまのは被ひ害がい者しやですか……？　それとも……」

「匂においの強さからして能力者だわ。そして、この距きよ離りなら向こうもあたしの匂においに気付いたはず」

「え……なら、どうして……」

　逃にげるなり向かってくるなりしなかったのか、というミノルの疑念を、リキダイザーは一言で晴らした。

「知らないのよ」

「……!?」

「何か匂においがするな、とは思ってもそれがジェットアイの宿敵であるルビーアイの匂においだとは思わなかった。つまり、いままで他のサードアイ持ちと接せつ触しよくしたことのない《野の良らジェット》だってことだわ」

　予想だにしなかった洞どう察さつに言葉を失う。赤と黒のサードアイが東とう京きよう近きん郊こうに降り注いでから、すでに三ヶ月以上が経たつ。そのあいだ、他のサードアイ持ちと一いつ切さい接せつ触しよくすることなく、普ふ通つうに暮らし続けてきたというのか。

「いまのジェットは、廊ろう下かを右に曲がって十メートルくらい進んだところにある部屋に入った。どうするつもり？」

　問われ、時計を見る。予よ鈴れいまであと五分、朝のショートホームルームまで十分。一年一組の教室までの移動時間を考えると猶ゆう予よは十分ほどしかないが、問題のジェットが一人きりになったこの機会を逃のがすわけにはいかない。

「……行きます」

　そう答えると、リキダイザーはミノルの頭を押おさえていた手を離はなした。

「ならあたしも行くわ」

「え……なんで……」

「可能性はごく低いけど、あたしを狙ねらった罠わなってことも有り得るもの。人ひと違ちがいで坊ぼう……ミノル君が殺されたら寝ね覚ざめが悪いし」

「……ご心配どうも。でも、もし罠わなでも殺さないでくださいよ」

「はいはい」

　二人同時に立ち上がり、階段を下りる。

　南校舎四階の廊ろう下かは静まり返っていた。右に進むとまず世界史準備室と日本史準備室があり、その次が数学準備室。廊ろう下かを十メートル歩いたのなら、問題のジェットアイが入っていったのはここだ。

　ドア脇わきのプレートを見上げた途と端たん、耳の奥おくに一つの声が甦よみがえる。

　──よかったら、空うつ木ぎクンも見学に来ないか？　いまのキミなら数学部に入部する資格はあると思うよ。

　ミノルにそう言ったのは、一年二組の波は佐ざ間ま秋あき利としだ。そして数学準備室は、数学部の部室としても使われている。

　あの男こそが、扉とびらの向こうにいるジェットアイなのだろう。成績上位者の中でただ一人貧ひん血けつ症しよう状じようを起こしていないのだから、そう考えるのが自然だ。正直苦手なタイプだが、なんとか説得して、朋とも美みたちを苦しめている能力を解除させなくてはならない。

　早く行きなさいよ、と言うかのようにリキダイザーがミノルの肘ひじをつついた。大きく息を吸うと、ミノルは扉とびらに手を掛かけ、勢いよく引き開けて一歩踏ふみ込こんだ。

　数学準備室は思ったより広く、左右の壁かべには天てん井じようまでの書しよ架か、中央には細長い机が置かれている。机の左右にはパイプ椅い子すが並び、その一つに──小こ柄がらな女子生徒が座すわっていた。上うわ履ばきの色は一年。

「…………!?」

　愕がく然ぜんとしながら室内を見回すが、他には誰だれもいないし隠かくれられる場所もない。続いて入ってきたリキダイザーに、小声で確かく認にんする。

「……あの人が……？」

「間ま違ちがいないわ」

　即そく座ざに断言されれば、受け入れるしかない。吉よし城き高校に貧ひん血けつ症しよう状じようを蔓まん延えんさせているジェットアイは、波佐間ではなかったのだ。

　女子生徒は、ぽかんとした表情でミノルとリキダイザーを見上げていたが、やがて何かを感じたのだろう、がたんと椅い子すを鳴らして立ち上がった。机に広げていたテキストを胸に抱かかえ、後ずさる。顔の両側に垂れていた髪かみが揺ゆれ、ほっそりした輪りん郭かくを露あらわにする。

「あ……あなたたち、何!?　数学部じゃないでしょ!?」

　細い声を聞いた途と端たん、記き憶おくが強く刺し激げきされ、一つの情景を呼び起こした。

　ミノルはこの生徒を知っている。名前は解わからないが、昨日、間近ですれ違ちがっている。

　階段の踊おどり場ばで、津つ森もり聡さとしと衝しよう突とつして転んだ女子だ。助け起こそうとしたミノルに「大だい丈じよう夫ぶです」と言って、階段を駆かけ上のぼっていった。もしかしたら、あれはただの事故ではなかったのか。意図的に津森と接せつ触しよくし、能力を発動させたのではないか。

「……一組の津つ森もりくんや、陸上部の箕みの輪わさん、バレー部の前まえ崎ざきさんたちを病気にしたのはきみなのか」

　ミノルがそう言うと、女子生徒は愕がく然ぜんとした表情でさらに後退した。背中が書しよ架かにぶつかり、古びた専門書が一冊落下する。

　女子の顔に浮うかんだ驚おどろきが、徐じよ々じよに警けい戒かいへと変化していく様をミノルは見つめた。

「来ないで！」
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　叫さけんだ女子が、さっと右手を突つき出だす。

「わ……私は呪のろわれてるんだからね！　私が触さわった人は、みんな病気になるのよ！」

「の、呪のろい……？」

「そうよ、噓うそじゃないわ！　あ……あなただってリストに載のってるんだからね、それ以上近づいたら病気にするから！」

「は……？」

　啞あ然ぜんとするミノルに、リキダイザーが囁ささやきかける。

「あなたも何かされてるって言ったでしょ。リストとやらに載のってて当然じゃない？」

「…………」

　確かにそのとおりだ。もしかしたら、昨日すれ違ちがった時か、ミノルが気付かないうちに能力を行使されていたのかもしれない。

「リストっていうのは、きみが作ったの？」

　ミノルの質問に、女子は口を強く引き結んだ。その反応に、違ちがうと直感する。何者かがターゲットのリストを作成し、女子はそれに従って津つ森もりや朋とも美み、そしてミノルを狙ねらったのだ。

　だとすると、リストの作成者は──。

「波は佐ざ間まくんか。彼かれがリストを作って、きみに能力……《呪のろい》を掛かけさせたんだね」

「…………!!」

　女子の顔が一いつ瞬しゆんで青ざめた。警けい戒かいの色が、徐じよ々じよに敵意へと変わる。

「……波佐間くんは、いじめられてた私を助けてくれたの。私の呪のろいを正しく使えば、この学校を変えられるって、そう言ってくれたの」

「違ちがうよ。彼かれはきみを利用してるだけだ」

「……噓うそよ！　くだらないカーストを壊こわして、私が教室に戻もどれるようにしてくれるって、そう約束してくれたんだからッ！」

　左手で抱かかえていたテキストブックが滑すべり落おちる。その手で、部屋の隅すみに立たて掛かけられていたアルミ製のモップを握にぎり、両手で構える。

「出ていって！　私の邪じや魔まをしないで!!」

　悲鳴じみた声で叫さけぶ。しかし従うわけにはいかない。女子生徒に、その力は呪のろいではなく、宇宙から降ってきた黒い球体に与あたえられたものであることを教えなければいけないのだ。

　ミノルは無言で一歩前に出た。途と端たん、弾はじかれたように女子が床ゆかを蹴けった。

　両手で握にぎったモップの柄えを、槍やりのように突つき出だしてくる。小こ柄がらな体格からは想像もできない速さだ。何もせずに喰くらったら、サードアイ保持者のミノルでも肋ろつ骨こつの一本くらい折れるかもしれない。

　しかし、凶きよう悪あくなルビーアイたちを相手に実戦経験を積んできたミノルにとって、まっすぐ突つき出だされてくるモップの柄えを空中でキャッチするのは容易なことだった。

　女子生徒の突とつ進しんががくんと止まる。アルミの柄えを受け止めた右手に、渾こん身しんの力を込こめる。

　べきっ！　と音を立てて柄えが曲がった。女子が両目を見開き、凍こおり付ついた。

　その時。

　右後方から、極低温の突とつ風ぷうめいたものが押おし寄よせてきて、ミノルは息を詰つめた。もちろん本物の風ではない。リキダイザーが、いままで完全に押おさえていた最強ルビーアイのオーラ……イサリリ教授の言葉を借りれば《セブンス・フォース》を空吹かししたのだ。

　ミノルは立たち竦すくむだけで済んだが、これがルビーアイとの最初の遭そう遇ぐうなのであろう女子生徒の反応は激げき甚じんなものだった。

「ひいっ……」

　細い悲鳴を上げ、モップを放り出してへたり込こむ。そのまま闇やみ雲くもに足を動かし、後ずさっていく。

「……さて、あたしは行くわ」

　再びオーラを収めたリキダイザーが、ミノルの右みぎ肩かたをぽんと叩たたいた。

「いろいろ世話になったわね、ミノル君。また連れん絡らくする」

　振ふり向むき、廊ろう下かに出ると、後ろ手に扉とびらを閉める。スリッパの足音が遠ざかり、消える。

「…………」

　──これはどうやら、あと少しかかわりが続きそうだ。

　そんなことを考えながら、ミノルは女子生徒を見た。両手を胸に引き寄せ、全身をがたがた震ふるわせている。見開かれた両目には涙なみだの粒つぶが宿り、その片方が頰ほおに流れる。

　この女子生徒がこれからどうなるのかは、ミノルにも解わからない。特課から誰だれかが派は遣けんされて、状じよう況きようを詳くわしく説明し──その先、サードアイを摘てき出しゆつして記き憶おくを消されることを選ぶのか、あるいは特課のメンバーとして戦う道を選ぶのか、それは当人次し第だいだ。

　しかしいまは、同じ生命体を身に宿す者として、可能な限り誠実に接しよう。たとえ、一時間目の授業に遅ち刻こくしてしまっても。

　そう決意すると、ミノルは女子生徒に歩み寄り、右手を差し出した。

「制服が汚よごれるよ」

　言葉を掛かけると、女子生徒は体を縮めたがそれ以上逃にげようとはしなかった。

　やがて、小さな左手がおずおずと持ち上げられ、ミノルの手を摑つかんだ。





終わり









　あとがき




　絶対ナル孤独者《アイソレータ》第五巻、『液化者』をお読み頂きありがとうございます。

　三巻から四巻もかなり間が空いたのですが、今回は二年もお待たせしてしまいました……。まことに申し訳ありません！　しかしそんなに時間が経たってもこうして続刊をお届けすることができるのは、ひとえにこのタイトルを応おう援えんして下さる皆みな様さまのおかげであります。本当にありがとうございます。

　現実世界では二年の歳さい月げつが流れましたが、作中では四巻ラストから二日しか経たっていません。というか三巻からでも五日しか経たっていない……！　ずっと真冬の話が続いているので風景もミノルたちの服装も寒々しいですね。しかしお話は最初のターニングポイントと言うべき展開にようやく辿たどり着つきまして、この巻ではいままで特課相手に大暴れしてきた敵組織の大幹部、リキダイザー女史が主役となっております。

　私はかねてより、色々な場所で「敵が味方になる展開は好きじゃない」「そのために敵はとことん悪い奴やつにする」と発言していますが、リキダイザーの場合は登場させた時からある種の予感がしまして、私も「どうなるかな～」と思いながら書いていました。結局こうなりましたが、とはいえ味方になったというわけでもないので、今後も緊きん張ちよう感かんあるポジションで活かつ躍やくさせられればと思います。

　恒こう例れいのお気楽解説コーナーですが、今回はミノルの防ぼう御ぎよ殻かくの新ワザ《固定》について少し。作中ではミノルが「空間に対して固定する」と表現していますが、我々の宇宙では《絶対的な静止状態》というものは存在しないので（詳くわしくは《絶対静止系》で検けん索さくしてみて下さい）、不正確な言い方ということになります。仮に宇宙に膨ぼう張ちようの中心点があれば、そこを原点にして座標系を定義できる気がしますが、宇宙は全ての場所が均等に膨ぼう張ちようしていて中心がないらしいのでそうもいきませんし……（そして宇宙の中心に対して《固定》した瞬しゆん間かんにミノルは秒速何百キロというスピードでどこかに飛んでいってしまいますし）。ゆえにミノルの《固定》は、実際には《防御殻の一部または全部が、主観的な静止状態を無条件に維い持じする》技わざであると定義させて下さいませ。主観的というのは、ミノルが静止していると感じている状態ということです。──なにやらますますわけわからなくなりましたねすみません……。そして新キャラのルブリケーター氏の能力も完全には説明されないままになっておりますが、こちらは次巻で触ふれる予定です。

　この五巻も執しつ筆ぴつを引っ張りに引っ張ってしまって、担当の三み木きさんと安あ達だちさん、イラストのシメジさんには大いにご迷めい惑わくおかけしました！　いつもながら素す晴ばらしいお仕事、ありがとうございました！　そして読者の皆みな様さま、いよいよスティンガーと再戦するはずの六巻も、どうぞよろしくお願いいたします！


二〇一九年三月某日　　　川かわ原はら　礫れき
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